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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 

 １番  品  田  好  博    ７番  松  岡  克  美  

 

 ２番  中 堀 君 子    ８番  深 川  曻  

 

 ３番  近 藤 哲 雄    ９番  勝 田 鉄 城  

 

 ４番  松 田 信 行    10番  小 島 一 弘  

 

 ５番  齋 藤 宏 司    11番  田 中 勝 吉  

 

 ６番  植 田 泰 弘    12番  後 藤 幸 太 郎  

 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長

副 町 長  産 業 課 長

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事

会 計 管 理 者  建 設 課 長

総 務 課 長  住 民 福 祉 課 長

総 務 課 参 事  産 業 建 設 課 長

住 民 課 長  総 務 課 主 幹

福 祉 課 長   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事

生 涯 学 習 課 長   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

 

事務局長、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開会 午前１０時００分 

◎開会の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

  ただいまから平成２５年第２回大空町議会定例会を開会します。 

 

    ◎開議の宣告 

◇議  長 これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、７番、松

岡克美議員及び８番、深川曻議員を指名します。 

 

    ◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２、議会運営委員会審査報告を行います。 

  議会運営委員会審査の結果について、委員長から報告の申し出がありますので、こ

れを許します。 

  議会運営委員会委員長、植田泰弘議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 議会運営委員会の審査結果を報告します。 

  本定例会を開催するに当たり、去る６月１３日に議会運営委員会を開き、本日開会

の定例会の会期等について協議をいたしました。 

  本定例会では、一般質問者が４人、町長から提出されております案件が１８件であ

ります。内訳は、承認３件、議案１８件です。議会提出案件として、議会発議、財団

法人等からの経営状況についての報告等が予定されております。 

  一般質問及び提出議案の件数、発議件数、報告件数から判断いたしまして、本定例

会の会期は本日６月１９日に開催して、６月２０日までの２日間とすることが妥当で

あると全会一致で判断しましたので、その結果について報告をいたします。 

  以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

    ◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題とします。 

  お諮りします。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとおり、本

日から６月２０日までの２日間にしたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

  したがって、会期は本日から６月２０日までの２日間に決定しました。 
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    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

  事務局長に報告いたさせます。 

  鈴木事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

  ただいまの出席議員は、１２名全員であります。 

  本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとお

りであります。 

  本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

  前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおりで

あります。 

  以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。 

  山下町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。 

  山下町長。 

 

◇町  長 おはようございます。 

  平成２５年第２回大空町議会定例会行政報告を申し上げます。 

  ４月２日まで年度を若干またぎましたけれども、平成２４年度の町政懇談会、ふれ

あいトークおおぞらを実施してまいりました。前年度、平成２４年度におきましては

２９会場、また総会などとあわせて実施をさせていただいたところもありますので、

７７６人の参加をいただいたところでございます。 

  ３月１６日、オホーツク地域化製場情報交換連絡会議というものが網走市で行われ

ました。平成１５年に湧別町に建設がされております地域化製場の増設について北見

農業協同組合連合会などからオホーツク圏活性化期成会として要望を承ったところで

あります。 

  ３月１９日、農地・水保全管理対策協議会総会が札幌市で開催をされ、参加をいた

しました。本町では、５つの地区が取り組んでおりますが、その全道の協議会の総会

ということでありましたので、出席をいたしたところでございます。 

  ３月２７日、大空町青少年問題協議会を開催いたしました。地域における青少年の

問題行動の有無、また子供たちにかかわる情報交換を行ったところでございます。 

  同日、北網地域医療再生事業運営委員会が北見市で開催をされました。北見の赤十

字病院を中心とした北網地域の医療の再生計画の進捗状況などについて説明があり、

協議をしたところでございます。 
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  ３月２８日は、大空町農業再生協議会水田部会を開催いたしました。主食用米の配

分について最終決定をしたところでございます。 

  ３月２９日から４月１日までは、友好町であります熊本県氷川町を訪問し、氷川ま

つりに参加をさせていただきました。平成２４年度で友好提携から１０周年というこ

とでございました。町民の皆様とともに参加をさせていただき、物産販売などをさせ

ていただき、交流を図ったところでございます。 

  ４月２日には、大空町見守りネット事業協力に関する協定調印式を実施いたしまし

た。高齢者世帯等の孤立化を防ぐということを目的に見守りネット事業を展開してお

りますけれども、そういった中に事業者の協力をいただくということで、１３の事業

所の方々と協定を結ばせていただいたところであります。 

  あわせて同日、暴力団排除に関する合意書締結式を実施いたしました。３月に議決

をいただきました暴力団排除条例を具体的に進めるため、網走警察署との間に情報共

有や連携体制をつくるということでの合意書をつくりまして取り交わしたところでご

ざいます。 

  ４月１０日から１２日にかけましては、地方財政対策に係る中央要望ということで

東京都へ上京いたしました。北海道合併市町連携会議の一員として平成合併の検証と、

また合併市町への交付税費目の創設など、こういったものの要請に国会議員、また総

務省へ要請活動を行ったところであります。 

  ４月２０日から２１日にかけましては、札幌大空町東藻琴会が開催をされ、出席を

いたしました。４６名の出席でございました。 

  ４月２４日は、ＪＡオホーツク網走麦乾燥調製貯蔵施設修祓式が網走市で行われ、

出席をしたところでございます。 

  ４月２４日から２６日までは、札幌市でさまざまな会議が開催をされ、出席をいた

しました。１つには、北海道町村立高校自治体連絡協議会でございます。新しく発足

した会として発足総会を開催いたしました。今後こういった町村が連携をして要請活

動を行うことを確認したところでございます。 

  もう一つは、北海道酪農振興町村長会議でございます。平成２５年度の総会という

ことで事業計画、役員改選などを行い、またＴＰＰにおける情報分析などを行ったと

ころでございます。 

  さらに、北海道町村会定期総会も開催をされました。平成２５年度の活動方針を決

定したところでございます。講演については、テレビにも出演されている加藤清隆氏

の講演でございました。消費税の問題、選挙の関係、領土問題、基地問題、非常に過

激な発言でございましたけれども、元気をいただくような、そんな講演でもあったか

と思っております。 

  さらに、札幌市においてオホーツク町村会の臨時総会を開催いたしまして、各町村

における職員給与の取り扱いなどについて情報交換を行ったところでございます。 

  ５月８日は、大空町農業再生協議会を開催いたしました。平成２５年度の規約改正、

また事業計画、予算、そして役員改選を行ったところでございます。 

  ５月１４日は、大空町国民健康保険運営協議会を開催いたしました。税率の改定に

ついて諮問し、答申をいただいたところであります。今議会に提案をさせていただい
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ている内容でございます。 

  ５月１６日は、三町農業推進協議会総会が美幌町で開催されました。平成２５年度

の事業計画、また畑作物の作付状況などについて網走農業改良普及センターから情報

をいただいたところでございます。 

  裏面にまいりまして、５月１８日から１９日、全国芝桜フォーラムｉｎ童話村たき

のうえというものが滝上町で開催をされました。これは、滝上町の観光協会が５０周

年を迎えた、その記念事業として開催をされたものでございます。パネラーとして出

席をさせていただきました。 

  ５月２１日には、ＳＬオホーツク号連絡会議が網走市で開催をされました。この６

月２２日、２３日、運行されるＳＬオホーツク号につきまして、具体的な内容説明、

また協力依頼がＪＲ北海道からあったところでございます。 

  同日、オホーツク町村会臨時総会も開催してございます。役員を改選したところで

ございます。私は、引き続き農林水産委員会に所属することとなりました。 

  同日、北海道国民健康保険団体連合会オホーツク支部定期総会も開催をいたしまし

た。平成２４年度の事業報告、平成２５年度の事業計画を決定したところでございま

す。 

  あわせて、オホーツク圏地域活性化期成会総会が網走市で開催をされました。役員

改選を行い、会長に北見市櫻田市長を選出したところでございます。 

  ５月２４日は、女満別空港整備・利用促進協議会を開催いたしました。この議場で

開催をいたしまして、ＬＣＣの誘致運動などを中心として活動することを確認したと

ころでございます。また、空港の利用状況などについても説明をさせていただきまし

た。 

  ５月２８日には、大空町地域包括支援センター運営協議会を開催してございます。

介護保険事業の取り組み状況について報告をさせていただきました。 

  ５月２９日は、美幌地方自衛隊協力会総会が美幌町でございました。派遣隊員の留

守家族支援協定について美幌町から説明があり、今後そのほかの市町村においても検

討していくこととしたところであります。 

  ５月３１日、大空町交通安全防犯推進委員会の総会を開催してございます。平成２

５年度の事業計画を承認いただきました。また、警察署との合意書の内容などについ

て町民の皆さんに御説明をさせていただきました。特にことしは、高齢者の事故防止

に力を注ぐことを確認したところでございます。 

  ６月３日、大空町農業再生協議会を開催いたしました。大豆、麦等生産体制緊急整

備事業の配分基準について協議を行ったところでございます。 

  ６月４日から６日にかけましては、女満別空港整備・利用促進協議会航空会社要望

活動ということで大阪府に赴きました。ＬＣＣ誘致のためにピーチアビエーションに

この地域の説明など、また空港の説明などを行い、就航について要請したところでご

ざいます。 

  ６月６日は、札幌地区女満別会が札幌市で行われ、出席をいたしました。今年度は

３６名の出席でございました。 

  以上、行政報告とさせていただきます。 
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◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

    ◎日程第５ 承認第１号 

◇議  長 日程第５、承認第１号 専決処分の承認を求めることについてを議題としま

す。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

  竹内総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の１ページをお開き願います。「承認第１号 専決処分の承認を求め

ることについて 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  ３ページです。「専決処分書 

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、別紙のとおり専決処分する。 

  平成２５年３月２９日 大空町長 山下英二」 

  ５ページです。今回の補正予算の専決処分については、３月定例会の際にお願いを

しておりましたけれども、平成２５年３月末に地方譲与税、地方交付税等の額が決定

したことにより専決処分させていただいたものでございます。 

  「平成２４年度大空町一般会計補正予算（第９号） 

  平成２４年度大空町一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９，８６４

万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８６億３，５４８万７，０

００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  地方債の補正、第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  平成２５年３月２９日 大空町長 山下英二」 

  ７ページ、第１表、歳入歳出予算補正、歳入であります。２款 地方譲与税から２

５万４，０００円を減額、３款 利子割交付金に３４万２，０００円を追加、４款 

配当割交付金に１９万７，０００円を追加、５款 株式等譲渡所得割交付金から９，

０００円を減額、６款 地方消費税交付金に２８０万円を追加、８款 自動車取得税

交付金に８５４万９，０００円を追加、９款 地方特例交付金から１万５，０００円

を減額、１０款 地方交付税に１億２０万１，０００円を追加、１１款 交通安全対

策特別交付金から７８万５，０００円を減額、１６款 財産収入から１２万４，００

０円を減額、１７款 寄附金に２７万円を追加、１８款 繰入金に５７万２，０００

円を追加、２１款 町債から１，３１０万円を減額、歳入合計は、９，８６４万４，

０００円を追加し、８６億３，５４８万７，０００円とするものであります。 

  ８ページ、歳出であります。２款 総務費に９，８５９万４，０００円を追加、３



‐9 -

款 民生費に５万円を追加、４款 衛生費、８款 土木費につきましては財源振りか

えがある項目で補正額はございません。歳出合計は、９，８６４万４，０００円を追

加し、歳入合計と同額とするものであります。 

  ９ページの第２表、地方債補正、１ 変更であります。女満別特別養護老人ホーム

整備事業債は、起債対象事業費の変更により限度額を１，８００万円から５３０万円

減額し、１，２７０万円とするものであります。東藻琴特別養護老人ホーム整備事業

債は、起債対象事業費の変更により限度額を２，６２０万円から５７０万円減額し、

２，０５０万とするものであります。基幹病院医療環境等充実事業債は、限度額を３，

９００万円から５０万円減額し、３，８５０万円とするものです。医療機器購入費の

執行残などの需用費の確定によるものであります。開陽中央線道路整備事業債は、５，

０８０万円から１２０万円減額し、４，９６０万円としております。実施設計委託料

及び用地買収費の減によるものであります。町営住宅整備事業債は、事業費の確定に

より限度額を１億３５０万円から４０万円減額し、１億３１０万円としております。 

  １１ページの歳入歳出補正予算事項別明細書につきましては、歳出から説明申し上

げますので、１８ページ、１９ページをお開き願います。３月定例会後に寄附金があ

ったことや財源調整のため歳出予算も専決処分させていただいております。 

  ２款 １項 ９目 財政調整等基金費で財政調整基金積立金から８０万２，０００

円を減額しております。財政調整基金につきましては、平成２４年１２月の補正予算

の際に財源調整のため６５３万７，０００円を積み立てることとしておりましたけれ

ども、ことしに入りまして２月の臨時議会の補正予算の際に福祉灯油の助成のため５

８５万９，０００円を財源とさせていただき、差し引き６７万８，０００円が歳出予

算として残っておりました。今回の専決処分に当たり、財政調整基金は少額なため積

み立てることをせず、公共施設等整備基金にまとめて積み立てることとしました。ま

た、出納整理期間中の資金繰りのため繰りかえ運用の利息を１７万７，０００円予定

しておりましたけれども、金利が予定より１２万４，０００円低かったので、合わせ

て８０万２，０００円を減額し、この機会に財政調整基金を整理させていただきまし

た。公共施設等整備基金は、地方交付税等の増により今後の公共施設整備のための財

源としまして９，９３９万６，０００円を追加しております。 

  ３款 １項 １目 社会福祉総務費で地域福祉基金積立金に５万円を追加しており

ます。高齢者のためにと１件の方から寄附がありましたので、地域福祉基金に積み立

てることといたしました。２目 老人福祉費、４款 衛生費、８款 土木費について

は、地方債の変更による財源振りかえによる変更で補正額はありませんが、財源内訳

を変更しております。 

  続きまして、歳入の説明を申し上げますので、１４ページ、１５ページをお開き願

います。歳入につきましては、３月末にそれぞれ地方譲与税や交付金等が確定してお

ります。 

  ２款 １項 １目から地方揮発油譲与税４０万４，０００円の増、自動車重量譲与

税は４０５万円の減となっておりますが、平成２４年度税制改正により税率が引き下

げられているため、見込みより減額となっております。航空機燃料譲与税３３９万２，

０００円の増となっています。一部、機材の大型化などが要因で伸びております。 
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利子割交付金３４万２，０００円の増。 

配当割交付金１９万７，０００円の増。 

株式等譲渡所得割交付金９，０００円の減。 

地方消費税交付金２８０万円の増。 

自動車取得税交付金８５４万９，０００円の増となっておりますけれども、平成

２４年度は９月までエコカー補助金があり、販売台数が前年度より増加となったこと

から交付金もふえております。 

  地方特例交付金は１万５，０００円の減。 

  地方交付税は１億２０万１，０００円の増となっております。普通交付税は、平成

２４年度の交付の際には全国で調整され、９１７万円減額されておりましたけれども、

緊急経済対策の補正により満額交付されることになりました。また、特別交付税が見

込みより９，１０３万１，０００円増額となったものであります。 

  交通安全対策特別交付金は７８万５，０００円の減となっております。 

  １６ページ、１７ページをお開き願います。１６款 １項 ２目 １節 財政調整

基金預金利子について補正をさせていただいております。歳出で説明したとおり、財

政調整基金は今回の財源調整で精査していただいております。繰りかえ運用利息の見

込み減により１２万４，０００円減額しております。 

  １７款 １項 １目 １節の一般寄附金に２７万円を追加しております。４名の方

から御寄附があったものであります。 

  １８款 １項 １目 財政調整基金は、財源調整のため繰り入れをしないこととし

て１，０４２万８，０００円を減額しております。３目 １節 地域福祉基金繰入金

に１，１００万円を追加しております。女満別、東藻琴両特別養護老人ホームの起債

対象額の変更により減額となった分を基金対応としたものであります。 

  ２１款の町債につきましては、第２表で説明したとおりなので、説明を省略させて

いただきます。 

  以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたので、よろしく御審議くだ

さるようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから承認第１号 専決処分の承認を求めることについてを採決します。 

  お諮りします。本件は、承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 
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   したがって、承認第１号 専決処分の承認を求めることについては、承認すること

に決定しました。 

 

    ◎日程第６ 承認第２号 

◇議  長 日程第６、承認第２号 専決処分の承認を求めることについてを議題としま

す。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

  大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書２３ページをお開きください。「承認第２号 専決処分の承認を求め

ることについて 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  今回の専決処分は、地方税法の一部を改正する法律が３月２９日に成立し、３月３

０日公布、４月１日より施行され、国民健康保険税条例の改正が必要となりましたが、

議会を招集している時間的余裕がないことから、地方自治法の規定により３月３０日

付で専決処分をさせていただき、これを報告し、承認を求めるものでございます。 

  議案書２５ページは専決処分書、２７、２８ページが改正条文でございます。また、

別冊で配付させていただいております大空町議会定例会参考資料１ページに大空町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例の概要等、２ページから７ページに新旧対照

表を載せてございます。 

  改正の内容説明に当たりましては、概要により説明をさせていただきますので、参

考資料１ページをお開きください。主な改正点は２点でございます。１点目は、特定

継続世帯における世帯別平等割額の軽減でございます。関係条文は、条例第５条の２、

条例第７条の３、条例第２３条でございます。「２人世帯で国民健康保険の被保険者

であった者が、国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行し、もう一人が国保に残

った世帯（特定世帯）について、世帯別平等割額を最初の５年間２分の１減額する現

行措置に加え、その後３年間は特定継続世帯として４分の１減額する措置を講ずるこ

と。」とされたところでございます。この改正部分は、平成２５年４月１日より施行

されます。 

  ２点目は、東日本大震災に係る被災居住用財産の敷地に係る譲渡期限の延長の特例

でございます。関係条文は、条例附則第１８条でございます。東日本大震災に係る被

災居住用財産の敷地に係る譲渡について、優良住宅地の造成等のために土地を譲渡し

た場合の課税の特例を適用する措置を延長するものでございます。本改正部分は、平

成２６年１月１日より施行するものでございます。 

  以上、提案理由の説明を申し上げましたので、御承認くださいますようよろしくお

願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから承認第２号 専決処分の承認を求めることについてを採決します。 

  お諮りします。本件は、承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、承認第２号 専決処分の承認を求めることについては、承認すること

に決定しました。 

 

    ◎日程第７ 承認第３号 

◇議  長 日程第７、承認第３号 専決処分の承認を求めることについてを議題としま

す。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

  竹内総務課長。 

 

◇総務課長 ２９ページをお開き願います。「承認第３号 専決処分の承認を求めること

について 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  ３１ページ。「専決処分書 

地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、別紙のとおり専決処分する。 

  平成２５年４月１日 大空町長 山下英二」 

  ３３ページであります。「平成２５年度大空町一般会計補正予算（第１号） 

  平成２５年度大空町一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４４４万５，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７１億８，８１６万９，０００円

とする。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成２５年４月１日 大空町長 山下英二」 

  ３５ページ、第１表、歳入歳出予算補正、歳入。１５款 道支出金に４４４万５，

０００円を追加、歳入合計は、４４４万５，０００円を追加し、７１億８，８１６万

９，０００円とするものであります。 

  ３６ページ、歳出であります。５款 労働費に４４４万５，０００円を追加、歳出
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合計は、４４４万５，０００円を追加し、歳入合計と同額とするものであります。 

  今回の補正予算の専決処分につきましては、本年３月２日から３日にかけて発生し

ました暴風雪の影響により暴風保安林の枝や農業用ハウスのビニールなどが畑等に飛

ばされました。春の農耕期を迎え、雪解けが進み、その被害の大きさが明らかとなり、

その回収が課題となっておりましたが、平成２５年度の緊急雇用創出事業の対象とし

て取り組めることとなり、早期に発注する必要から専決処分をさせていただいたもの

であります。 

  歳入歳出予算の事項別明細書の説明なのですけれども、歳出から説明しますので、

４２ページ、４３ページをお開きください。５款 １項 １目 １３節 労働対策事

業に雪害対策事業委託料として４４４万５，０００円を追加しております。 

  次に、歳入の説明をしますので、４０ページ、４１ページをお開き願います。１５

款 ２項 ４目 １節 労働費補助金に４４４万５，０００円を追加しております。

国の補助金が北海道を経由しまして道補助金として対象となっておりまして、１００

％補助となっております。 

  以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたが、よろしく御審議くださ

るようお願いいたします。 

 

◇議  長 暑い方は上着を脱いでよろしいです。 

  これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ９番、勝田鉄城議員。 

 

◇勝田議員 今回の北海道の補助金でありますけれども、出どころは国からということで

すが、この財源というのは東日本大震災の復興のために組まれた予算から国が予算づ

けをしているのかなというふうに私は思ったりするのですが、そこら辺のところはい

かがでしょうか。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後１０時３３分 

再開 午後１０時３４分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  福田産業課長。 

 

◇産業課長 ただいまの御質問でございますけれども、国から北海道を通して私どもに事

業がおりてくるわけでございますけれども、その予算の中身については復興予算かど

うかというところまでは私どもにはちょっと通知がないので、はっきりした答弁はで

きないのが状況でございます。 

 

◇勝田議員 終わります。 
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◇議  長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから承認第３号 専決処分の承認を求めることについてを採決します。 

  お諮りします。本件は、承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、承認第３号 専決処分の承認を求めることについては、承認すること

に決定しました。 

 

    ◎日程第８ 議案第４９号 

◇議  長 日程第８、議案第４９号 委託契約の締結についてを議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

  竹内総務課長。 

 

◇総務課長 ４５ページをお開き願います。「議案第４９号 委託契約の締結について 

  次のとおり、委託契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号の規定に

より議会の議決を求める。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二 

  記、１、契約の目的、総合行政情報システム更新業務、２、契約の方法、随意契約、

３、契約の金額、１億４，２８０万円、うち消費税及び地方消費税の額は６８０万円

であります。４、契約の相手方、帯広市西２０条南６丁目３番２０ アートシステム

株式会社帯広支店 帯広営業部長 澤見正興」 

  今回の委託契約の締結につきましては、行政の根幹となる住民基本台帳と連動した

税、福祉、教育、上下水道、選挙などの事務に欠かせない総合行政情報システムは平

成１７年に構築し、平成１８年から稼働しておりますが、７年が経過し、現行のシス

テムはサポート期間が本年度に終了し、平成２５年度中に更新しなければなりません。

今までは、「わぴあ」という総合行政情報システムを利用してきましたが、「わぴ

あ」を開発したメーカーは市町村合併などの影響により総合行政情報システムの開発

から撤退をすることとなりました。平成１８年当時、この「わぴあ」を利用していた

団体は全国で約７０団体でしたが、現在利用しているのは大空町だけとなり、システ

ムのサポート体制も本年限りとなります。そのため、庁内ＯＡ専門委員会では新しい

システムの導入について検討してまいりました。庁内ＯＡ専門委員会では、最少の職

員負担での更新、正確性、確実性の確保、継続使用システムとの親和性、更新費用、
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導入形態の決定、導入システムの将来性の６点を重要検討事項と定め、先進地調査を

実施し、検討を重ねてまいりました。特に新しいシステムの導入に当たって考慮すべ

きは、定員適正化計画により縮減している職員数でいかに正確に期間内に構築を終え

ることができるのか、新しいシステムへのデータ移行が完全にできるか、新しいシス

テムの将来性、経費面などを検討してまいりました。また、介護保険、後期高齢、児

童手当などのシステムはそのまま継続するので、住民記録情報や所得情報との相互連

携が必要であり、継続するこれらのシステムとの親和性も検討した結果、「わぴあ」

と設計内容が共通する部分が多いシステムである「リームス」という総合行政情報シ

ステムを導入することとなりました。したがいまして、そのシステムを取り扱ってい

るアートシステム株式会社と随意契約することとしました。 

  「リームス」という総合行政情報システムは、「わぴあ」と基本的な構成が類似し

ているシステムであり、データ移行が容易にでき、操作性も同じであり、開発資産の

有効活用が図られるシステムです。データの移行に当たっては、職員の労力がかなり

費やされますが、職員がデータ移行後のチェック作業や新システムの習得教育等が更

新時に大きな負担となります。その人的経費を試算すると、「リームス」で４７０万

円、別な新しいシステムでは２，０８０万円となり、「リームス」が約１，６００万

円安価となることがわかりました。また、新しいシステムに移行する際にかかる経費

としてデータの放出経費が必要ですが、今回は約６，０００万円と言われております。

「リームス」を取り扱っているアートシステム株式会社は、今まで「わぴあ」のシス

テムをサポートしたメーカーですが、「わぴあ」から「リームス」にデータを放出す

る際に必要な移行システムは既に開発済みですので、その経費が無償となります。

「リームス」であれば、新たな連携システムの開発やデータ処理手順の変更などをす

ることなく、従来どおりの運用ができるので、工期や経費の圧縮が可能であります。

「リームス」という総合行政情報システムは全国に１４０団体導入されており、サポ

ート体制も確立されております。道内では２７団体、オホーツク管内では斜里町、清

里町、その他近隣では幕別町、池田町、芽室町、清水町、上士幌町で稼働しており、

確かな実績を有しております。したがいまして、地方自治法施行令第１６７条の２第

６項及び第７項の規定により随意契約としたものであります。 

  今後のスケジュールとしましては、議決をいただければ速やかに本契約を締結し、

９月から基本となる住民基本台帳の現行システムと並行稼働をさせ、順次各システム

の入れかえ作業や確認作業を経て年度内に全体のシステムを構築し、新年度本格稼働

していきたいと考えております。 

  以上、説明申し上げましたが、よろしく御審議くださるようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 これだけ大事な総合行政情報システムの更新業務ということでございますけ

れども、このことについて参考資料も、所管の総務文教厚生常任委員会ではそれなり

の説明はされたのかもしれませんが、私が常日ごろ指摘をしていた財産管理上の問題
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だとか、今まで不備なことについて積極的に改善されるというような内容の説明が何

もなされていないので、もう少し詳しくお話を聞かせていただきたい。本来、資料と

してきちっと設計思想も含めて、概要はわかりましたけれども、あるべきだなと思っ

ておりますので、ここでわかる範囲内で答えてください。 

 

◇議  長 竹内総務課長。 

 

◇総務課長 庁内ＯＡ専門委員会でずっと検討してまいりまして、総務文教厚生常任委員

会にもその内容は資料等を提出して説明させていただきましたけれども、基本となる

これらのシステムを導入するに当たりましては、「わぴあ」の次の新しいシステムを

入れるために３つのシステムというか、方法を検討して、視察もやってまいりました。

１つは、今現在ほかの自治体でも少しずつ入ってきておりますクラウド方式というよ

うな方式がありまして、遠隔地のデータセンターを通信回線で結び利用する、そうい

う手法のものがありまして、それらの検討を視察を通してやったり、違う別なシステ

ムでいろいろ検討してまいりました。それでいくと、まずは操作性、それから経費面

ですね、あとは移行のときに、合併時もそうだったのですけれども、その職員の負担

というのがかなりかかりまして、それらのことを過去の経験から考えまして、今回の

随意契約というふうに判断してなったものであります。それで、詳しいシステムの中

身といったらたくさんあって、例えば住民記録だとか国民年金だとか印鑑証明だとか

固定資産税、軽自動車税、税関係ですね、それから児童手当だとか福祉関係、それか

ら学校関係の給食費だとか、それらのいろいろなパッケージソフトがあるのですけれ

ども、それらを細かに見て、今まで積み立ててきたものでございます。口頭で説明す

るというのはなかなか難しいのですけれども、いろいろ今まで積み重ねてきた議論に

よって、こちらを選んだわけなのですけれども、今後これらの総合行政情報システム

をやっていくのに、特に庁内ＯＡ専門委員会の中では、一番重要に思ったのは放出経

費で、合併時も約５，０００万円かかっていると言われておりまして、それらが今回

の場合は既に開発されているというようなことで、それが大きな要因になっています。

そのようなことから、こちらのほうが職員の負担も少なくて済むし、経費も２０％以

上削減できるというようなことから、こういう結果になってございますので、よろし

く御理解いただきたいと思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 どうも私が聞こうとしていることを余りよくわかっていないようなのですが。

以前、指摘をしたときに、公有財産の管理の問題だとか備品管理の問題等々で指摘を

して、この次の新しい総合行政情報システムを導入するときは、そのことについては

十分対応できるという説明をいただいたのだけれども、今回のこの提案のときにその

ことについて何ら触れていないものだから確認をさせていただいたと、こういうこと

なのです。だから、システムの中身として今までのシステムと親和性があるとかない

とかということも大事ですけれども、新しいシステムの中で今までできなかったこと
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ができることになっているのかどうか。しょせんは、人が使うものですから、その辺

の関係も含めて明快にお答えをいただきたいと。疑問を聞いているのです。今までも

言ってきたことですから、よろしくお願いします。 

 

◇議  長 竹内総務課長。 

 

◇総務課長 今まで御指摘のあった点は、例えば備品管理だとか公有財産管理の関係でい

ろいろ以前にお話を申し上げて、その辺がなかなか軌道がうまくいっていないという

ようなことでございました。今回は、備品の管理、公有財産管理、それらも新しいシ

ステムに導入して、ことし中に構築してやる計画としておりますので、その辺は改善

できるかと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第４９号 委託契約の締結についてを採決します。 

  お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第４９号 委託契約の締結については、原案のとおり可決されま

した。 

 

    ◎日程第９ 議案第５０号 

◇議  長 日程第９、議案第５０号 工事請負契約の締結についてを議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

  佐々木生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 議案書４７ページでございます。「議案第５０号 工事請負契約の締結

について 

  次のとおり、工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号の規

定により議会の議決を求める。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二 

  記、１、契約の目的、女満別小学校建設工事（外構）、２、契約の方法、指名競争
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入札、３、契約の金額、８，６２０万５，０００円、４、契約の相手方、大空町女満

別東陽３丁目３番８号 吉井建設株式会社 代表取締役社長 郷右近英宣」 

  工事の概要等につきまして御説明申し上げますので、参考資料９ページをお開き願

います。本案件に係る外構工事につきまして、契約の内容を記載しておりますので、

御参照いただきたいと思います。 

  請負契約に係る入札は、平成２５年６月４日に指名競争入札により実施し、６月７

日に仮契約を締結しております。また、工期は契約の日より平成２５年１２月２０日

までの予定としております。 

  本案件に係る工事内容につきましては、遊具ゾーン、駐車場、倉庫ゾーンに区分し、

御説明申し上げます。遊具ゾーンでは、ブランコ、ターザンロープ、雲梯、鉄棒など

の遊具、学習園、木柵などを整備いたします。駐車場では、通路広場の舗装、屋外灯

の整備などを行います。また、倉庫ゾーンにはグラウンド倉庫、スキー庫を整備いた

します。 

  工事請負費に当たっての指名競争入札の指名業者につきましては、吉井建設株式会

社、山洋建設株式会社北網支店、船橋西川建設株式会社東藻琴支店、株式会社ダイナ

建設の４社で入札を執行いたしました。入札の結果、吉井建設株式会社が落札したと

ころであります。 

  契約の金額８，６２０万５，０００円、うち消費税及び地方消費税の合計額は４１

０万５，０００円となっております。 

  なお、当工事契約につきましては、議決となった後、本契約を締結する予定となっ

ております。 

  以上で説明を終わらせていただきますので、御審議賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。 

  １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 極めて初歩的なことをお尋ねして、ちょっと気恥ずかしいのでありますけれ

ども、今回の図面を、配置図を見ましたら、私は所管の総務文教厚生常任委員会でな

いから、この場所でしか結果的には公式に聞けません。倉庫ゾーンの体育器具を対象

としているというような書き方になっていますが、この体育器具というのはどういう

種類のものを指すのですか。体育館との関係はないのか、あるいはグラウンドとの関

係が存在しているのか、その辺をちょっと説明を求めます。 

 

◇議  長 佐々木生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 体育器具の内容でございます。体育器具庫につきましては、屋外の体育

用備品、また放送室をあわせて持つ施設としております。また、もう一つとしてはス

キー庫の整備という内容でございます。 

  以上です。 
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◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第５０号 工事請負契約の締結についてを採決します。 

  お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第５０号 工事請負契約の締結については、原案のとおり可決さ

れました。 

 

    ◎日程第１０ 議案第５１号 

◇議  長 日程第１０、議案第５１号 物品の購入についてを議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

  伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 議案書４９ページでございます。「議案第５１号 物品の購入について 

  次のとおり、物品を購入したいので、地方自治法第９６条第１項第８号の規定によ

り議会の議決を求める。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二 

  記、１、購入する物品の種類及び数量、除雪トラック１台、１０トン級６掛ける６

ダンプ型、アングリングプラウ、路面整正装置付、２、購入の方法、指名競争入札、

３、購入の金額、３，５９１万円、４、購入の相手方、北見市栄町１丁目３番地５ 

東北海道いすゞ自動車株式会社北見支店 支店長 林利美」 

  今回購入いたします除雪トラックは、平成２４年度の繰り越し予算となっておりま

す社会資本整備総合交付金事業として購入するもので、平成７年度に建設機械整備費

補助事業で導入しております、東藻琴地区で現在使用しております除雪トラックを更

新するものでございます。現有の除雪トラックは、導入してから１８年が経過し、車

両の老朽化に伴い作業効率が低下しておりますので、車両を更新し、除雪作業の効率

を高め、冬期間の交通網の確保に努めるものでございます。 

  購入に係ります入札につきましては、平成２５年５月２８日に指名入札により実施

をしておりまして、６月３日に仮契約を行ったところでございます。納入の期限につ

きましては、平成２６年３月２０日としてございます。指名競争入札に係ります指名
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業者につきましては、東北海道日野自動車株式会社北見支店、ＵＤトラックス道東株

式会社網走営業所、東北海道いすゞ自動車株式会社北見支店の３社で入札を執行いた

しました。入札の結果、東北海道いすゞ自動車株式会社北見支店が落札したところで

あります。 

  契約の金額は３，５９１万円、うち消費税及び地方消費税の合計額は１７１万円と

なってございます。 

  今回購入する車両につきましては、１０トン級のダンプ型トラックで６輪全てが駆

動する方式となってございます。除雪装置として車両の前面部に取りつけ、除雪を行

いますアングリングプラウ、車両の中央部に取りつけ路面整正を行うグレーダー装置

が装着されてございます。 

  なお、購入に係ります本契約につきましては、本日の議会で議決をいただいた後、

本契約を締結するものでございます。 

  以上、御説明申し上げましたので、よろしく御審議賜りますようお願いをいたしま

す。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第５１号 物品の購入についてを採決します。 

  お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５１号 物品の購入については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１１ 議案第５２号 

◇議  長 日程第１１、議案第５２号 物品の購入についてを議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

  佐々木生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 議案書５１ページでございます。「議案第５２号 物品の購入について 

  次のとおり、物品を購入したいので、地方自治法第９６条第１項第８号の規定によ

り議会の議決を求める。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二 

  記、１、購入する物品の種類及び数量、スクールバス１台、２、購入の方法、指名

競争入札、３、購入の金額、１，７５７万７，０００円、４、購入の相手方、大空町
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女満別西３条２丁目１番１３号 株式会社たいせつ 代表取締役 中山登」 

  物品購入に係る入札につきましては、平成２５年５月２１日に指名競争入札により

実施し、５月２４日に仮契約を締結しております。また、納入期限は平成２５年１０

月３１日までの予定となっております。 

  購入物品であるスクールバスにつきましては、女満別地区のスクールバスで平成元

年に購入した車両を更新するものであります。座席につきましては、９列シート４３

人乗りであります。 

  物品購入に当たっての指名競争入札の指名業者につきましては、有限会社秋岡自動

車工業、河原自動車株式会社、株式会社オートカラー南部、株式会社マイカーセンタ

ー中央、株式会社たいせつ、有限会社杉本車輌工業、小田島車輌、有限会社東藻琴井

戸整備の８社で、このうち４社が辞退したことから４社で入札を執行いたしました。

入札の結果、株式会社たいせつが落札したところであります。 

  契約の金額１，７５７万７，０００円のうち、消費税及び地方消費税の合計は８３

万７，０００円となっております。 

  なお、物品売買契約につきましては、議決のあった後、本契約を締結する予定とな

っております。 

  以上で説明を終わらせていただきますので、御審議賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第５２号 物品の購入についてを採決します。 

  お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５２号 物品の購入については、原案のとおり可決されました。 

  ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午前１１時０４分 

再開 午前１１時１６分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎日程第１２ 議案第５３号 
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◇議  長 日程第１２、議案第５３号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の

変更についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  竹内総務課長。 

 

◇総務課長 議案書５３ページでございます。「議案第５３号 北海道町村議会議員公務

災害補償等組合規約の変更について 

   地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海道町村議会議員公務災害補償等組

合規約の一部を別紙のとおり変更することについて、議会の議決を求める。 

   平成２５年６月１９日提出 大空町町 山下英二」 

   ５５ページでございます。この規約の変更については、深川市、妹背牛町、秩父別

町、北竜町、沼田町の１市４町で圏内小中学校の児童生徒の学校給食を共同処理する

ための特別地方公共団体として北空知圏学校給食組合という一部事務組合を設立した

もので、北海道町村議会議員公務災害補償等組合に加入することとなり、組合規約の

変更が必要になったものであります。 

  参考資料で説明申し上げます。参考資料の１１ページをお開き願います。北海道町

村議会議員公務災害補償等組合は、北海道町村議会議員等に対する公務災害補償等に

関する事務を共同処理するために設立された一部事務組合であります。 

  新旧対照表の別表第１の「広域紋別病院企業団」の次に「北空知圏学校給食組合」

を追加し、変更するものであります。附則としまして、この規約は、地方自治法第２

８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日から施行するとなっております。 

  以上、説明申し上げましたが、よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第５３号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更につい

てを採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第５３号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１３ 議案第５４号 
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◇議  長 日程第１３、議案第５４号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について

を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  竹内総務課長。 

 

◇総務課長 議案書５７ページでございます。「議案第５４号 北海道市町村総合事務組

合規約の変更について 

  地方自治法第２８６条第１項の規定により、北海道市町村総合事務組合規約の一部

を別紙のとおり変更することについて、議会の議決を求める。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  ５９ページでございます。この規約の変更も前議案同様に「北空知圏学校給食組

合」を追加するものであります。 

  参考資料により説明申し上げます。参考資料の１３ページをお開き願います。北海

道市町村総合事務組合は、市町村、一部事務組合等の非常勤消防団員及び非常勤職員

などの公務上の災害に対する損害賠償に関する事務、また非常勤消防団の退職報奨金

等の支払い事務などを共同処理する一部事務組合であります。 

  新旧対照表、別表第１について、「空知中部広域連合」の次に「北空知圏学校給食

組合」を追加し、支庁名の空知総合振興局の構成団体数を「３４」から「３５」に変

更するものであります。 

  別表第２については、「空知中部広域連合」と「士別地方消防事務組合」の間に

「北空知圏学校給食組合」を追加し、変更しようとするものであります。附則、この

規約は、地方自治法第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日から施行する。 

  以上、説明申し上げましたが、よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第５４号 北海道市町村総合事務組合規約の変更についてを採決しま

す。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第５４号 北海道市町村総合事務組合規約の変更については、原

案のとおり可決されました。 
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    ◎日程第１４ 議案第５５号 

◇議  長 日程第１４、議案第５５号 大空町土地開発公社の解散についてを議題とし

ます。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

  山本総務課参事。 

 

◇総務課参事 議案書の６１ページ目でございます。「議案第５５号 大空町土地開発公

社の解散について 

  公有地の拡大の推進に関する法律第２２条第１項の規定により、次のとおり大空町

土地開発公社を解散することについて、議会の議決を求める。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  １、解散の時期でございます。北海道知事の認可のあった日、２、解散の理由、大

空町土地開発公社は、公共用地、公用地等の取得、管理、処分等を行うことにより、

地域の秩序ある整備と町民福祉の増進に寄与することを目的として、昭和４９年３月

８日に設立しました。以来、公共施設用地等の計画的な取得及び定住促進を図る観点

から宅地開発を進めるなど、町と連携を図りながら業務を進め、町の発展に大きな貢

献をしてまいりました。しかしながら、近年公社の本来目的である公共用地の取得実

績が平成１２年以来なく、また今後につきましても想定される公共用地の先行取得計

画もないことから、公社としての社会的役割及び初期の目的は達成したものと判断し、

また公社経営に要する経費の削減と事務の合理化を図る観点から、大空町土地開発公

社を解散するものでございます。 

  ６２ページでございます。３、財産目録、６３ページに記載をしておりますので、

ごらん願いたいと思います。財産目録でございます。資産の部、Ⅰ 流動資産、

（１）現金及び預金、普通預金につきましては３，１３３万２，５４０円、定期預金

につきましては１，０００万円、それから１，００１万８，００５円、それからもう

一つ１，００４万６，０５２円、合計で６，１３９万６，５９７円でございます。

（２）完成土地等につきましては、①にあります夕陽台第２団地、それから②栄町

（定住促進モデル）団地、それから③東陽公園団地でございます。合計で６筆ござい

ます。これらの流動資産の合計が９，３５２万７，７８２円でございます。Ⅱの固定

資産、（１）投資その他の資産、①投資有価証券３万円、②出資金、大空町出資金で

ございます。これは、３００万円でございます。固定資産の合計が３０３万円でござ

います。資産の合計が９，６５５万７，７８２円でございます。 

  戻りまして、６２ページ、４、残余財産の処分方法でございます。上記財産から清

算完了までの間の必要経費を差し引いたものを残余財産とし、大空町土地開発公社定

款第２５条第２項の定めるところにより、大空町に帰属させるものとします。 

  ５、清算人でございます。大空町土地開発公社理事長 川口明夫でございます。 

  今後のスケジュールでございますが、今回の議決をいただいた後、北海道知事に対

しまして解散の認可申請を行います。この認可申請が出た後、解散の登記を行いまし

て、平成２５年１２月を予定しておりますが、清算登記及び届け出を目標にしており

ます。 
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  以上、解散につきましての御説明を申し上げましたので、よろしく御審議願いたい

と思います。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第５５号 大空町土地開発公社の解散についてを採決します。 

  お諮りします。本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第５５号 大空町土地開発公社の解散については、原案のとおり

可決されました。 

 

    ◎日程第１５ 議案第５６号及び日程第１６ 議案第５７号 

◇議  長 日程第１５、議案第５６号 大空町特別職の給与に関する条例の一部を改正

する条例制定について及び日程第１６、議案第５７号 大空町教育委員会教育長の給

与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の一部を改正する条例制定についてを一括

議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  山下町長。 

 

◇町  長 議案第５６号及び第５７号の提案説明に先立ち、この機会をおかりいたしま

して、町民の皆様並びに議員各位、関係者の皆様におわびを申し上げたいと存じます。 

  このたびの私を初め副町長、教育長の給与を減額する条例の提案は、さきに説明申

し上げました税及び使用料等の不納欠損に係る不適切な事務処理に起因するものでご

ざいます。本来、不納欠損処理は十分な調査や納付誘導を行いながら毎年度処理する

ものであります。しかしながら、事務記録がないことなどから問題を先送りし、適切

な時期の事務処理を怠り今日に至ったものであります。人事異動が行われる中、十分

な事務引き継ぎがなされなかったことなども時期を失することにつながったものと思

います。さらに、徴収事務における対応においても十分な改善方策をとってこなかっ

た反省点もあります。このようなことから、過去にさかのぼり関係する職員の処分を

行うとともに、教育委員会を統括する教育長、大空町税等収納率向上対策推進委員会

のトップでもある副町長、さらに私の処分として今回の議案を提案するものでありま

す。 

  私ども行政機関に身を置く者は、みずから町民との信頼関係を構築するため、日々
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努力していかなくてはなりません。しかしながら、今回の事例はみずからが崩壊させ

ることにつながったものと思います。本件について、猛省することはもちろん、広報

おしらせ号においてお示しをしました改善策をしっかりと実行し、改めて信頼をいた

だくよう職員ともども努力をしてまいる所存でございます。今後ともお見捨てになる

ことなく、御指導賜りますようにお願いを申し上げます。大変申しわけございません

でした。 

  具体的な提案の内容につきましては、副町長から説明をいたさせますので、よろし

くお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 それでは、御指示によりまして、議案第５６号及び議案第５７号について提

案内容の説明をさせていただきます。 

  議案書６５ページでございます。「議案第５６号 大空町特別職の給与に関する条

例の一部を改正する条例制定について 

  このことについて、別紙のとおり提出する。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  続きまして、議案書６９ページでございます。「議案第５７号 大空町教育委員会

教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の一部を改正する条例制定につ

いて 

  このことについて、別紙のとおり提出する。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  町長初め事務の統括者であり、大空町税等収納率向上対策推進委員会の委員長でも

ある副町長、教育委員会事務の総括責任者である教育長は、このたびの一度に多額の

公債権の不納欠損処理をしなければならないなど、債権管理のあり方に対し、まこと

に不適切な事務処理により信用を失墜させたことは管理監督責任を負うものであり、

それぞれの給与の一部を減額しようとするものでございます。 

  不納欠損処理につきましては、本来であればその事案ごとに、その年度ごとに事務

処理を適正に行うべきところですが、町村合併以前からこれまでその事務を怠ってき

ました。特に税を初めとした公法債権については、徴収できない債権を滞納繰越金と

して毎年度調定事務を行うなど、適切な時期に事務処理をしていなかった案件があり、

このように未処理となってしまいました。このことから、本年度、平成２５年度にお

いて一度に町税、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、下水道受益

者分担金、負担金、下水道使用料、し尿処理手数料、個別排水処理施設使用料、幼稚

園使用料といった公債権２，１８７万６９０円の未収金を不納欠損処理いたしました。

この中には、時効となるまでの経緯がわからないものが２２３万７６９円含まれてお

ります。また、給水使用料、町営住宅使用料などの私法債権においても７８８万５，

１８１円の未収金が時効の期間を経過しております。徴収は可能であるものの、その

一部は債権者が時効の援用をする可能性もあります。この中には、時効となるまでの

経緯がわからないものが３３１万４，３８６円あります。このことは、過去からの滞
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納事務処理における差し押さえ、また訴訟等の事務まで十分な取り組みができていな

かった。また、滞納者の生活実態、状況などの把握が不十分、十分ではなく徴収に至

らなかった。また、滞納者との折衝記録の一部不備などにより、滞納管理が十分でな

かった。そのことが事務引き継ぎにも支障を来しているのではないか。４つ目として、

滞納額をふやさないために現年度分の徴収を優先としたばかりに、過年度分の事務処

理が適正に行えず時効を迎えてしまったことなどが要因であると分析しております。 

  今回の不適切な事務処理により、信用を失墜させた行為は過去からの未処理による

ものであります。関係する職員も多数に及ぶことを踏まえ、管理職については口頭に

よる厳重注意処分とし、管理監督する総括責任者として町長及び副町長の給料を７月、

８月の２カ月間、２０％減額、また教育長の給料を同じく２カ月間１０％減額するこ

とを提案しようとするものでございます。 

  それでは、６７ページをごらんいただきたいと思います。大空町特別職の給与に関

する条例の附則に第５項として「平成２５年７月及び８月に支給する町長及び副町長

に支給する給料は、第３条に規定する町長及び副町長それぞれの給料月額から、当該

給料月額に１００分の２０を乗じて得た額に相当する額を減ずる。」を加えるもので

ございます。附則といたしまして、平成２５年７月１日から施行しようとするもので

ございます。 

  次に、議案書７１ページをごらんいただきたいと思います。大空町教育委員会教育

長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例の附則第５項として「平成２５年７

月及び８月に支給する給料は、第３条に規定する給料月額から、当該給料月額に１０

０分の１０を乗じて得た額に相当する額を減ずる。」を加えるものでございます。 

  附則といたしまして、平成２５年７月１日から施行しようとするものでございます。 

  なお、参考資料１５ページと１７ページに新旧対照表を掲載しております。 

  以上、提案理由の御説明を申し上げましたので、どうぞよろしく御審議賜りますよ

うお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 この不納欠損処理について、今町長、副町長から説明がありましたけれども、

今回職員の事務に対する甘さ、それから適切な事務の処理と、僕は先ほど説明があっ

たように浮き彫りになったと思います。今回この提案をされたことについて、これら

のけじめということについては私は理解をしますけれども、せっかくの場ですから質

問をさせていただきたいと思います、意見は避けたいと思いますけれども。 

  今回の件で広報、それからマスコミ、町長、副町長、おわびの文が報道あるいは報

告をされていますけれども、先ほども説明にありましたけれども、私は今回のことで

町民の信頼、これは大分疑問符がついたのだろうと思っています。今も、「えっ、そ

れであれば税の徴収の一つのあり方として差し押さえという方法をとりながら、これ

かい。」と、そういうふうに疑念を持たれる方もいると思います。大事なのは、私は

この信頼を回復するには今後の対応策だと思っています。おわびはわかります。きょ
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うここまで対応策、内部でどのように検討されているのか、事細かく、できる範疇の

中で、この場ですから説明していただきたいと。これが信頼回復の方向につながるの

ではないかと思って質問をさせていただきます。 

  以上。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 ただいま今後の信頼回復ということでございますけれども、既に過去に実施

していないあらゆる手段ということで、全てではないですけれども、特に税等につい

ては既にもう始めているという言い方も変なのでしょうけれども、対応をしていると

ころもございます。不動産の差し押さえについては、案件によりますけれども、平成

２１年度には１件、平成２２年度には６件と、あと平成２３年度から、ことしはまだ

始まってなのですけれども、各１件ずつというような取り組み。それから、預金調査

については平成２１年度から既に実施をしております。特に平成２４年度については

６９件の預金調査をしております。また、給与の調査についても、若干おくれました

けれども、昨年、平成２４年度から取り組んでおりまして、９件ということで、当然

調査ですから、そのうち預金がない、調べ切れないという案件もありますけれども、

その中で平成２３年度においては預金８件、金額は今あれですけれども８件、それか

ら平成２４年度については預金と給与について１１件、それから平成２５年度、こと

しについては既に２件の差し押さえを実施したところでございます。また、そのほか

に動産として車でございますけれども、タイヤのロックをしたということが平成２３

年度、平成２４年度に各１件、また差し押さえ動産の共同公売、こちらが１件、また

インターネットで動産の公売も２件したというようなところでございます。また、国

民健康保険税においては、議会のほうにも御説明した機会があるかと思いますけれど

も、私の資料では平成２０年度からですけれども、毎年度短期の資格者証の交付を多

いときでは２８世帯、平成２４年度でも同じぐらい、２７世帯と、毎年度２０世帯前

後の短期者証の交付をしているところでございます。また、給水使用料につきまして

は、対象者１９人に対して通知予告ですね、給水停止をすることによりまして８人の

方に誓約書の提出だとか納入をいただいた方、１９名ですから、８名引きますと残り

の１１人に対して給水停止通知をしたところ、６名の方が何らかの形で誓約書を提出

したり相談に応じてくれているというような中で、最終的に給水停止を実施したのが

５名というふうになっております。この５名のうち、残念ながら１名については未納

であるというようなことで、具体的に取り組んでございます。また、町営住宅使用料

についても、前回御指摘のあったとおり保証人に対しての通知ということで、きちっ

と納入、住宅に入居する段階から保証人に対してもそういう保証人としての使命、役

割というのをきちっと通知をしながら取り組んでいくということで確認を、指示を出

したところでもございます。そのような中で、今町営住宅使用料料については６１人

の滞納されている方がおられますけれども、納入誓約書の提出者がそのうち２１名、

それから面談により納入する何らかの相談があるという方が５名ということで、今後

９月に住宅の場合は収入申告の時期が来ます。その中で面談をするということで１３
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名を予定。残りの２２名については、町外在住者等々ということがございますので、

その辺は会う機会を設けて、近間であれば交渉すると。また、遠くについては何らか

の方策をとっていくことで、その点についてはこれから検討していきたいなというふ

うに考えているところでございます。 

  いずれにいたしましても、そういうことがきちっと統一的に確認されているかとい

うことを私としてもきちんとチェックをして、そして職員からの公平な徴収ができる

ように努めてまいりたいというふうに思っております。いずれにしても、支払い能力

があるにもかかわらず支払わない、悪質と言ったら申しわけございませんが、そうい

う方は少ないかと思いますので、十分生活実態、またよく言われております個人情報

に十分配慮しながら逐次確認をして進めていきたいということでございますので、よ

ろしく御理解を賜ればと思っております。 

 

◇議  長 ４番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 実際の取り組み、現在の取り組む情勢、実態はわかりましたけれども、もう

一度１つだけ確認をさせてください。これからこの対応の方策として、故意的なもの

は少ないだろうという話でしたけれども、例えば低所得者がそういうふうに陥らない

ようにフォローだとか相談業務、それから内部の連携、そこら辺はどうなっているの

か、どう対応していくのか、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 申しおくれましたけれども、今言われましたように相談体制ということで、

なかなか日中ということで来られない方もいらっしゃいます。お勤めの関係があるか

と思いますので、閉庁後、既に相談体制ができるように窓口は開いてございます。も

う一度その辺も周知をしながらということと、あと内部の連携については、先ほど申

しましたように連携がとれるものととれないものがあります。そこのところは先ほど

言いましたように、個人情報にかかる分がございますので、本人の承諾を得ながら関

係担当課一丸となって、まずその人の生活実態からこまめに、これは時間がかかるこ

とであるかと思いますけれども、一つ一つ状況をつぶさに検証して、できるところは

いろんな制度に結びつける。それから、他人の家庭の状況の中にということにはなる

かと思いますけれども、やはりそういう経済状況のあり方というか資質のあり方につ

いても私どもがアドバイスできることはアドバイスをして、生活が成り立つような、

そういう未払い金がないような形でいけるようなフォローを、相談業務としてのフォ

ローも十分していきたいなというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

 

◇松田議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほかありませんか。 
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１番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 朝の会でも議長に申し上げたところなのですけれども、町長さんから言われ

ましたように、町の便りでおしらせ号、私は耳にしておりませんでしたので、突然の

掲載にびっくりしているところであります。この処分の小さい大きいというのは私は

わかりません。ただ、申し上げれることは、この記事が出てから多くの町民の方から

大きく罵倒されるような状況が続いております。行政だけでなく、議会がどうこれに

関与していたのか。私どもの議会から選出監査委員も出ております。どうであったの

か、答えられないのが実態であります。そんなことで、私はこのことが５月のいつご

ろでしたか、連絡を総務文教厚生常任委員会委員会でありましてから昔の書類をちょ

っと調べました。平成２１年度の決算で、そのときに１，８００万円ほどの不納欠損

を上げていると私は後から、これは平成２２年度の決算のときは私もおりましたけれ

ども、細かい決算審査特別委員会の報告等を私は得られないと思います。それは、新

人の同僚議員も同じだと思います。このときにどういう対応があったのか。これは、

大きな額です。これは、調べましたら固定資産が１，５００万円を超えておりまして、

大きな不納欠損を上げた年度であります。そのときに、このことの問題提起がなされ

なかったのか、それをお聞きしたいなと。 

  それと、もう一つ、このおしらせ号の中には、朝の会でもしゃべらせていただきま

したけれども、私法債権についても言及をしております。私は、できれば近々債権管

理条例などをつくり、どうしても無理だというふうな状況の中の対象者の不納欠損が、

債権放棄ですか、そういった形がなされるのだろうと。不納欠損を上げざるを得ない、

そういう状況にあるのだろうというふうに認識をしております。であれば、今回と別

にしてそれをやるのではなくて、同時にわかったときに、つらいけれども、額は大き

くなってつらいけれども、やっぱり一気にやるべきでないのかと。それでなければ、

またその報告を町民にしなければならない。また同じような意見を聞かされる。議会

の対応は何をやっているのだ。おしらせ号の文章は大変難しいです、町民の方が読ん

でも。そういうことをやっぱり議会を通じてしっかりと検証して、本当はやっていた

だきたかったなと。議長さんはそれを知っていたらしいですけれども、私は個人的に

は知らなかった……そこら辺を聞きたいと思いますので…… 

 

◇議  長 品田議員、ちょっと勘違いをしないでください。きょうはマスコミも来てい

ますから。この案件については合同常任委員会をやっています。その中で、あなたは

早退しているのです。その後から出てきている問題ですから、議員さんは皆さん知っ

ていますから。 

 

◇品田議員 そこで出たということ。 

 

◇議  長 そう、出ていますから。それを、今マスコミさんが来ておりますので、そこ

ら辺十二分に言葉に注意しながらしゃべっていただきたいと思います。 

  今のことについて、川口副町長。 
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◇副 町 長 ただいまの品田議員からの御質問でございますけれども、私法債権もこのた

び一度ではないのかということでございます。私どももその辺については、今債権管

理条例という話が出ましたけれども、まずそのような条例は今後ありませんし、今の

中では議会の議決を経なければ、こちらを不納欠損、放棄することができませんので、

そこの事務に今回一度に取りかかればよかったのではないかという御意見だと思いま

すけれども、まずとにかくこの実態がやはり明らかになって、私どもも古い調書を探

しながら、またその中で本当にわからない案件なのか。どこかにそういう書類がない

のかということも、つぶさに今の職員に調べさせたところでございます。その中で、

こういう実態が明らかになったというような中では、やはり確定した段階でいち早く

お知らせをすべきではないのかと。そして、できるところから進めていくというのが、

やはり筋ではないかなというようなことも考えた結果、こういう処理をさせていただ

きました。いずれ、私法上の債権についても具体的に調査をして、一定の基準のもと

の中で最終的にはまずは議会のほうにその方向性が出ましたら提案をするようなこと

になろうかと思います。そういう事情の中で、まずわかって整理ができた段階でいち

早く町民の皆様、議員の皆様にお知らせをしたという状況でございます。また、処理

できるものはさせていただいたということでございますので、御理解を賜ればという

ふうに思っております。 

  また、滞納額の平成２１年度の不納欠損額１，８７０万円ほどでございますけれど

も、こちらについてはちょっと総額でしか私は持ってございません。それは、実際に

は６件でございますので、これは私の記憶の中には、ちょっと平成２１年度ではあり

ませんけれども、大きな倒産があったり、そういうもので６件ということではないか

なというふうに思ってございます。 

  全てお答えにならないかと思いますけれども、御理解を賜りますようよろしくお願

いします。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 同僚議員も朝の会で同じようなことを述べていたと思いますけれども、何度

かの決算審査特別委員会を通じて何人の同僚議員からも滞納額の指摘が毎年当然のよ

うにあったわけです。そのときの答弁、もう耳に焼きついて、恒例化していたと思い

ます。私どもも町民から「何をチェックしているのだ。」と言われるのですけれども、

対応に困るというのは、そのときの質問が、滞納額は多いけれども、この中に時効が

ないのか、こういう質問は正直成り立たないのです。滞納額には時効が含まれるのは

当たり前ですから、当然そんなことは当局はわかっているわけで、そういう質問はで

きないのです。ただし、毎年少しずつふえてきている滞納額について、やはり警戒と

いうか、警告をしていたというのが私は議会だったと思います。ただし、それがこう

いう結果になれば、全部崩壊してしまっているのです、町民から言わせれば。防げな

かったと。これが議会にとって大変嘆かわしい現実になったということなのです。機

能が果たせなかったということ。これは、我々に責任、やはりないとは私は言えない。
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それが町民の皆さんに答えにくいと、こういうことだと思うのです。ぜひ、その辺の

ことを本当に真剣に改めていただきたいと。一議員だけではなくて、一生懸命機能を

果たそうとしているわずかな１２人ですけれども、真剣にやっぱり質問をしている。

そういうことを理解してもらいたい。やはり御用議会ではないのです、我々は。町民

から負託を受けて、厳しいことも言わなければならない、そういう機能を持った組織

なのです。それをなれ合いというふうな見られ方は本当に苦しい、そういう気持ちで

おります。ぜひ一生懸命取り組んでやってもらいたい。私法債権についても本当に難

題だと思いますけれども、クリアすべきものをきっちりクリアして、きれいな状態で

スタートするような経過を見守りたいと思っています。よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  終わります。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 ただいま議員という立場から御指摘をいただいて、そのことについては冒頭

町長からも大変御迷惑をかけたということでおわびをさせていただいたところでござ

いますけれども、今回のことはやはり私自身は強く、自分の責任という中では感じて

おります。今後二度と、起きてしまったらもうそれこそ本当の信頼回復はできないな

というふうに思っておりますので、肝に銘じて今後このようなことのないように、私

もしっかり職員とともに頑張ってまいりたいと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

 

◇議  長 議案第５６号及び議案第５７号の質疑中ですが、昼食のためここで休憩いた

します。 

  午後１時から行います。 

 

休憩 午後 ０時００分 

再開 午後 １時００分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程第１５、議案第５６号及び日程第１６、議案第５７号の議事を続けます。 

  １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 副町長のほうから丁寧な形で滞納にかかわる徴収事務の対策等については、

説明をいただきました。それを了とするとか否とかいう問題ではなくて、私は次の観

点からもう一度確認をさせていただきたいと思います。 

問題の本質は、時効管理の問題だと思います。我々は、先ほども同僚議員が指摘

しておりましたけれども、決算その他で滞納の額は知らされているけれども、中身に

ついては当然時効管理がされているものというふうに解釈をしています。先ほど町長

のほうから話があったように、本来ならば過年度分を入れるべきものを、現年度分を
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入金させていたというような対応等についての話もありましたから、改めて時効管理

をどのようにするのか、今後の問題点として、対策として。フォーマットとしてどん

なことをお考えになっているのか。私が考えるには、上司が係とかそのレベルではな

くて、一義的には担当課長が最終的にそのチェックをしなければいけないというふう

に私は認識をいたしておりますけれども、そういうことなどについて再発がないよう

な形での仕組みについて、もう一度詳しくお考えをお聞かせ願いたいと思っています。 

  それから、同じように関連しますが、その時効管理のことなのですが、先ほど議決

いたしました総合行政情報システムの中で時効管理ができるような仕組みが組まれて

いて当然だと思うのです。そういうことなども勘案して恐らくお決めになったのだろ

うと、このように私は解釈いたしておりますので、その辺の問題意識というか、取り

組みについてもお聞かせ願いたいです。 

  ３点目は、大変昔話をして申しわけないのですけれども、以前も国民健康保険税の

ことで不納欠損処理を、議長は覚えていると思いますけれども、平成５年か平成７年

かその辺でやった記憶があるのです。いろんな議論があった記憶があります。そのと

きは、専ら不納欠損処理をすることが収納率の向上に伴って国からの措置があるから、

それで説得されたというような経過があったものですから。今回は国民健康保険税に

関しては、そういうことの措置は不納欠損処理に伴うものについて収納率が向上すれ

ば何らかの措置はないのかあるのか、これも基本的なことでございますので、お聞か

せを願いたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 １点目の時効管理のあり方と申しましょうか、それにつきましては今までそ

れぞれ担当任せになっていた部分があるかと思います。その中できちっと上司まで目

が通せるような仕組みをつくって、既にその取り組みも始めているところですけれど

も、そういう形。また、先ほど記録の不備ということもありますけれども、必ずそう

いう仕組みをつくった中では記録というものが大切になるかと思います。その記録と、

それからまず本人に会って相談をして、その中で時効をまずとめる。そして、その中

で過程状況を踏まえながら、この方については、例えば公法の債権であれば執行停止

という方法があります。これは、財産も何もない。ですから、この方に対してどうい

う対処方法が一番いいのだろうか。分納できるのだろうか、それともあるいは資力が

ないので、一度失効停止をかけて３年間様子を見ると。その中で同じような状況であ

れば、当然不納欠損処理に基づいていくというような適正な事務管理を既に指示を出

しておりますけれども、こういうものを半月に１回だとか月に１回だとか必ずチェッ

クをするような仕組みということを行っていきたい。そういう中において、先ほども

質問がありましたように、こちらの債権管理についても新たな行政システムの中にき

ちっとそういうシステムを入れて、その中で共通の同じ対応ができるような管理をし

ていく。そうしますと、いつ、何件のどういうものが時効になるかというものが一覧

表で出るような仕組みというふうに聞いておりますので、そのような中で担当がかわ

ってもそういうものがわかるような仕組みを導入していきたいというか、導入すると
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いうふうになっておりますので、御理解いただきたいと思います。 

  また、国民健康保険税の扱いについては、今そういう不納欠損処理をしたから徴収

率が上がるということで特別の措置はないということになっております。また、あわ

せまして、その共通認識を持つためにお互いに担当者同士でチェックができるような、

長い時間ということではないのですけれども、そういう打ち合わせをするものを、で

きれば私は半月に１回なり１カ月に１回必ずその中で管理職として、また１カ月に１

度集まって情報交換をするとか、そういうことを常に行っていきたいなと、そのよう

なことで対策を考えているところでございます。御理解を賜りますようよろしくお願

いいたします。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 答弁をいただきました。 

  わかるところはわかるのですけれども、担当者任せであったという話をされてしま

うと、今後は担当者任せにしない方法を考えましょうということが対策になるのです

が、私は常々思っているのですけれども、どうしてこんなことが起きるのか不思議で

たまらないのです。住民の皆さんから聞かれたら答えようがないのです。我々もチェ

ックがかなり難しいのです。一般的な失効事務の中で勤務実態があるものを確認でき

るわけではないですから、仕事の中身まで。ですから、申し上げているのですが、何

が言いたいかというと、例えば今回提案された議案書すら、ケアレスミスですけれど

も、上程前でありましたけれども、訂正が行われると。私が言いたいのは、仕事の中

身を、特に徴収事務を担当されている人は苦労していると思うのです。外へ出ていっ

たり、あるいは時間外も使わないと、相手の方をつかまえられないとか、いろんな問

題を抱えながらやっているのだけれども、その仕事の中身を上司にどんなふうに報告

するのか、フォーマットがあったのだろうか。いわば日報みたいなものですね。きょ

うは何をしたか、こういう成果を得たと。仮にお金が入ってきた場合についても、何

とか相談業務を含めてこういう形になりましたというのは上に上がるのです。それす

ら行われていなかったというふうに解釈してよろしいのでしょうか。議案書のことは

余分な話でしたけれども、議案書も公文書です。そういうものが後ほど配付されてか

らケアレスミスだということで私も解釈しているから同意をしましたけれども、どこ

で、一体誰がそういうものを確認するのかと、そういう問題だと思うのです。いつま

でたっても同じようなことが続くような気がいたしますので、この辺についてもう一

度、過去の経緯は担当者任せであったという言い方のくくり方だけでは、ちょっとい

かがなものかなと思っています。そういうことについて、もう一度お聞かせください。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 過去については、先ほど申しましたように記録簿がないと。担当者任せとい

うふうに私がとられるような発言をしたのかもしれないのですけれども、決してそう

ではなかったと思うのですけれども。そういう書類が見当たらなかったということの
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中でそういうような答弁になってしまったのかと思いますけれども、今現在は滞納記

録簿というのをつけておりますし、そういうものについては必ず上司の決裁を仰ぐと

いうことになっております。いずれにしても、そういうような形できちっと逐次確認

をしていくと、きちっと行われているかどうかを確認できるように、まずはそういう

記録簿を整理していく。これが第一で、そこのところもそれは既に始めております。

ただ、今回の処分にかかわる分については、なかなか全てそれがそろっていないとい

うのが現状でございます。そういうような中で、あくまでも担当者任せにするのでは

なく、先ほど言ったのは会議というのは担当者任せにしないために管理職として、私

も含めてなのですけれども、きちっとチェックをしていく。特に税の部分については、

１週間か２週間程度の徴収の記録は私のところまで今、回していただいております。

そういうことも含めて、件数の多い課から少ない課もあるかと思いますけれども、常

時上司の目につくような形で記録を残していく、記録をつくっていくということを徹

底させているところでございます。そのようなことで御理解を賜りますようよろしく

お願いいたします。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 基本的には了解をせざるを得ませんし、しますが、滞納記録簿を今後はきち

っと管理をするというお話でございました。もう一つは、総合行政情報システムの中

にそれを利用して時効管理ができるような仕組みをつくると、こういうことでござい

ますので、今後はきちっとやっていただきたいと、このように思う次第でございます。

なおかつ、我々議会は、先ほども同僚議員が申し上げたとおり、いろいろ住民の皆さ

んからどこを見ているのだという言い方をされるのです。ですから、これは考え方を

もう一度最後に１つだけお尋ねしておきます。決算審査特別委員会等には、今言及さ

れた滞納記録簿に関するデータですね、時効管理上のデータを資料として、お名前は

要らないです。こういう状況にあるという、資料として提出することの考えはありま

すか。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 確認をさせていただきますけれども、それは全滞納者分ということでよろし

いでしょうか。 

（「時効管理上」の声あり） 

◇副 町 長 わかりました。個人情報に配慮しつつ、提出は可能かと考えておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほかありませんか。 

９番、勝田鉄城議員。 
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◇勝田議員 不納欠損処理について、なぜ今時期になったのかということを聞きたいわけ

なのですが、その理由と申しますのは、東藻琴村と女満別町が合併したのが平成１８

年３月だったと思いますが、この時点で東藻琴村は滞納を不納欠損処理しようという

ことで、合併前に不納欠損処理をしたということは聞いております。そして、合併に

なって、新しい町になりましてから東藻琴の議員の方はこの不納欠損処理をなぜやら

ないのだと。女満別町は、余り不納欠損は、先ほども申し上げたように毎年やってい

たわけではありませんでした。これだけあるのになぜやらないのかという話を東藻琴

出身の議員がしておりました。そんなこともあって、合併してから７年間、職員の方

は旧女満別町と旧東藻琴村の方がお互いにその任に当たっておられたかと思うのです

が、経験上、東藻琴の方は不納欠損処理のことは、ルールは知っていたかと思います。

旧女満別町の職員の方も知っていたと思うのですが、片や不納欠損処理をしたのに片

やは余りしていなかったというようなことがあって、なぜこの合併以来７年間もなり

ますか、７年の間かかってしまったのかなというのが僕にはちょっと不思議なところ

があります。町長からは、おわびの中で経過について話はされておりましたけれども、

もう少しルールに従ってその年、その年やっておればこのような、町長以下三役の減

給処分というようなことまでは至らなかったのではないのかなというふうに私は思い

ますので、ここに至った理由をお聞かせ願いたいと思います。 

 

◇議  長 川口副町長。 

 

◇副 町 長 不納欠損処理の問題について、確かに合併前、東藻琴村においては不納欠損

処理をして新町に引き継いだということでございます。合併以降、その時効管理のあ

り方について、やはりそこの認識不足というものがあって、多分担当レベルの中では

そのような問題を抱えているということであったのでしょうけれども、特に先ほど言

いましたように、きちっと町として対応していない中での不納欠損処理はなかなか難

しいということであったのかなというふうに思っております。ですから、先ほど申し

ましたように、平成２１年度以降でしょうか、とれる方策はきちっとやるという体制

をとってきております。そういうことができた中でやらなければ、これからそういう

ことをするということではなかなか理解は得られないというような中で、きちんとそ

ういう体制をとってやれる。そのときに、平成２１年度のときにそういう実態がある

ということがわかりまして調査をしたところ、今回のような多額の額になったという

ことでございます。ですから、先ほども言いましたように、これからやるのではなく

て、今そのきちっとした対応をもう既に始めているというようなことで御理解をいた

だきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

◇勝田議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  山下町長。 

 

◇町  長 さまざまな御指摘をいただきまして、ありがとうございます。 

  私ども職員と今言われたようなことのやりとりもさせていただいておりましたけれ

ども、町民を代表する皆様方から改めていろいろな形での叱責、また御指導も賜りま

した。改めて深く、また重く受けとめたい、そのように思います。私自身も役場の職

員を長年やってまいりましたけれども、こういうような徴収業務というところに直接

かかわった仕事というのはございませんでした。それが私の欠点でもあり、また反省

すべきところでもあるなと、そのように受けとめております。今回いろいろな形でこ

ういう不適切な処理になりましたけれども、そこに至るまでの職員の心情だとか、そ

ういうようなものを十分察しながら、またそれを改善するような方策をどのように講

じていくかというところに至らなかったというところが私自身の反省点でもあるので

はないかと、そのようにも受けとめております。なかなか現在の徴収事務というもの

は、ひところから見ると大変いろいろな制約も受けながら、高度な仕事、難しい仕事

となってきている部分もあります。でありますので、特に意を払いながら組織として

しっかりと仕組みをつくり、また職員の心情にも至っていろいろな対応をしていかな

ければならないものだというふうに今回のこの案件において痛切に感じたところであ

ります。そういった仕組み、また職員のその気持ちを高めながらその業務に当たらせ

る、そういうことにこれからも配慮、十分努力をしながら取り組んでまいりたいと思

ってございます。今回の皆さん方の一つ一つの御意見を深く受けとめながら、そして

しっかりと申し上げました改善策を実行するように努力してまいりたいと思います。

今後ともどうぞ御指導賜りますようにお願いを申し上げ、お礼にかえさせていただき

ます。 

 

◇議  長 これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第５６号 大空町特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第５６号 大空町特別職の給与に関する条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 

  これから議案第５７号 大空町教育委員会教育長の給与、勤務時間その他勤務条件

に関する条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第５７号 大空町教育委員会教育長の給与、勤務時間その他勤務

条件に関する条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されまし

た。 

 

    ◎日程第１７ 議案第５８号 

◇議  長 日程第１７、議案第５８号 大空町職員の給与の臨時特例に関する条例制定

についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  竹内総務課長。 

 

◇総務課長 ７３ページをお開き願います。「議案第５８号 大空町職員の給与の臨時特

例に関する条例制定について 

  このことについて、別紙のとおり提出する。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  ７５ページでございます。大空町職員の給与の臨時特例に関する条例。この条例に

ついては、新設条例となっております。 

  大空町職員の給与の臨時特例による今回の給与の削減につきましては、国から我が

国の厳しい財政状況や東日本大震災に対処するため、さらに消費税増税の国民の理解

のためにとの理由で、国家公務員に準じて地方公務員の人件費を削減するよう要請さ

れたものであります。 

  大空町一般会計予算の約半分を占める地方交付税は、平成２５年度の交付に当たっ

て職員給与で減額されるのは確実であり、国に準じて削減しないと町税等の住民負担

で賄うこととなり、住民感情を考慮すると削減せざるを得ないと判断したものであり

ます。 

  今回の条例の作成に当たっては、大空町特別職の給与に関する条例、大空町教育委

員会教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例、大空町職員の給与に関す

る条例、大空町職員の育児休業等に関する条例、大空町職員の勤務時間、休暇等に関

する条例、公益法人等への大空町職員の派遣等に関する条例と６つの条例の改正が伴

うもので、それぞれの附則で行う方法もありますが、これらをまとめる形の新規条例

を制定して取り組むことといたしました。 

  条例の主な内容について説明いたします。第１条は、趣旨について規定しておりま

す。我が国の厳しい財政状況や東日本大震災に対処するため、職員の人件費を削減す

るとしております。 

  第２条では、１項で大空町特別職の給与に関する条例の特例として町長、副町長の

給料を平成２５年７月１日から平成２６年３月３１日まで１００分の１０を削減し、

２項で期末手当を１００分の１０削減する内容を規定しております。 

  第３条は、大空町教育委員会教育長の給与、勤務時間その他勤務条件に関する条例

の特例としまして、教育長の給与を同じく１００分の１０、期末手当を１００分の１
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０削減する内容を規定しております。 

  第４条は、一般職給与条例の特例として職員給与の削減内容を規定しております。

第１項は、２級以下の職員は１００分の２．５、３級以上の職員は１００分の５．５

を減額する内容を規定しております。 

  続きまして、７６ページの第２項は、各手当について規定しております。第１号の

管理職手当は１００分の１０、第２号の期末手当は１００分の７．２、第３号の勤勉

手当は１００分の７．２をそれぞれ削減する内容となっております。第４号について、

条文中に「一般職給与条例第２２条」と記載しておりますが、休職者の給与について

規定している条項です。アについて、条例第２２条第１項というのは職員が負傷した

り疾病にかかったり心身の故障等の場合の支給額について規定していますが、期間に

応じた給与の額についてそれぞれの項目に応じた減額率を乗じて支給する内容であり

ます。イについては、条例第２２条第２項、３項というのは結核性疾患や心身の故障

などにより１年ないし２年という長期の期間休職する場合に給与や手当を１００分の

８０にして支給する規定ですが、それぞれの項目に応じた減額率を乗じて支給する内

容を規定しております。ウについては、条例第２２条第４項は刑事事件を理由として

休職になる場合に支給する規定ですが、それぞれの項目に応じた減額率を乗じて支給

する内容を規定しております。エについては、条例第２２条第５項は退職基準前に退

職または死亡した場合に支給する期末手当について規定されておりますが、それぞれ

の項目に応じた減額率を乗じて支給する内容となっております。 

  第３項について、条文中条例第１３条というのは給与の減額について規定しており、

職員が休職等で勤務しない場合の１時間当たりの給与について減額率を乗じて支給す

る内容を規定しております。 

  第４項は、条文中「一般職給与条例附則第９項の適用を受ける職員」とありますが、

俸給表６級で５５歳以上の特定職員のことでございます。この特定職員は、人事院勧

告により平成２２年１２月１日から１．５％を当分の間引き下げることになっており

ます。ここで規定している附則の第９項は、その職員の引き下げについて規定してお

りますが、さらに今回の減額率を乗じて減額支給する内容となっております。 

  ７７ページの第５条は、育児休業に関する条例の特例について規定しておりますが、

その条例の第２５条というのは育児休業を取り扱っている場合の部分休業の１時間当

たりの単価の削減方法について規定しており、今回の減額率を乗じて削減する内容と

なっております。 

  第６条は、大空町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の特例で、その条例の第１

７条は介護休暇のその勤務しない１時間当たりの給与の削減方法について規定してお

り、今回の減額率を乗じて削減することとしております。 

  第７条は、公益的法人等への大空町職員の派遣等に関する条例の特例で、その条例

の第４条はその職員派遣の期間中、給料、扶養手当、住居手当、期末手当及び寒冷地

手当のそれぞれ１００分の１００以内を支給することができると規定されております。

寒冷地手当の部分を寒冷地手当の額、括弧書きに置きかえることにより、これらの給

料や手当の額を減額率で減ずる規定にしております。 

  第８条は、端数計算の規定であります。 
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  附則としまして、施行期日、この条例は、平成２５年７月１日から施行する。 

  この条例の失効、この条例は、平成２６年３月３１日限り、その効力を失うとして

おります。 

  以上、説明申し上げましたが、よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第５８号 大空町職員の給与の臨時特例に関する条例制定についてを

採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第５８号 大空町職員の給与の臨時特例に関する条例制定につい

ては、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１８ 発議第８号 

◇議  長 日程第１８、発議第８号 大空町議会議員の議員報酬の臨時特例に関する条

例制定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  ６番、植田泰弘議員。 

 

◇植田議員 平成２５年第２回大空町議会定例会議案をお開きください。「発議第８号 

大空町議会議員の議員報酬の臨時特例に関する条例制定について 

  このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとおり提出

する。 

  平成２５年６月１９日提出 提案者 大空町議会議員 植田泰弘、田中勝吉、小島

一弘、勝田鉄城、深川曻、松岡克美、齋藤宏司、松田信行、近藤哲雄、中堀君子、品

田好博」以上の大空町議会議員であります。 

  ただいま上程いたしました発議第８号 大空町議会議員の議員報酬の臨時特例に関

する条例制定についての提案説明を行いたいと思います。 

  国は、国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法律制定により、平成２４年

４月１日から２年間給与削減を行っており、国家公務員の給与削減に伴う措置として

平成２５年１月「公務員の給与改定に関する取り扱いについて」を閣議決定し、地方

公共団体においても平成２５年７月１日から平成２６年３月３１日まで国に準じて給
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与削減するよう要請してきました。 

  地方自治体の意見を組み入れる余地もなく、地方交付税の減額もあわせて行うこと

としており、地域経済対策、復興事業の促進対策への財源充当を行うため、公務員が

率先して範を示すものとして心情にも訴える内容も含まれています。 

  地方自治体においては、合併や行政改革により努力を積み重ね、既に身を切る改革

を実施してきました。本町議会においても、議員定数の削減や議員報酬の据え置き措

置など実施をしてきたところであります。 

  大空町議会としては、北海道町村議会議長会と歩調を合わせ、国家公務員の給与減

額措置に準じて地方公務員の給与削減を求めるために地方交付税を削減するとしたこ

とに、地方自治体の独自先行努力を理解しない不合理な措置であると強い憤りを伝え

るため内閣総理大臣等に意見書を提出しました。そういう経過にあります。 

  大空町においては、厳しい財政状況のもと、今年度の給与削減要請に伴う地方交付

税中の給与費削減分も見込んだ予算を編成するなど独自の努力をしてきました。しか

しながら、大空町は予算財源の半分が地方交付税であること、さらに今回ラスパイレ

ス指数を下げるための給与削減を行わない場合は、平成２６年度の地方交付税減額に

影響する可能性が大きいとの判断から、地域経済への影響を鑑み、給与減額要請を受

け職員給与の削減を決断したところです。理事者、職員ともに苦渋の選択であったと

思われますが、職員が一丸となり、地域経済の振興対策を町民とともに推進しようと

するものと理解したところです。オホーツク総合振興局内の各町村に先駆けての実施

となりましたが、地方自治体としての主体性に基づいた判断と理解しています。 

  大空町議会では、今回の大空町職員給与削減の決断を受け、緊急課題への対応に係

る財政措置である地域の元気づくり事業の推進を確保するため、行政機関、議事、議

決機関が一体となり、みずからの人件費削減努力を共有するとの観点から、議員協議

会の協議を経て町職員と同様に議員報酬の削減を提案することといたしました。 

  削減をするための条例案は、次のとおりです。以下、条例案の朗読をいたしたいと

思います。 

  「大空町議会議員の議員報酬の臨時特例に関する条例 

  趣旨、第１条、この条例は、東日本大震災を契機として防災・減災事業に積極的に

取り組むとともに、長引く景気低迷を受けて地域経済の活性化を図る大空町の地域課

題対応策の一層の推進に鑑み、大空町議会議員の報酬を削減するため、大空町議会議

員の議員報酬及び費用弁償条例（平成１８年条例第４２号。以下「報酬条例」とい

う。）の特例を定めるものとする。 

  大空町議会議員の議員報酬に関する条例の特例、第２条、平成２５年７月１日から

平成２６年３月３１日までの間（以下「特例期間」という。）における議員報酬の支

給に当たっては、報酬条例第１条に規定する報酬月額から、当該報酬月額に１００分

の２．５を乗じて得た額に相当する額を減ずる。 

  ２項、特例期間における期末手当の支給に当たっては、報酬条例第４条で規定する

当該議員が受けるべき期末手当から、期末手当の額に１００分の７．２を乗じた額に

相当する額を減ずる。 

  端数計算、第３条、この条例の規定により報酬等の支給に当たって減ずることとさ
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れる額を算定する場合において、当該額に１円未満の端数が生じたときは、これを切

り捨てるものとする。 

   附則、施行期日、１、この条例は、平成２５年７月１日から施行する。 

  この条例の失効、２、この条例は、平成２６年３月３１日限り、その効力を失

う。」 

  以上、同僚議員の各位の英断をお願いし、提案理由の説明といたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから発議第８号 大空町議会議員の議員報酬の臨時特例に関する条例制定につ

いてを採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、発議第８号 大空町議会議員の議員報酬の臨時特例に関する条例制定

については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第１９ 議案第５９号 

◇議  長 日程第１９、議案第５９号 大空町税条例の一部を改正する条例制定につい

てを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  藤田住民課長。 

 

◇住民課長 議案書の７９ページ目をお開き願います。「議案第５９号 大空町税条例の

一部を改正する条例制定について 

  このことについて、別紙のとおり提出する。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  改正の内容の説明につきましては、参考資料にて行いますので、参考資料の１９ペ

ージをお開き願います。議案第５９号関係、大空町税条例の一部を改正する条例の概

要等でございます。 

  今回の税条例の一部改正につきましては、「現下の経済情勢等を踏まえ、成長と富

の創出の好循環を実現する等の観点から、金融、証券税制の改正並びに東日本大震災

で被害を受けた土地、家屋に係る固定資産税の課税免除措置等の延長などの復興支援

税制の改正を行う」ため、地方税法の一部を改正する法律が公布、施行され、あわせ
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て施行令、施行規則の一部改正がされたことにより、大空町税条例の一部を改正する

ものでございます。主なものといたしましては、平成２６年４月１日から予定の消費

税率の引き上げに伴う個人住宅取得費の負担軽減と税率引き上げに伴う駆け込み需要

の反動抑制を目的とした住宅ローン減税特例措置が延長、拡充されるほか、東日本大

震災からの復興等を推進するため従来の特例措置の延長、拡充などの措置が講じられ

ております。 

  初めに、（１）個人住民税（町、道民税）に関する事項でございます。項目といた

しまして、寄附金税額控除における特例控除額の特例で、関係条例につきましては条

例第３４条の７第２項、条例附則第７条の４であります。改正の概要等につきまして

は、①の平成２６年度から平成５０年度までの２５年間に生じる所得に対し、復興特

別所得税２．１％が課税されることに伴い、各年度における寄附金特例控除額の算定

に適用する所得税の税率に復興特別所得税率２．１％を加算する措置が講じられます。

施行期日につきましては、平成２６年１月１日からであります。 

  次に、項目が住宅ローン控除の特例措置の延長・拡充で、関係条例につきましては

条例附則第７条の３の２であります。改正の概要等につきましては、②の住宅ローン

控除の適用者、現行は平成１１年１月から平成１８年１２月まで及び平成２１年１月

から平成２５年１２月までの入居者につきましては、所得税から控除し切れなかった

額を次表の控除限度額の範囲内で個人町民税から控除するとともに、住宅ローン控除

の適用期限を延長して、平成２６年１月から平成２９年１２月までの間の入居者を対

象とする措置が講じられております。 

  表のほうの説明をいたします。左側から町民税、道民税の控除限度額の内訳を記載

するように示してございます。その右には、現行の平成２５年１２月３１日まで、そ

の次が新設となります平成２６年１月１日から３月３１日まで、その右側が平成２６

年４月１日から平成２９年１２月３１日までの居住年ごとの限度額を記載してござい

ます。居住年の現行では、町民税が所得税の課税総所得金額等の３．０％、限度額５

万８，５００円、同じく道民税が２．０％、限度額が３万９，０００円、合計で５．

０％、限度額９万７，５００円となってございます。次に、右端になりますが、消費

税が増税となります平成２６年４月１日以降の居住年でございます。町民税が所得税

の課税総所得金額等の４．２％、限度額で８万１，９００円、同じく道民税が２．８

％、限度額が５万４，６００円、合計で７．０％、限度額が１３万６，５００円へ拡

充されることとなります。真ん中の平成２６年１月１日から３月３１日までにつきま

しては、現行の特例措置が継続されるというものでございます。施行期日につきまし

ては、平成２７年１月１日からというものでございます。 

  ２０ページをお開き願います。項目が東日本大震災の被害を受けた家屋の再取得ま

たは増改築に伴う住宅ローン控除の特例措置の延長・拡充で、関係条例につきまして

は条例附則第２３条第１項及び第２項であります。改正の概要等につきましては、③

の東日本大震災により滅失または損壊等の被害を受けた自己の居住用家屋について、

住宅の再取得または増改築等をして平成２６年１月から平成２９年１２月までの間に

入居された場合、住宅ローン控除の適用者として先ほどの②と同様の措置が講じられ

ることとなります。施行期日につきましては、平成２７年１月１日からであります。 
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  次に、項目が東日本大震災の被害を受けた滅失家屋の相続人による当該敷地の譲渡

に係る長期譲渡所得の課税の特例措置の延長で、関係条例につきましては条例附則第

２２条の２第２項であります。改正の概要等につきましては、④の東日本大震災によ

り滅失の被害を受けた居住用家屋の相続人（当該家屋の居住者に限る）が当該家屋の

敷地を譲渡した場合には、被相続人の取得日から相続人が所有していたものとみなし、

長期譲渡所得の課税の特例を適用する措置が講じられることとなります。施行期日に

つきましては、平成２６年１月１日からであります。 

  次に、（２）固定資産税に関する事項であります。項目が東日本大震災の津波被害

を受けた土地及び家屋に係る固定資産税の特例措置の延長で、関係条例につきまして

は条例附則第２２条の２第１項であります。改正の概要等につきましては、①の東日

本大震災により甚大な津波被害を受けた市町村のうち、市町村長が指定する区域内に

存する土地及び家屋（被災居住用財産）に係る固定資産税の課税免除の特例措置につ

いて、平成２５年度課税対象分まで１年間延長する措置が講じられました。施行期日

につきましては、公布の日からであります。 

  次に、項目が独立行政法人森林総合研究所に係る固定資産税の特例措置の廃止で、

関係条例につきましては条例第５４条第５項、条例附則第１３１条第４項であります。

改正の概要等につきましては、②の独立行政法人森林総合研究所が行う一定の事業等

に伴い、指定された仮換地等の土地に関する固定資産税及び特別土地保有税の納税義

務者の特例措置が廃止となるものでございます。施行期日につきましては、公布の日

からであります。 

  次に、項目が備蓄倉庫に係る固定資産税の特例措置の新設で、関係条例につきまし

ては条例附則第１０条の２第３項の追加であります。改正の概要等につきましては、

③の都市再生特別措置法第４５条の１６の規定により、平成２５年度、平成２６年度

の２カ年間に市町村との間で管理協定を締結した備蓄倉庫に係る固定資産税について、

締結後５カ年度は課税評価額の３分の２とする措置が講じられるものであります。施

行期日につきましては、公布の日からであります。 

  次に、（３）その他に関する事項であります。項目が延滞金等の利率の見直しで、

関係条例は条例附則第３条の２、第４条であります。改正の概要等につきましては、

延滞金の現行の年率１４．６％（法定納期限後１カ月以内は、早期納付を促す観点か

ら年率７．３％（平成２５年１２月３１日までは特例年率４．３％））について、国

税と同様に「基準割引率及び基準貸付利率」から「国内銀行への貸し出し約定平均金

利」とし、延滞金及び還付加算金を次表のとおり見直されるものでございます。施行

期日につきましては、平成２６年１月１日からであります。 

  なお、改正後の町税条例において施行前に適用される規定につきましては、なお従

前の例による旨の経過措置を講じております。 

  以下、２１ページから３１ページにつきましては、新旧対照表を記載してございま

すので、御参照いただきたいと思います。 

  以上、大空町税条例の一部を改正する条例の概要等により御説明申し上げましたの

で、御審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第５９号 大空町税条例の一部を改正する条例制定についてを採決し

ます。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第５９号 大空町税条例の一部を改正する条例制定については、

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２０ 議案第６０号 

◇議  長 日程第２０、議案第６０号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例制定についてを議題とします。 

  本案ついて、提案理由の説明を求めます。 

  大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書８７ページでございます。「議案第６０号 大空町国民健康保険税条

例の一部を改正する条例制定について 

  このことについて、別紙のとおり提出する。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  今回の改正につきましては、平成２５年度国民健康保険税を課税するための賦課資

料がそろったことから試算を行った結果、国民健康保険加入者の課税対象額が伸びま

したが、限度額超過分が伸び、税額の増加につながっていない現状にあります。医療

分については、一般会計からの基準外繰り入れにより必要額を確保しましたが、後期

高齢者支援金で不足が生じ、介護納付金分で税の見込みが必要額を上回る結果となり

ました。８９ページ、９０ページにつきましては、改正条文でございます。 

  参考資料３３ページをお開きください。大空町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例の概要でございます。今回の試算に当たっては、低所得者への負担軽減を考慮

し、応能、応益の割合を応能６、応益４に設定し、さらに国からの普通調整交付金の

交付が見込めないことから、交付が見込めない額の半分以内を一般会計から繰り入れ

することとして試算を行った結果、医療分は据え置き、後期高齢者支援金分は引き上

げ、介護納付金分は引き下げを行うものでございます。 

  具体的改正の内容は、後期支援分でございます。現行、所得割１．４５％、資産割

４．０％、均等割６，９００円、平等割７，６００円、限度額１４万円を、改正後、
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所得割２．０５％、資産割４．０％、均等割７，９００円、平等割８，６００円、限

度額１４万円に改正し、差し引き、所得割プラス０．６％、資産割は改正ございませ

ん、均等割、平等割はそれぞれ１，０００円ずつの引き上げ、限度額は特に改正はご

ざいません。 

  続きまして、介護分ですが、現行、所得割１．０５％を１．０１％に、０．０４％

引き下げ、均等割９，８００円、平等割６，４００円、限度額１２万円を据え置くも

のでございます。 

  ３４ページから３７ページにつきましては、改正条文でございます。第６条の改正

は後期高齢者の支援金に係る分の所得割率、第７条の２は均等割の額、第７条の３は

世帯別平等割の額を先ほど概要で説明申し上げましたように改正するものでございま

す。なお、第７条の３第２号の改正につきましては、特定世帯に係る税率については

「３，８００円」から「４，３００円」に改正し、先ほど承認第２号で説明申し上げ

ました特定継続世帯に係る税率については「５，７００円」から「６，４５０円」に

改正、第８条の改正は介護納付金に係る分の所得割率を先ほど概要で説明申し上げま

したように改正するものでございます。 

  条例第２３条の改正は、軽減額を定めたものでございまして、前段で説明申し上げ

ました税率を改正することにより、均等割額と平等割額の軽減額が変わるため改正す

るものでございます。 

３５ページ、第１項第１号の改正は７割軽減に該当する方の軽減額を、第２号の

改正は５割軽減に該当する方の軽減額を改正するものでございます。次のページ、第

３号の改正は２割軽減に該当する方の軽減額を改正するものでございます。 

  附則として、施行期日は、公布の日から施行し、平成２５年４月１日から適用する

ものでございます。 

  経過措置として、改正後の大空町国民健康保険税条例の規定は、平成２５年度以降

の年度分の国民健康保険税について適用し、平成２４年度分までの国民健康保険税に

ついては、なお従前の例によることとしているところでございます。 

  以上、提案理由の説明を申し上げましたので、御審議くださいますようよろしくお

願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 総務文教厚生常任委員会及び議員協議会を通じて述べさせていただきました

けれども、なかなか大変な問題であろうなというふうな考え方でおりますけれども、

再度お尋ねをしたいのですが、直近の私どもの大空町の１人当たりの医療費、それと

直近のこれまた保険料をお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 ほかとの比較の関係もございますので、直近ということでございましたけれ
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ども、手元が平成２２年度の全国的な比較、それから全道的な比較ができることにな

っておりますので、こちらの資料において説明をさせていただきたいと思います。 

  平成２２年度の１人当たりの調定額につきましては、大空町につきましては１１万

４，６６０円となってございます。こちらにつきましては、全道では１５番目に高い

位置に位置しております。全国で見ますと２５番目と。全国につきましては１，７２

３保険者がございますが、それの２５番目に高いというような状況になってございま

す。 

  それから、医療費の状況でございますが、療養諸費ということで、これも同じく平

成２２年度の１人当たりの療養諸費ということでございますが、こちらのほうにつき

ましては２４万４，７１６円ということで、こちらにつきましては全道で１５７保険

者ございますが、そのうちの１５６番目ということで、下から２番目に低い医療費と

いうような状況になってございます。 

  なお、平成２３年度につきましては、御承知のとおり医療費につきましては若干上

がっておりますので、この数字につきましても若干平成２３年度については上がって

いるというような状況になっておりますが、平成２４年度につきましてはまた下がっ

ているということで、まだ全道的な数字が出てきておりませんけれども、平成２２年

度に近いような数字で平成２４年度は推移したというような経過にございます。 

  以上でございます。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 ありがとうございました。 

  療養諸費が全道で最高と、低い。別海町が一番低くて、その次が大空町で１人当た

りの医療費が全道で２番目と。それに比して、１人当たりの保険料が全道で１５番目。

これが大空町の大きな国民健康保険の会計の中での悩ましい問題になっているわけで

すよね。その辺の理由について、どのような考え方でおるのか。解決策は、またある

のか。講じる手だてがあるのかどうか聞きたいと思います。 

 

◇議  長 大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 御指摘のように、１人当たりの調定額が高く、療養諸費については全道で低

いと先ほど説明した内容でございますけれども、調定額が高いという部分につきまし

ては、やはり大空町の場合は農業者等が加入されておりまして、所得が非常に多くな

っているということが現実ではなかろうかと思っております。 

  それから、医療費が低いにもかかわらず調定額が高くなっているということにつき

ましては、所得が高いという部分、それから国のほうから調整交付金ということで国

のほうの予算としては９％の予算措置がされておりますが、特別調整交付金、それか

ら普通調整交付金ということで国のほうから９％の予算措置がされておりますが、こ

れが平成２２年度から今日まで交付がされていないということがございまして、この

部分につきましても保険税に上乗せをしなければ国民健康保険事業特別会計が成り立
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たないということで、保険税に上乗せをしてきたことがそれらの要因かと考えており

ます。この普通調整交付金につきましては、その言葉のとおり全道的な保険税の均衡

を図るということで国のほうで調整をして交付されるということになっておりまして、

大空町につきましては医療費が低い、それから所得が高いという中におきまして交付

がされていない。新聞報道等でもありますように、北海道は特に普通調整交付金が交

付されていない団体が多くなってございます。そういう中で高くなっているという状

況でございます。 

  続きまして、これの対策ということでございますが、この部分につきましては昨年

度、この９％分をそのまま保険税に上乗せをするのかということで、昨年度につきま

してはその部分を基金のほうで、基金の保有がございましたので、基金の繰り入れと

いうことで保険税のアップを抑えて処理をしてきておりましたけれども、その部分も

一般会計から補填をしていただいて、ようやく７，０００万円の基金の保有というよ

うな状況になっているということがございまして、昨年国民健康保険運営審議会を３

回ほど開催をさせていただきまして、その方策をどうしていくべきなのかということ

で検討をさせていただいております。基本的には、国民健康保険事業特別会計につき

ましては独立採算が基本となってございますけれども、今の状況の中で９％分をその

まま保険税に上乗せをするということになりますと税負担が非常に多くなるというこ

とがございまして、一般会計のほうから普通調整交付金で入ってこなかった９％のう

ちの２分の１以内、４．５％以内を一般会計から補填をするというようなルールづけ

をしていただいて、今回もそのルールのもとに約９４０万円を繰り入れするというこ

とで、今回の税率にさせていただいたということでございますので、御理解をいただ

きたいと思います。 

  以上でございます。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 医療費が低いということは、本当はうれしいことなのです。それと、農業者

が豊かであるということは最高にいいことなのでありますけれども、なぜか国民健康

保険事業特別会計にとってはあだとなっていると。これが本当につらいところだと私

は思うのですけれども。それで基金を確保したということでありますので、本来なら

ば基金の活用をして、このぐらいの額であれば、９００万円そこらであれば基金の運

用があってもしかるべきでなかったかな、こんな主張を続けているところであります。

また、昨年度も上がりましたし、また来年度においては国は消費税を導入するという

ことは予定済みでおりますので、本当に庶民の生活がどのようになるのか、そんな観

点からそういう質問をさせていただきましたけれども、またことし、平成２５年度の

結果が大変、また同じような状況下になったときに、今と同じような方法で料率を上

げるということを、来年のことですけれども、考えておられるのか。一歩進んで基金

の活用をしてしのぐという考え方をしているのか。国のほうは広域化をやっています

けれども、北海道のほうも都道府県も赤字体質をそのまま引き継ぐわけにはいかない

という懸念を表明しておりますし、どういう形がいいのか本当に大変だな。毎年毎年
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ということは大変なことになる。課長さんは「常々上がりますよ。」と、「また来年

も上がりますよ。」と。これは、高齢社会に大突入しておりますので、そういう予測

があるのは当然だと思いますけれども、そのためにどんどんどんどん上げて、一体税

というのは取れるものだろうかとか、先ほどの不納欠損の話ではないですけれども、

かけることは簡単だけれども、取れるのだろうか。やっぱり限度といいますか、あり

ます。日本には国民負担率という言葉であらわされていますし、我々でも所得負担率

という形の分類もあります。そういう観点から、自治体は今しのぐにはどうしたらい

いかという最善策を持っていかなければ、野天井でかけれるものではないと私は思う

のです。そうしたら、また取ることばかり考えて、本当に大変な悪感情も出てくる。

そういう本当に苦しい場面ですけれども、今ひとつ国はいい方法を考えてくれるのだ

ろうと私は思っていますけれども、それまでの間自治体が試験的に自分のまちの住民

を救う。本来は、国民健康保険は弱者の保険組合でございますけれども、農業者が豊

かになりまして、逆にあだになってきた。大成功なのですけれども、どういうふうに

していいのか、本当に私はわかりませんけれども、町長さん、もしか考え方が、町長

さんの持論があれば、またお聞かせ願いたいなと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 品田議員からは、この前段のいろいろな説明の中で基金を活用して税率の据

え置き、アップを少なくするというような御提案をいただいております。昨年度まで

の基金のあり方でいいますと、そういうようなやり方をできたのではないかと思いま

す。といいますのは、今までは一般会計から基金に単純に繰り入れをするというやり

方をしてまいりませんでした。毎年度の医療費とお納めいただく税のその差額の余り

分を基金に積み立てていく。当然その基金に積み立てた額というものは、国民健康保

険加入者の皆様方の税の余剰分がそこに積み上がっていた。ですので、新しい年度に

なったときに上がるときに、そこのところを取り崩して、そして税の上げ幅を抑える

ということになってまいりました。しかし、平成２５年度に、今あります基金の積み

立て額というものは、そのほとんどが一般会計から、つまり国民健康保険の加入者い

かんを問わず、町民皆様からひとしくいただいた税の一般財源を国民健康保険税を抑

えるための一つの目的として国民健康保険事業特別会計に繰り出し、基金に積み立て

たものでございます。ですので、その基金の使い方というものは、年度途中に突発的

に大きな医療費がかかったときに、その基金の取り崩しをして、そしてその会計の収

支をしのぐというための目的に昨年度といいましょうか、今年度から正式に言います

と切りかえをさせていただいたというところであります。 

   従来、国民健康保険の税率を決定するときには、１年間でどれぐらい医療費がかか

るか、そこの推計から始めます。その中で、担当課といたしましては突発的なことが

あったら基金の現在高で賄うことができるのだろうか、大丈夫だろうか、そういう中

で、感覚としては自分たちがどちらかというと安全側で絶対賄い切れるのだと思うと

ころの医療費を想定して、それに合った税をお納めいただく、その基準をつくってま

いりました。しかし、今年度につきましては、一般会計から繰り出して基金に積み上
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げた財源がございます。それは、突発的な医療費が出たときに、そこで賄うのだとい

うことの約束の基金でありますので、本年度につきましては、医療費そのものについ

てはかなりシビアに精査をいたしたつもりでおります。でありますので、例年から見

ますと、かかる医療費については、かなり安全側ということではなくて、今までの過

去数年間の事例などを十分に分析をした中でかなり抑えた医療費になっております。

そこをベースに税の負担がどれぐらいいただけるのかということで設定をしたわけで

あります。 

  そういうふうに考えますと、直接的に基金から税率を下げるために繰り入れをする

ということはしておりませんけれども、基金にしっかりと一般会計から不測の事態に

おいては支援をするのだというような体制をとっているということは、回り回って考

えれば医療費を、もしくは税率を下げることにつながっているというふうに私は思っ

ております。さらに、国から入ってきて当然であるというふうに思っておりますけれ

ども、私どもの会計がほかのところから見れば所得が高くて裕福だというようなこと

で国からの交付金が入ってまいりません。そこのところも、単に全てを国民健康保険

以外の加入者の方々の税金をもとにした一般会計からの繰入金で賄うということでは

なくて、半分まではそこのところを持ちましょうということで手当てをしているとこ

ろであります。そういった形で税率が高くなることを抑えている部分もございます。

私どもとすれば、限度額というものがありますけれども、所得が高いと言われるとい

うことであれば、そういった方々、国民健康保険加入の所得の高い方々にもさらに御

負担をいただくように、その限度額の見直しというものも求めておりますし、さらに

国全体のこの仕組みが行き詰まっているのではないか、もっと大きな単位で国民健康

保険事業特別会計というものを運営していく、そういうことの呼びかけでありますと

か、そういう制度の改正要望もあわせて国、さらには各政党などにも要望していると

ころであります。正直言って、国民健康保険のこの税率、非常に毎年度悩ましくて、

八方ふさがりと言ったらいいのでしょうか、どこに御負担を求めていっても十分な理

解がなかなか得づらくなってきているというふうに思っております。そんな中で、今

回のこの税率の改定につきましても苦渋の中でこういうことを皆様にお願いをしてい

きたいという内容でございます。 

  一方で、先ほど言いましたように制度改正の要望などもさせていただいております

ので、ぜひこの件につきましてはこれからもしっかりと説明してまいりますので、御

理解を賜りますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 町長のお話は十分わかっております。特定健診の時期もそろそろ近づいてお

ります。そんな中で、６０％を超えていませんけれども、一生懸命自分の健康を考え

て啓蒙なさっておりますし、町民各位もそのように考えていると思います。その結果

が大空町はそんなに今まで１番、２番いいなんていうことは余り、どの指標を見ても

正直言ってないわけですけれども、医療費が北海道で本当に２番目に安いなんていう

ことは大変誇りに思っていい数字だと思いますけれども、これもまた町民の皆さん、
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いやいや、知っていなかったのかなと。その割に医療費はどうしてこうなのと、そこ

ら辺のことがやはり難しいところなのだろうなと。努力をしているのに報われないの

ではないか、そんなことが町民というものは敏感に、理屈はわからないけれども、思

っているのだろうなという気がするのです。そんなことで、不納欠損の話のときもさ

せていただきましたけれども、分類の仕方としてもう少し違う角度でそういう滞納の

分析をしたときにそういう面が出てくるのではないかなと。どのゾーンがと、一番こ

たえるのか、そういうことにつながってくる面もないのかと。そういう分析のあり方

もとるべきでないのかなという気がしてなりません。結論のない話ですけれども、こ

れで終わりにしたいと思います。ありがとうございました。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今回の税率改定につきましては、結果として所得区分で見たときに最高限度

額が改定されておりませんので、所得でいう中間層の方々に多く御負担をいただくと

いうような、今までよりも多く御負担をいただくというような内容になってしまって

おります。ただ、私どもといたしましては、国民健康保険事業特別会計の潜在的な構

造の中で低所得者の方々がたくさんいらっしゃるということなども考えまして、先ほ

ど担当課長は応能割、応益割、その中である程度御負担をいただける層のところにと

いうことで所得割などの改定幅を大きくせざるを得なかったということでお話を申し

上げました。こういうような配慮がなければ、さらに低い所得の方々のところに、今

までよりもさらに大きな御負担をいただくということになってしまうというような判

断から、今回は先ほど言った中間層の方々に主体的に国民健康保険を支えていただく

お願いをする、そういう形になりました。今後全体的なバランス、今後の中では見直

しながら、もう一度よくしっかりと分析をしながら見直し作業に当たることとしてい

きたいと思ってございます。今回は、そういうところを考慮した上での判断だという

ことで御理解を賜りたい、そのように思います。よろしくお願いいたします。 

 

◇品田議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほかありますか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第６０号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定につ

いてを採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６０号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

については、原案のとおり可決されました。 

  ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午後 ２時２１分 

再開 午後 ２時３１分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

    ◎日程第２１ 議案第６１号 

◇議  長 日程第２１、議案第６１号 大空町語学指導等を行う外国青年の給料等に関

する条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  佐々木生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 議案書９１ページでございます。「議案第６１号 大空町語学指導等を

行う外国青年の給料等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

  このことについて、別紙のとおり提出する。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  議案書９３ページでございます。「大空町語学指導等を行う外国青年の給料等に関

する条例の一部を改正する条例 

  大空町語学指導等を行う外国青年の給料等に関する条例の一部を次のように改正す

る。 

  第３条中「月額３２万円を基準とし規則で定める。」を「月額３３万円以内とし、

規則で定める。」に改める。 

  附則、この条例は、公布の日から施行する。」 

  参考資料３９ページをごらん願います。現在、本町で雇用しております外国語指導

助手は、ＪＥＴプログラムを通じて派遣されております。このＪＥＴプログラムは、

総務省、外務省、文部科学省等の協力のもと、地域の国際化の推進を目的として地方

自治体が外国青年招致を行う事業でございます。この事業は、全国的な事業であるこ

とから、参加者の募集活動が一括して行われており、報酬額や勤務時間等の基本的労

働条件について任用規則案が示されており、外国青年を招致する自治体においては、

その規則案に基づいて給料条例や任用規則を規定することとなります。 

  このたびＪＥＴプログラム参加者の報酬額改定が行われたことに伴い、本町の関係

する条例を改正するものであります。具体的には、ＪＥＴプログラム参加者の報酬額

改定につきましては、地方財政負担の軽減と任用年数ごとに報酬額が上がることによ

る参加者の再任用への意欲向上を図ったものであります。 

  本条例第３条中「月額３２万円を基準とし規則で定める。」を「月額３３万円以内
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とし、規則で定める。」に改め、本条例の一部改正にあわせて大空町語学指導等を行

う外国青年就業規則の一部も改正し、現在の月額３２万円から１年目を月額２８万円、

２年目を３０万円、３年目を月額３２万５，０００円、４年目、５年目を月額３３万

円とするものであります。また、この改正につきましては、今後新たに雇用するＪＥ

Ｔ参加者から適用するものであり、現在雇用しております外国語指導助手につきまし

ては現在の月額３２万円を引き続き適用することとなります。 

  以上、大空町語学指導等を行う外国青年の給料等に関する条例の一部を改正する条

例制定について提案理由の説明を申し上げましたので、御審議賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第６１号 大空町語学指導等を行う外国青年の給料等に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６１号 大空町語学指導等を行う外国青年の給料等に関する条

例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２２ 議案第６２号 

◇議  長 日程第２２、議案第６２号 平成２５年度大空町一般会計補正予算（第２

号）を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  竹内総務課長。 

 

◇総務課長 ９５ページをお開き願います。「議案第６２号 平成２５年度大空町一般会

計補正予算（第２号） 

  平成２５年度大空町一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６，１０２

万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７２億４，９１９万７，０

００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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  地方債の補正、第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  ９７ページ、第１表 歳入歳出予算補正、歳入であります。１４款 国庫支出金に

１，８２８万７，０００円を追加、１５款 道支出金に１，４０８万３，０００円を

追加、１６款 財産収入に３７万３，０００円を追加、１７款 寄附金に２５万５，

０００円を追加、１８款 繰入金に８９４万２，０００円を追加、２０款 諸収入に

１９８万８，０００円を追加、２１款 町債に１，７１０万円を追加、歳入合計は、

６，１０２万８，０００円を追加し、７２億４，９１９万７，０００円とするもので

あります。 

  ９８ページ、歳出、１款 議会費から８９万９，０００円を減額、２款 総務費に

１，０７１万円を追加、３款 民生費に９２７万２，０００円を追加、４款 衛生費

から２２８万３，０００円を減額、５款 労働費に９９６万８，０００円を追加、６

款 農林水産業費に１，１２０万円を追加、７款 商工費に１，９５６万２，０００

円を追加、８款 土木費に４，２７５万５，０００円を追加、９款 消防費から４９

９万４，０００円を減額、１０款 教育費に２８０万３，０００円を追加、１２款 

職員給与費から３，７０６万６，０００円を減額、９９ページの歳出合計は、６，１

０２万８，０００円を追加し、歳入合計と同額とするものであります。 

  続きまして、１００ページ、第２表 地方債補正、１ 変更であります。町営住宅

整備事業債は、限度額を１，９５０万円に１，７１０万円を追加し、３，６６０万円

とするものであります。国の交付金の追加配分があり、中央さくら団地の建設事業を

追加することに伴う変更であります。起債の方法、利率、償還の方法は変更ありませ

ん。 

  次に、１０１ページ以降の歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。

歳出から説明いたしますので、１０６ページ、１０７ページをお開き願います。１款 

１項 １目 議会費で議員報酬及び期末手当等で８９万９，０００円を減額しており

ます。国家公務員の給与の削減に伴う報酬等の減額であります。 

  ２款 １項 ８目 庁舎管理費であります。庁舎管理費に消耗品５２４万５，００

０円、庁舎照明器具改修工事１１０万円を追加しています。また、総合支所庁舎管理

費に消耗品２５７万円、庁舎照明器具改修工事５３万２，０００円を追加しておりま

すが、庁舎の環境改善のため照明をＬＥＤ化しようとするものであります。１０目 

住民活動費の１３節 委託料に朝日公民館樹木伐採委託料として１０６万１，０００

円を追加しております。３月２日から３日にかけて発生しました暴風雪により朝日公

民館敷地の樹木が倒れており、景観も悪化しております。今回敷地の樹木を伐採し、

整備しようとするものであります。１２目 交通安全対策費で交通安全防犯推進委員

会補助金に２０万２，０００円を追加しております。交通安全対策にと１団体から寄

附ありましたので、委員会に助成して交通安全啓蒙看板を整備しようとするものであ

ります。 

  ３款 １項 １目の国民健康保険事業特別会計繰出金に９５２万４，０００円を追

加しております。国民健康保険税率見直しに伴う一般会計負担分について追加してお

ります。２目の介護サービス事業勘定特別会計繰出金から２５万２，０００円を減額
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しております。国家公務員給与の削減に伴う特別会計の職員給与等の削減による減額

です。 

  ４款 １項 ２目の予防費は、財源振りかえによるもので補正額はございません。

３目の簡易水道事業特別会計繰出金から４６６万３，０００円を減額しております。

職員の人事異動による会計間異動に伴う減額と国家公務員給与の削減に伴う減額によ

るものです。２項 ２目 し尿処理費ですが、１０８ページ、１０９ページをお開き

願います。合併処理浄化槽設置整備事業補助金に２３８万円を追加しております。合

併処理浄化槽の設置戸数が当初予定より３基ふえたためであります。 

  ５款 １項 １目 労働対策事業に起業支援型雇用創造事業委託料９９６万８，０

００円を追加しております。１０年以内に起業し、新たな雇用の受け皿となっていた

だき事業を展開する会社等に対し補助制度が創設されていますが、今回２団体が対象

となり追加しております。 

  ６款 １項 ５目 農地一般事務費で分筆測量委託料１２０万円を追加しておりま

す。網走川住吉地区旧河川用地の払い下げのため分筆する経費です。位置図について

は、参考資料の最後のページに掲載しておりますので、参考にしてください。７目 

団体営諸土地改良費、小規模土地改良事業の農地保全整備工事として１，０００万円

を追加しております。４月７日、東藻琴西倉地区と網走市稲富地区の境界部分で長雨

や湧水によりのり面が崩壊し、土砂が農地に流入し、藻琴川への土砂の流出のおそれ

が出ております。このことに伴い、北海道の助成と網走市の負担を受けることで崩壊

したのり面からの土砂流出を防止するとともに、農地に流入した土砂の除去や上流部

の表面水の処理を行うものであります。位置図については、参考資料の４１ページに

添付しておりますので、参考にしてください。 

  ７款 １項 １目の商工業振興一般事務費でオホーツクフェスティバルｉｎおおぞ

ら事業補助金２０万円を追加しております。オホーツク管内商工会青年部の持ち回り

事業ですが、本年大空町が当番となり、イベントにあわせて物産販売等の事業を行う

こととなり、町として支援するものであります。次に、商工会ホームページ作成補助

金２０万円を追加しております。商工会としてホームページを開設することとなり、

支援するものであります。商工会補助金から１４３万１，０００円を減額しています。

商工会職員の異動に伴う人件費の減額分であります。住宅リフォーム促進事業補助金

に２，０４８万８，０００円を追加しております。当初予算６０件で１，８００万円

を予定していましたが、１４３件もの申請があり、今回追加するものであります。２

目 観光費で風土＆ＦＯＯＤフェスティバル参加負担金に１０万５，０００円を追加

しております。当初１５万８，０００円を計上しておりましたが、東藻琴高校が参加

することなど事業の見直しにより１０万５，０００円の負担増となったためでありま

す。 

  ８款 ２項 ３目 除雪センター管理事業に旅費６万２，０００円、特殊無線技師

養成受講手数料５万１，０００円、高速道路通行料８，０００円、自動車駐車料２，

０００円をそれぞれ追加しておりますが、４月の職員の人事異動により東藻琴総合支

所の無線技師が不足している状態となっており、資格を取るため経費を追加しており

ます。 
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１１１ページの除雪対策事業で修繕料に２８９万３，０００円を追加しておりま

す。東藻琴除雪センターの大型ロータリー車がこの冬の除雪でエンジンが故障してお

り、修繕しようとするものであります。４目 道路新設改良費の開陽中央線道路整備

事業で用地買収費に１００万円を追加しております。開陽中央線道路に隣接している

国有地の買収については、平成２６年度に予定しておりましたが、地権者との協議の

結果、農地整備事業のために本年度に用地確定をする必要が生じたため追加しており

ます。４項 １目の下水道事業特別会計繰出金から５５万９，０００円を減額してお

ります。国家公務員給の削減に伴う減額と一部人事異動によるものであります。６項 

２目の中央さくら団地建設事業に設計住宅性能評価申請手数料７万４，０００円と建

設工事３，９２２万４，０００円を追加しております。国の交付金の追加配分があり、

１棟２戸の建設に係る経費を追加しております。 

  ９款 １項 ２目の網走地区消防組合大空消防署費負担金から４９９万４，０００

円を減額しております。国家公務員の給与の削減などに伴う減額が７８１万９，００

０円、大空消防署と東藻琴出張所の消防庁舎のＬＥＤ化と仮眠室へのエアコン設置に

２８２万５，０００円を追加し、差し引き４９９万４，０００円の減額となっており

ます。 

  ４款 １項 ２目 事務局費ですが、オホーツク管内言語障害児研究協議会負担金

９，０００円、全道言語障害児教育研究協議会負担金８，０００円、学校教育研究会

補助金４万４，０００円、そして飛ぶのですけれども、２項 ２目の女満別小学校教

材費の中の消耗品費３７万円をそれぞれ追加しておりますが、本年の女満別小学校に

おきまして通級指導教室が開設され、教員が配置されることとなり、そのために必要

な消耗品や研究会への補助金、負担金の追加をしております。４目の教員住宅維持管

理費で修繕料１００万円を追加しております。女満別中学校の校長先生の住宅が老朽

化しておりまして、水道管が腐食し、また給湯ボイラーが故障したため追加しており

ます。２項 ２目の女満別小学校教材費の教材備品に８７万６，０００円、３項 ２

目の東藻琴中学校教材費の備品購入費に６０万９，０００円を追加しております。理

科教育を推進するという国の制度にのり、理科教材を整備するものであります。 

  １１２ページ、１１３ページをお開き願います。５項 １目 幼稚園費で東藻琴幼

稚園管理費の旅費に１２万２，０００円を追加しております。新規採用の幼稚園教諭

１名の研修旅費を追加しております。７項 １目の総合型地域スポーツクラブ支援事

業補助金から２３万５，０００円を減額しております。これは、ｔｏｔｏのスポーツ

振興くじ助成金の配分が申請件数の増により減ったことに伴い減額するものでありま

す。 

  １２款 １項 １目 職員給与費については、全体で３，７０６万６，０００円を

減額しております。特別職給は、町長と副町長の給料につきまして、国家公務員給与

削減分は１２１万２，０００円と不納欠損処理に伴う減額分が５３万９，０００円で、

合わせて１７５万１，０００円を減額しております。教育長職給につきましては、国

家公務員給与削減分が４９万９，０００円と不納欠損処理に伴う減額分が１１万１，

０００円で、合わせて６１万円を減額しております。一般職給、職員手当、共済費、

そして退職手当組合などにつきましては、国家公務員給与の減額や職員の退職、新規
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採用、会計間異動によりそれぞれ今回整理して増減させております。 

  続きまして、歳入の説明を申し上げます。１０４ページ、１０５ページをお開き願

います。１４款 ２項 ２目 ２節の合併処理浄化槽設置整備事業補助金に３８万１，

０００円を追加しています。合併処理浄化槽設置の増に伴うものであります。４目 

１節 小学校費補助金の理科教育設備整備費補助金４３万７，０００円及び２節 中

学校費補助金の理科教育設備整備費補助金３０万４，０００円は、女満別小学校、東

藻琴中学校の理科教材の整備に対する補助金であります。４項 １目 １節 社会資

本整備総合交付金で地域住宅交付金に１，７１６万５，０００円を追加しております。

中央さくら団地建設のため追加配分された交付金であります。 

  １５款 ２項 ３目 １節の妊婦健康診査臨時特例交付金に１１万５，０００円を

追加しております。妊婦健診の本年３月分について精算により増額となったため追加

しております。４目 １節 緊急雇用創出事業補助金に９９６万８，０００円を追加

しております。１０年以内に起業し、新たな雇用の受け皿となっていただき、事業を

展開する会社等に対して補助制度が創設されておりますが、今回２団体が対象となっ

たため追加しているものであります。５目 １節 小規模土地改良事業補助金に４０

０万円を追加しております。歳出で説明しました東藻琴西倉地区と網走市稲富地区の

境界部分で発生したのり面崩壊に関する北海道の補助金であります。 

  １６款 １項 ２目 １節の出資配当金３７万３，０００円は、網走地区森林組合

に出資している出資金に対し５％の配当があり、追加しております。 

  １７款 １項 １目 １節の一般寄附金に２５万５，０００円を追加しております。

１団体２個人から御寄附をいただきました。 

  １８款 １項 １目 １節の財政調整基金繰入金は、今回の財源調整のため８９４

万２，０００円を追加しております。 

  ２０款 ４項 ９目 １節の雑入で土地改良事業負担金２２８万円は、東藻琴地区

西倉地区と網走市稲富地区の境界部分で発生しましたのり面崩壊に関する網走市の負

担金であります。スポーツ振興くじ助成金から２９万２，０００円を減額しています

が、ｔｏｔｏのスポーツ振興くじ助成金の配分が減ったことに伴い減額するものであ

ります。 

  ２１款の町債につきましては、第２表で説明したとおりなので、説明を省略させて

いただきます。 

  以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げましたが、よろしく御審議くださ

いますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 １０９ページの住宅リフォーム促進事業補助金について、若干確認とお尋ね

をさせていただきたいと思います。 

  この住宅リフォーム事業は、私が再三再四言及しているように、本当に評価に値す

る事業だと、このように思っているところであります。しかし、今回補正を組むに当
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たって、産業建設常任委員会の中でも指摘をさせていただきましたけれども、１とい

たしまして、丸投げのようなことが行われているやに情報が住民からもたらされたも

のですから、それについてただしてきたところですけれども、明快なお答えをこの際

いただきたいなと、このように思っておるところであります。 

  それから、昨年もそうでありましたけれども、大好評につき補正を組むということ

で、結果的に終わってしまうと執行残が残っていたと、こういうようなことも昨年事

例があったかのように私は思っておりますが、この辺も含めて、この補正に当たって

の基本的な考え方を、事業そのものを私は評価しております。しかし、幾つかの問題

点について改めてお答えをいただければありがたいと思います。 

 

◇議  長 福田産業課長。 

 

◇産業課長 まず、１点目の住宅リフォームの関係でございますけれども、今業者が丸投

げをしているのではないかというようなお話でございました。一括下請というような

ことでありますけれども、町内の業者が工事をするということは地域経済の効果とい

う、貢献というような効果があるというふうに思っております。地元の建設業ができ

る工事はできるだけ地元の業者で行ってくださいということは常に業者の方にお願い

をしているところでございます。また、住宅リフォームに係る業種というのは、建築

から左官、板金、電気、水道、内装と多岐にわたっておりますので、それを束ねてい

るのは建築業者なのかなというような認識でおります。それで、一括下請等、各施工

業者にそのようなお話があるということで確認をしているところ、事実がないという

ことを私どもは確認をしているところでございます。ですから、業者の申しているこ

とを私は理解をしたいというふうに思っております。 

  それから、交付決定後の取り下げというような２点目のお話でございますけれども、

過去に２年、それぞれ補正をいたしました。２年間の実績は１７２件、平成２３年度、

平成２４年度ですね、１７２件ございました。その中で交付決定後取り下げたという

のは、平成２３年度、初年度は９件、平成２４年度は６件と、それぞれ理由を持って

取り下げをされたということでございますけれども、私どもは一生懸命予算を確保し

て実施に当たって、大変遺憾であるというようなことでありまして、ことしはこの増

額補正をする前に抽せん漏れが７８件ございましたので、どうでしょうと、希望はあ

りますかということで申請者と施工業者に対して施工確認をさせていただきました。

その中で何件か辞退をされた方々もおりますけれども、最終的には残り７８件の方が

ぜひ実施をしたいということの取りまとめの確認をして今回の増額補正の提案となっ

たわけでございます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 課長のほうから答弁をいただきましたけれども、一括の下請ということにつ

いては、今の答弁の言葉にも出ているように、できるだけと、こういう言い方をして

いるのです。ところが、これはこの事業の一番の核心は、先ほど説明があったような
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地域経済の域内循環を図って地元の建設業の皆さんの失地回復を狙うと、こういうこ

とに大きなポイントが実はあるのです。そういうことで説明もいただいておるところ

であります。したがって、できるだけではなくて、条件としてはそれがもう絶対だと

いうふうに私は解釈をしていますが、そうではない受けとめ方をされている人も多く

おりますし、しかも今課長の答弁にあったようにできるだけと、こういう言葉がつく

のです。ある人に言わせると、建設業は下請はいろんなところに出すのは当たり前だ

と、こういう論法が平気でまかり通っています。この事業の精神が理解されていない

というふうに思うわけです。ですから、丸投げはないというふうに言い切った場合に、

できるだけというふうな表現を使った関係から、あわせてどのようにお考えになって

いるのか、もう一度お尋ねをしたいと思いますし、もう一つつけ加えておきたいので

すが、こういう事実はないと思うのですが、ある町民から、ついきのうですか、きの

うの夜、この事業が補正予算に出るようだけれども、みんなに平等になっているのか

という心配、杞憂を持っておられるようで、２度、３度使っている人がいるのでない

のかと、こういうような物の言い方をされたので、恐らく事業の性格上あり得ないと

いう答えをとりあえずはしておきましたけれども、この際ですから、そのことについ

ても確認させていただきたいと思います。 

 

◇議  長 福田産業課長。 

 

◇産業課長 まず、この事業の決め事として大空町内の商工会の会員が施工するという大

前提があります。それは、今見ていると町内の建築の中で町外の業者がたくさん入っ

ていらっしゃる。旗を立ててやっている、これはちょっといかがなものかということ

で、地元の建築業者と地元業者が頑張って地域の方、技術的なこと、それからアフタ

ーのこともありましょう。３年間をかけて信頼関係を取り戻して、町内での工事につ

いては全て町内の業者に頼むのだというような意気込みで事業を進めてくださいとい

うようなお話をしていただいている事業であります。先ほどの地元での業者、できな

いものもあろうかと思いますけれども、できるだけ地元の業者を使って施工してくだ

さいというのが私の思いでありまして、業者の方もそれは認識をしているというふう

に思っております。 

  それから、２点目の１人が何件もということでしょうか、それは１人の名義の方が

何件も住宅を持っているというケースはあります。ところが、それは全て申請段階で

私のほうでチェックをしておりますので、１人に重複しての施工はないと申し上げて

おきます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 補正予算の性格からいって、私は反対する気はもちろんありません。この事

業は、極めて大事な事業だと理解をしております。ただ、担当課長の言葉で、ずっと

先ほどから指摘しているように、気になるのです。下請に関しても孫請に関してもで

きるだけ地元の業者に対応してもらうようにお話をするというときに、できるだけだ
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とか、そういうことであっては困ると私は思っているのです。仮の話を申し上げれば、

仕事が忙しくて、ほかに出さなければならないと、やむを得ない事情が仮にあったり、

今言及された地元でどなたもできないというような性格のものについて議論をするの

であれば、それは次の年度までに検討して、次の年度で対応するようなことも検討す

べきだというふうに、むしろ運用の仕方としてそうあるべきだと。つまり事業の精神

からいうと、先ほど課長と私は認識はほとんど変わっていないはずだけれども、どう

も言葉としてはできるだけだとか、何か許容範囲が広がるような言い回しを使ってお

られるので、私は気になるのです。そういうことがないという形でお進めできるので

あれば、私は何ら反対する理由は毛頭ありませんし、当初からありません。要するに

内容が正確に事業の目的に合致するように執行されれば、私としては何の問題もあり

ませんし、もろ手を挙げて賛成したいということですので、もう一度確認します。で

きるだけという曖昧な表現は今後も使う気ですか。 

 

◇議  長 福田産業課長。 

 

◇産業課長 ３年間の住宅リフォーム事業でございます。ことしは最後の年ということで

一つの区切りということでございますので、所期の事業の目的から逸脱しないように

再度業者の方とお話をして、この事業の３年間の締めくくりというふうにしたいと思

います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 しつこくなって申しわけないのだけれども、できるだけという言葉を撤回す

るというふうに解釈してよろしいね。 

  以上です。 

 

◇議  長 福田産業課長。 

 

◇産業課長 できるだけという表現が私は曖昧なというような意味合いではございません。

そのつもりで使っているところであります。もしそれが誤解を招くのであれば、ここ

から訂正をさせていただきたいと思います。ただ、私の意としては、そのようなこと

で使ったことではないということを御理解いただきたいと思います。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第６２号 平成２５年度大空町一般会計補正予算（第２号）を採決し

ます。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６２号 平成２５年度大空町一般会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２３ 議案第６３号 

◇議  長 日程第２３、議案第６３号 平成２５年度大空町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１１９ページをお開きください。「議案第６３号 平成２５年度大空

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

  平成２５年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

  歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，２１

６万５，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１１億２，４７３万７，

０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  １２１ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。

２款 国民健康保険税に４，９６７万２，０００円を追加、２款 国庫支出金から６，

７４５万２，０００円を減額、３款 療養給付費交付金から２３６万６，０００円を

減額、４款 前期高齢者交付金に６万６，０００円を追加、５款 道支出金から１６

０万９，０００円を減額、８款 繰入金に９５２万４，０００円を追加いたしまして、

歳入合計は１，２１６万５，０００円を減額し、１１億２，４７３万７，０００円と

するものでございます。 

  １２２ページ、歳出でございます。１款 総務費に１２０万８，０００円、２款 

保険給付費から１，００６万８，０００円を減額、３款 後期高齢者支援金等から２

９６万７，０００円を減額、６款 介護納付金から３３万８，０００円を減額いたし

まして、歳出合計は１，２１６万５，０００円を減額し、歳入合計と同額とするもの

でございます。 

  次に、歳入歳出予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明申し上げま
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すので、１２８、１２９ページをお開きください。１款 １項 １目 一般管理費、

１３節 委託料ですが、総務一般事務費に国保システム改修委託料として１２０万８，

０００円の追加でございます。承認第２号で報告いたしました特定継続世帯の導入に

伴う電算システムの改修に要する費用を追加するものでございます。 

  ２款 １項 １目 一般被保険者療養給付費から９１９万８，０００円、３目 一

般被保険者療養費から１０万３，０００円、２項 １目 一般被保険者高額療養費か

ら７６万７，０００円の減額でございます。平成２４年度の療養諸費の支出額が確定

したことから再算定を行い、過去５年間の療養諸費支出額と被保険者の減少を勘案し、

減額するものでございます。 

  ２款 １項 療養諸費、２項 高額療養費、３項 移送費の補正につきましては、

先ほど減額にあわせまして国の調整交付金の収入が見込めないことから国、道支出金

を減額し、あわせて税収見込みが増額となったことからその他財源を減額し、一般財

源に振りかえるものでございます。 

  ３款 １項 １目 後期高齢者支援金、１９節 負担金補助及び交付金、後期高齢

者支援金から２９６万７，０００円の減額。 

１３０、１３１ページでございます。６款 １項 １目 介護納付金、１９節 

負担金補助及び交付金から３３万８，０００円の減額でございます。いずれも額の確

定に基づき減額するものでございます。財源内訳の変更につきましては、国の調整交

付金の交付が見込めないことから特定財源の国、道支出金を減額し、その他財源と一

般財源を増額するものでございます。 

  続きまして、歳入の説明を申し上げますので、１２６、１２７ページをお開きくだ

さい。１款 １項 １目 一般被保険者国民健康保険税、１節 医療給付費現年課税

分に３，７７８万円、２節 介護納付金現年課税分４２８万６，０００円、３節 後

期高齢者支援金現年課税分４５５万５，０００円、２目 退職被保険者国民健康保険

税、１節 医療給付費現年課税分に１７７万１，０００円、２節 介護納付金現年課

税分に３３万６，０００円、３節 後期高齢者支援金現年課税分９４万４，０００円

の増額でございます。本年４月１日現在の国民健康保険加入者をもとに最新の住民税

と固定資産税の情報により試算し、さらに先ほど議案第６０号で承認をいただきまし

た改正後の税率により試算した結果に基づき増額するものでございます。 

  ２款 １項 １目 １節 現年度療養給付費等負担金の療養給付費負担金現年度分

から２４２万１，０００円、介護納付金負担金現年度分から１０万８，０００円、後

期高齢者支援金負担金現年度分から１２５万８，０００円の減額でございます。歳出

で減額となったことから、減額するものでございます。２項 １目 １節 財政調整

交付金の普通調整交付金から５，１２４万２，０００円、特別調整交付金から１，２

４２万３，０００円の減額でございます。所得が確定し、試算した結果、収入が見込

めないことから減額するものでございます。 

  ３款 １項 １目 １節 現年度療養給付費交付金から２３６万６，０００円の減

額でございます。退職被保険者国民健康保険税が増額となったことから財源調整のた

め減額するものでございます。 

  ４款 １項 １目 １節 前期高齢者交付金に６万６，０００円の増額でございま
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す。交付金額確定による増額でございます。 

  ５款 ２項 １目 １節 北海道の財政調整交付金から１６０万９，０００円の減

額でございます。歳出の減額に伴い、減額するものでございます。 

  ８款 １項 １目 １節 一般会計繰入金に９５２万４，０００円の増額でござい

ます。国の調整交付金が交付されない見込みであることから、交付予定額の半分以内

に相当する額を一般会計から基準外繰り入れをして補填するため増額するものでござ

います。 

  以上で補正予算の内容について説明申し上げましたので、よろしく御審議ください

ますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第６３号 平成２５年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６３号 平成２５年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２４ 議案第６４号 

◇議  長 日程第２４、議案第６４号 平成２５年度大空町介護サービス事業勘定特別

会計補正予算（第１号）を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  大槻福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１３３ページをお開きください。「議案第６４号 平成２５年度大空

町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第１号） 

  平成２５年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２５万２，

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ８４８万８，０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  １３５ページをお開きください。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。

２款 繰入金から２５万２，０００円を減額いたしまして、歳入合計は２５万２，０

００円を減額し、８４８万８，０００円とするものでございます。 

  １３６ページ、歳出でございます。２款 サービス事業費から２５万２，０００円

を減額いたしまして、歳出合計は２５万２，０００円を減額し、歳入合計と同額とす

るものでございます。 

  次に、歳入歳出予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出より説明申し上げま

すので、１４２ページ、１４３ページをお開きください。１款 １項 １目 介護予

防支援事業費、２節 給料の一般職給から１５万６，０００円、３節 職員手当等の

期末勤勉手当から５万１，０００円の減額でございます。議案第５８号で制定しまし

た大空町職員の給与の臨時特例に関する条例に基づき減額するものでございます。４

節 共済費の地方公務員共済組合負担金から４万５，０００円の減額でございます。

負担率の変更と給与削減に伴い減額するものでございます。 

  続きまして、歳入の説明を申し上げますので、１４０、１４１ページをお開きくだ

さい。２款 １項 １目 一般会計繰入金から２５万２，０００円を減額するもので

ございます。歳出が減額となったため、財源調整のため減額するものでございます。 

  以上で補正予算の内容について説明申し上げましたので、よろしく御審議ください

ますようお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第６４号 平成２５年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補正予

算（第１号）を採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６４号 平成２５年度大空町介護サービス事業勘定特別会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２５ 議案第６５号 

◇議  長 日程第２５、議案第６５号 平成２５年度大空町簡易水道事業特別会計補正

予算（第１号）を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 
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  伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 １４７ページでございます。「議案第６５号 平成２５年度大空町簡易水道

事業特別会計補正予算（第１号） 

  平成２５年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

  歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４６６万

３，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億７，１９１万５，０００

円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  １４９ページでございます。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。３款 

繰入金から４６６万３，０００円を減額し、歳入合計は４６６万３，０００円を減額

し、３億７，１９１万５，０００円とするものです。 

  １５０ページでございます。歳出でございます。１款 総務費から４６６万３，０

００円を減額し、歳出合計は同じく４６６万３，０００円を減額し、歳入合計と同額

とするものでございます。 

  続きまして、１５１ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書でございます。歳出か

ら御説明申し上げますので、１５６ページ、１５７ページをお開きください。１款 

１項 １目 一般管理費、職員給与等の２節 給料から１９節 負担金補助及び交付

金までの４６６万３，０００円の減につきましては、職員の異動に伴います減額、大

空町職員の給料の臨時特例に関する条例の制定に伴います減額、さらに共済費につき

ましては負担比率の引き下げ等によります減額によるものでございます。 

  続きまして、１５４ページ、１５５ページ、歳入でございます。３款 １項 １目 

一般会計繰入金、１節の一般会計繰入金は４６６万３，０００円の歳出減額分を減額

するものでございます。 

  以上、補正内容につきまして御説明申し上げましたので、よろしく御審議賜ります

ようお願いをいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第６５号 平成２５年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１

号）を採決します。 
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  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６５号 平成２５年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎日程第２６ 議案第６６号 

◇議  長 日程第２６、議案第６６号 平成２５年度大空町下水道事業特別会計補正予

算（第１号）を議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 １６１ページでございます。「議案第６６号 平成２５年度大空町下水道事

業特別会計補正予算（第１号） 

  平成２５年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

  歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５５万９，

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３億９，６９５万３，０００円と

する。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  平成２５年６月１９日提出 大空町長 山下英二」 

  １６３ページでございます。第１表 歳入歳出予算補正、歳入でございます。５款 

繰入金から５５万９，０００円を減額し、歳入合計は５５万９，０００円を減額し、

３億９，６９５万３，０００円とするものです。 

１６４ページ、歳出でございます。１款 総務費から５５万９，０００円を減額

し、歳出合計は同じく５５万９，０００円を減額し、歳入合計と同額とするものでご

ざいます。 

  １６５ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書について説明を申し上げます。１７

０、１７１ページ、歳出から御説明を申し上げます。１款 １項 １目の一般管理費、

職員給与等の２節 給料から４節 共済費までの５５万９，０００円の減につきまし

ては、大空町職員の給与の臨時特例に関する条例の制定に伴います減額、さらに共済

費につきましては負担比率の引き下げ等に伴います減額によるものでございます。 

  続きまして、１６８ページ、１６９ページ、２ 歳入でございます。５款 １項 

１目 一般会計繰入金、１節の一般会計繰入金は５５万９，０００円の歳出減額分を

減額するものでございます。 

  以上、補正内容につきまして御説明申し上げましたので、よろしく御審議賜ります

ようお願いをいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第６６号 平成２５年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第１

号）を採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６６号 平成２５年度大空町下水道事業特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

    ◎散会の宣告 

◇議  長 以上で本日の日程は全部終了しました。 

  本日は、これで散会します。 

  ご苦労さまでした。 

散会 午後 ３時２２分 
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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 

 １番  品  田  好  博    ７番  松  岡  克  美  

 

 ２番  中 堀 君 子    ８番  深 川  曻  

 

 ３番  近 藤 哲 雄    ９番  勝 田 鉄 城  

 

 ４番  松 田 信 行    10番  小 島 一 弘  

 

 ５番  齋 藤 宏 司    11番  田 中 勝 吉  

 

 ６番  植 田 泰 弘    12番  後 藤 幸 太 郎  

 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 
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５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

 

町 長  教 育 委 員 会 委 員 長

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長

副 町 長  産 業 課 長

総 合 支 所 長  産 業 課 参 事

会 計 管 理 者  建 設 課 長

総 務 課 長  住 民 福 祉 課 長

総 務 課 参 事  産 業 建 設 課 長

住 民 課 長  総 務 課 主 幹

福 祉 課 長   

教 育 長  生 涯 学 習 課 参 事

生 涯 学 習 課 長   

監 査 委 員 事 務 局 長  農 業 委 員 会 事 務 局 長

 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

 

事務局長、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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 開議 午前１０時００分 

    ◎開議の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

   ただいまから平成２５年第２回大空町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

 

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において、９番、勝

田鉄城議員及び１０番、小島一弘議員を指名します。 

 

    ◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

  事務局長に報告いたさせます。 

  鈴木事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

  ただいまの出席議員は、１２名全員であります。 

  本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は、一覧表として配付していると

おりであります。 

  本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

  町広報担当者から写真撮影の申し込みがあり、これを許可いたしました。及び議会

事務局による議会広報用の写真撮影を申請し、許可を得ておりますので、御了承をお

願いいたします。 

  以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎日程第２ 一般質問 

◇議  長 日程第２、一般質問を行います。 

   順番に一般質問を許します。 

   １番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 おはようございます。ことしの春は大変寒くて、招かざる客のオホーツク低

気圧が居座ったおかげで、３週間前までは肌寒く暖房を必要といたしました。幸いな

ことに天候も回復して暖かくなり、畑も田んぼも青々として、この陽気が続くことを

祈るばかりであります。 

  さて、私は去る５月８日土曜日に総務課企画グループが行ってくださった町民探索

会に参加をさせていただきました。網走刑務所住吉作業所の跡地であり、ふだん立ち

入ることのできない場所だそうです。カエルがいたりエゾサンショウウオの卵が小枝

に整然と産みつけられていたりと、大人も子供もこんな里山が町内にあって自由に散
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策、観察ができたらいいなと思いながら、この日のために下見をして事故のないよう

に計画をしてくださった職員の方たちにお礼を申し上げながら質問に入ります。 

  １番目、高齢者に対して。私どもの町では見守りネットという高齢者に対する大変

優しい聞こえのよいネットワークができていますが、果たして本当に優しく見守られ

ているのでしょうか。ひとり暮らしで苦しんでいる高齢者はいないかしら、いわゆる

孤独死はないかしら。どんなに年齢が高くとも夫婦２人で暮らしているのであれば、

どちらが倒れても関係機関へ通報して助かる。問題は、ひとり暮らしのお年寄りが倒

れた場合であります。緊急通報システムを発信することができず、孤独死に至るとい

うケースもあり得るかもしれません。幸いなことに、我が大空町には緊急通報システ

ムを対象者に貸し出しているとのことですが、該当者の年齢は幾つになったら該当す

るのか、申し込み方法は何歳からでしょうか。現在貸し出している世帯数は何世帯で

しょうか。この貸し付けを受けている人に対して、常に使用方法の見守りをしてくだ

さっているふれあい訪問員さんは、使い方を話してくださっているかしら。また、訪

問員さんは何人で見守ってくださっているかを伺いまして、２番目の大空町のゆるキ

ャラ、そらっきーについてお伺いをいたします。 

  ６月２日の芝桜まつりのアトラクションに熊本県のくまモンさんが来町してくださ

り、大空町のそらっきーを初め、美幌町のぎゅうたろう、網走市のニポネなど、オホ

ーツク管内のゆるキャラが総出演で小雨の降る肌寒い日にもかかわらず、大勢のお客

様でにぎわい、子供たちは記念撮影に長蛇の列をつくりました。 

さて、大空町のそらっきーは町民にどの程度の認知度があるとお思いでしょうか。

私は、何人かの町民の方たちに、特に女性を中心として「そらっきーという飛行機型

の着ぐるみを知っていますか、見たことはありますか。」とお尋ねをしましたら、「 

知りません、見たこともない、そらっきーカードなら持っているよ。」と何とも寂し

いお返事でした。ゆるキャラブームで、今からそれぞれの町をＰＲするキャラクター

をつくろうという近隣町村が多々ある中、我が大空町には５年も前から実在している

と胸を張り、そらっきーを町民の前に出して活用し、明るいまちづくりに参加しても

らいたいものです。その際に、そらっきーのストラップなどグッズを作成してみるお

つもりはありますでしょうか。 

  ３番目、庁舎内外の表示案内についてお伺いをいたします。４月末の日曜日、私は

夫のお兄さんの納骨のため夕陽台から墓地へ抜ける住宅街を車で通っていました。小

さいお子さんの姿が遠くに見えましたので、スピードを落として通り過ぎようとしま

した。道路を挟んだ向かい側から、おばあちゃんらしい人が手招きをしてお孫ちゃん

を呼んでいるのです。３歳ぐらいの坊やは、何のためらいもなく私の車の前を横切っ

ておばあちゃんのほうへ。私は、スピードを落としていましたが、一瞬ブレーキを踏

んでいました。何事もなくほっとしましたが、しばらく震えがとまりませんでした。

もし、この子をはねていたらどうなっているだろうと思うと、本当に青くなりました。

運転する者が注意するのは当然ではありますが、住民も危険だということを大人から

子供に教えることも義務であります。翌日、一番で役場担当課へ行き、注意を促す手

だてはないだろうかと相談をしました。何日か後に、夕陽台の住民の方から「子供飛

び出し注意ののぼりを立ててくださってありがとうございます。」とお礼を言われま
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した。私は「役場の職員が早速動いてくださったのですよ。」と答えましたが、この

ように目に見えるのぼりであり、案内板があることで住民は安心して行動ができるの

ではないでしょうか。危険箇所だけではなく、建物の中にある施設、例えば女満別老

人福祉センターの中にある足湯など、町民ですら知らないという人もおります。せっ

かくあるすばらしい施設です。町民も観光でいらした他町民にも宣伝をするおつもり

はございませんでしょうか。たいそうなことを、難しいことをお願いしているつもり

はございません。空港通りから入るところに、こちらですよという矢印を１本つける

とか、ほんの少しの創意工夫で、みんなが笑顔になるのではないでしょうか。また、

役場へいらしたお客様は、各階に何課があるのかを見過ごしてエレベーターに乗って

しまったら、壁に庁舎内の案内板があった。このお客様は、きっとほっとなさるので

はないでしょうか。 

  最後は、大変細かいことで恐縮ですが、トイレの便座のふたの件でございます。ふ

たを上げたままですと電力が必要なことは御存じですよね。昨年、我が大空町では、

町民に向かって消費電力節電ラリーを行いました。全世帯の何割かが参加をして、ど

の程度節電になったのか、私は見落としてしまいましたが、このような先見的なこと

を役場がなさることですのに、役場のトイレはふたが上がっている。町民はこれを見

て、どのように思うでしょう。そこで、一工夫です。消費電力に御協力ください、便

座のふたは閉めましょうとトイレの壁に表示することで、役場は率先して消費電力に

気をつけてくれているのだなと町民は思うのではないでしょうか。 

  この辺のところは、私が通告をした際に早速役場の職員は動いてくださり、エレベ

ーターの中には１階には誰それ、２階にはどこそこ、３階には何があるということで

書いてくださいました。もちろんトイレの中にも、しっかりとカラーつきのものをつ

くってくださいました。先ほどののぼりの件といい、このことといい、役場職員は即

やる課でございます。市民課でなく即やる課ということで私は大変評価をしているの

でありますが、通告をしましたので、そこで一言優しく「中堀、やったからね。」と

言ってくだされば、この文言は消えたはずです。そういう優しさも要求をしながら質

問を終わらせていただきたいと思います。御清聴ありがとうございました。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 中堀議員の一般質問にお答えをしたいと思います。 

  １点目の高齢者に関してでございます。見守りネット事業は、平成２１年度から全

町的に実施をしてございます。対象者は６５歳以上の単身、また高齢者のみの世帯と

いうことを対象としておりまして、平成２４年度からは障がいをお持ちの方々の世帯

というところも対象とさせていただいております。本年度からシルバーハウジングの

生活援助員を兼ねるということではありますけれども、１名を増員いたしまして、３

名体制となってございます。この見守りネット事業につきましては、斜網地区のほか

の町村では取り組んでおりませんけれども、私どもの町として独自に取り組んでいる

事業でございます。平成２４年度の活動状況でございますが、対象世帯数を独居の方

々３３１世帯、高齢者夫婦の方々３５８世帯というふうに把握をいたしました。昨年
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度回りまして、基本台帳全ての聞き取りが完了した世帯が独居の方々で２５１世帯、

高齢者夫婦等の方々が２７５世帯でございます。残りの１６３世帯でありますけれど

も、回っていきましたところ入院をされている、さらに残念ながら死亡されて登録か

ら外れていたという方々が１３世帯ございました。そのほか回っていった中で、実際

にはほかのご家族と同居をされている、また別な介護などのサービスを開始されてい

て見守りがされているというところが１１２世帯ございました。全体として、まだ十

分にお会いできていないというところが３８世帯ほどございます。延べの訪問件数で

申し上げますと、独居の方々のところは延べ１，４０３回、高齢者夫婦の方々は５４

８回ということでございますので、主にお一人でお住まいの方々のところを中心に回

らせていただいております。訪問に際しましては、安否を確認するとともに緊急時の

連絡先や、また治療中の疾患の状況などの把握、利用中のサービスの内容確認などを

させていただいております。そのほか、日常生活での困り事などについて相談を受け、

各種のサービスを紹介、提供すると、そういうところにつなぐ中で地域、また社会か

らの孤立を防ごうという対策をとってございます。 

  緊急通報のシステムについてもお尋ねがございました。このシステムは、ひとり暮

らしの高齢者の方々、６５歳以上を原則としておりますけれども、状況によってはそ

れ以前の方々にも貸与するという状況でございます。貸与する内容でございますけれ

ども、緊急通報の固定式の装置を２台、また首からぶら下げるペンダント型の発信機

を１台、ナースコールのような押しボタン式の発信機を１台、そのほかガス警報器と

煙熱センサーなどを設置するという内容になっておりまして、現在１０６世帯に設置

をしております。こういった場合の緊急通報は、私どもではなく、健康づくりセンタ

ーというところに一括して連絡が入ることになります。そのセンターは受信をします

と通報者へ問いかけをさせていただき、状況に応じては登録をされている連絡する方

々、もしくは消防などへ確認の依頼を行うというような仕組みになっているわけでご

ざいます。高齢者の方々の見守りというものは、町としては社会福祉協議会に委託を

しておりますけれども、見守りネット事業、そういった事業でありますとか、今言い

ました緊急通報システムの貸与、また保健師などが訪問活動を行う中で見守りをさせ

ていただいております。そのほか、社会福祉協議会では給食のサービスなども提供を

してくださっておりますし、高齢者、障がいを持つ方々の外出支援、ふれあい交流事

業などもしております。さらに、自治会と協力する形の中で、ふれあいネットワーク

活動推進事業にも取り組んでくださっております。また、ボランティアの団体の方々

もいろいろな形でサロン活動などもしてくださっております。行政だけではなくて、

関係団体や民間事業者の皆様、さらには自治会連合会としても安全安心カードの普及

事業などにも取り組んでくださっております。そのようなことで、行政だけではなく

て、関係団体や民間事業者の皆様、自治会、近隣の方々、家族など、大勢の方々が一

体となって見守りをしていくということが重要であると、そのように考えております。

そんなことから、ことしの２月には見守りネット事業協力に関する協定ということで、

町内の１３の事業所と見守りを補完するような形の協定を結ばせていただいたところ

でございます。 

  次に、そらっきーの関係でございますけれども、少し経過についてお話を申し上げ
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たいと思います。そらっきーの始まりでありますけれども、平成１８年、合併をいた

しました年の９月に町としてのシンボルマーク、国道や道道に掲げるカントリーサイ

ンにも使われますけれども、そういったものをつくろうということで、町民からの募

集を行ったのが発端でございます。たくさんの応募があった中で最終的に決定をいた

しましたのが今のシンボルマーク、その平成１９年の３月に最終的に決定をいたしま

したけれども、そのシンボルマークの中にデザインされておりました飛行機のキャラ

クターが現在のそらっきーでございます。翌年の平成２０年でありますけれども、そ

のキャラクターに愛称をつけようと、そしてより親しんでもらおうということで愛称

を募集いたしました。平成２０年の１２月に募集をいたしまして、これも数多くの応

募がございました。その中から、翌年の３月、平成２１年の３月、そらっきーという

名前を命名させていただきました。そして、その年度が明けまして、平成２１年の７

月には、そのシンボルマークとしたそらっきー、それらのクリアファイルであります

とかシールを児童生徒の皆さんに、全生徒に、全児童にお配りをいたしました。その

ほか、自治会で使われております回覧板用のクリアファイルもつくりまして、自治会

への配付もさせていただいたところであります。 

さらに、１つの形式ではなくて、いろんなパターンを作成して、町の印刷物や広

報紙にもそらっきーを登場させるというようなことをしてきたところでございます。

そんな中で、平成２２年になりますけれども、藻琴山温泉管理公社のほうでそらっき

ーの着ぐるみをつくってくださいました。当然、自前のところのイベントであります

芝桜まつりでの活躍はもちろんでありますけれども、そのほかの町内の各種イベント

を中心に出動して、子供たちを中心に愛きょうを振りまいてもらっているというとこ

ろでございます。グッズの販売ということでありますけれども、町として売っていく

ということよりは、町の第三セクター、物販しているところが藻琴山温泉管理公社で

ありますとかめまんべつ産業開発公社がございます。そういうところで今現在企画を

されているという話も聞いておりますので、そういうところで一緒になってアイデア

を出し合いながらつくっていただいたものを、町として活用させていただくというよ

うなことを考えていきたいなというふうに思っております。 

  各表示のことでございます。足湯の関係についても触れられておりましたので、少

し状況を説明したいと思います。足湯の利用者、平成２２年度３，５００人、平成２

３年度２，７００人、平成２４年度２，５００人ということで、町内の方々を中心に

御利用いただいております。地域のコミュニティーや交流を支援しようと、また高齢

者や世代間を超えた憩いの交流の場づくりということで、今まで十分に活用されてい

なかったスペースを使い、整備したところでございます。 

表示物ということでありますけれども、現在道道空港線には、あの一帯にありま

す施設の名称を記載した案内看板が設置をされております。さらに、ひまわり温泉の

看板も指定管理者が設置してくれている状況にありますけれども、あの部分には足湯

というような表現はございません。私どもが考えましたのは、観光客を呼び込んでと

いうことを目的としていることではなく、先ほど言いましたように町内のさまざまな

方々のコミュニティーの場、憩いの場、触れ合いの場ということを目的としておりま

したし、料金を取っているわけでもございませんので、収益性を求める、そういう施
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設でもないというようなことで、あえて空港線などのところの大きな表示というとこ

ろまで至っていない状況にございます。ただ、施設、中に入りましてといいましょう

か、道道から内側へ進入いたしますと、施設の前には足湯というような看板を掲げて

いるところでございますので、そういった中で御利用いただければ私どもはいいので

はないかなと、そのように感じているところでございます。 

  また、エレベーター、トイレの表示については、通告をいただいた後、確かにその

とおりだなと、私どもの気づきがおくれて、大変申しわけございませんでした。そん

なことから、６月の１４日に設置をさせていただいたところであります。また、その

ほかの施設についても担当課、指定管理者へ通知をして、十分配慮するようにという

ことで伝えさせたところでございます。事前にそのことを言っていただければという

ことでありましたけれども、せっかく御指摘をいただきましたので、公の場でこうい

う形で御指摘をいただくということもまた必要ではないかということで、あえてこう

いう形で実施はいたしましたけれども、御答弁も含めてさせていただこうという判断

に立ったところでございますので、御理解をいただきたいと思います。 

  以上、御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ２番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 ありがとうございます。 

  まず、高齢者に対して、見守りネットの件からでございますが、対象者が約７００

人いらっしゃるということで、それに対して、いわゆる担当者が３人というのは余り

にも少ない。しかし、少ないけれども、今町長の御答弁の中に町民が全体として見守

っているかに聞こえております。そうしなければいけないというふうに私もそう思っ

ておりますが、やっぱりふれあい訪問員さんは言ってみれば、それを見守るプロであ

ります。プロをもう１人、２人ふやしていただく気持ちはおありでしょうか。また、

ふれあいサロンとかボランティアさんというのは本当にボランティアさんで、その場

所へ来られるお年寄りはいいですけれども、来られない方も、どこも悪いわけではな

く、寝たきりの状態ではないけれども、出ていくのはおっくうだという方もいらっし

ゃるだろうと私は思います。そういった出づらい方を引き出すことも、また太陽の下

に連れ出すことも、このふれあい訪問員さんのお仕事ではないだろうかなというふう

に思いながらおりますけれども、今現在ペンダント方式のものを１０６世帯、いわゆ

る１０６人からお二人のご夫婦のところであればもう少し人数がふえるのかとは思い

ますけれども、６００人いる中で１０６人というのは余りにも少ない。例えば生活に

余裕があって、このセットは約４万円かかるというふうに伺いましたけれども、たと

え半分でも本人が負担をして貸し出しを行っていただきたいというのであるならば、

もう少しふえるのではないだろうか。お年寄りは倒れてすぐ見つかれば助かったもの

を、倒れて何時間もたってからどなたかが見つけてくださったということもあるかも

しれません。ですから、自分で倒れた、ああ、苦しい、すぐペンダントをさわれるよ

うな、そういうシステムにしていただきたいというふうに思って、このたび質問をい

たしました。 
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  以上、何点か伺いまして、２回目を終わります。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 見守りネット事業の増員の関係でありますけれども、平成２５年度スタート

をいたしまして、ことし増員したばかりでございます。それは、昨年度の取り組みの

中でまだまだ十分ではないかなと、そういう判断の中でふやしたばかりでありまして、

まだ３カ月たっていないという状況の中で、さらにふやすかどうかというのは、もう

少しお待ちいただきたいと思います。ことしの活動状況、また町民の方々のニーズと

照らし合わせながら考えていくべきところではないかなと思っております。また、い

ろんなサロン活動、ふれあい訪問員というのは各ご家庭に訪問するということであり

ますけれども、いろんなところに出てきていただく、それも必要なことだと。私が思

いますのは、見守りネット事業のふれあい訪問員というのは安否確認があって、もし

ものときにということというよりは、常日ごろからいろんな相談業務に乗って、そし

て社会の中から、地域の中からそういったご家庭を孤立させない、孤独にさせないと

いうことだというふうに思っております。例えば福祉タクシーの利用の仕方だとか、

また前年度施行いたしました乗り合いタクシーでありますとか、またスクールバスの

混乗ができるのですよと、いろんな情報を例えばお話をしながら、単に話し相手にな

るだけではなくて、地域の中に引き込んでいく、そういうことも役割ではないかなと

いいましょうか、それが一番大きな役割ではないか、そのように思っております。で

すので、そういうことをしっかりと対応できるような、そんな人員体制、対応という

ものを旨として取り組んでいきたいというふうに思ってございます。 

  また、緊急通報システムの関係については、設置についてご本人のご負担というこ

とについてはございませんので、あくまでも要望をされたところということでありま

す。ただ、これも十分周知ができている、いないということもあろうかと思います。

こんなサービスもやっぱり紹介をしながら、逆に訪問員が必要と思ったときには積極

的にアドバイスをしてあげるというようなことが必要ではないかと思っております。

また、先ほど言いました緊急通報システムについては、いろいろなタイプのものを各

ご家庭にお貸しをしているわけでありますけれども、固定式のもの、その場所でなら

すぐに使えますけれども、別な場所にいるとなかなか使えないと。実際には、ペンダ

ント形式のもの、それから寝室などのナースコールのようなもの、お渡しはしており

ますけれども、十分本来の目的で利用されているかというと、まだまだ十分ではない

ところもあるのではないか、そのようにも感じております。町としても、もう少しし

っかりと貸与するときにＰＲをする、折に触れＰＲをする。さらには、先ほど言った

ふれあい訪問員の方々を介してでもそういうようなものの使い方というのをより深め

ていく、そういう努力をしなければならないのではないかと。人を配置して制度をつ

くるということももちろん大切ではありますけれども、そこに介在する人の能力をい

ただきながら、より充実したものにできるように努力をしていきたい、そのように思

います。 
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◇議  長 ２番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 町長がおっしゃることもわからないではないのですけれども、ことしお一方

を増員されたということですけれども、集合住宅、いわゆるはなぞの団地のようなと

ころであれば誰か彼かが見つけてくれるというか、大丈夫だろうとは思いますけれど

も。一軒家で１人で暮らしている方は、やっぱりペンダントが大事と思うのではない

だろうかなと。私もその年齢にもうとうに当然到着しているのですけれども、まだペ

ンダントを必要としていないものですから、持ったこともないですから、その気持ち

はわかりませんけれども、やっぱり安全、安心を自分は買っているというか持ってい

るという、それだけでも安心なのではないかなというふうに思いまして再度質問をい

たしました。できることなら、近隣、昔のように向こう三軒両隣の方たちがお互いに

声をかけ合いながら安全、安心を見守ることが必要なのではないだろうかなと思いな

がらも、昨今の隣近所は大変そういったことが少なくなってきているように思うので

す。カーテンがあいたら「ああ、きょうも隣のおばあちゃん、元気で朝起きたな。」、

カーテンが閉まって電気がついたから「ああ、今もまた元気で休んだな。」というふ

うに思っているだろうとは思うのですけれども、なかなかそういうところまで見てく

ださる方はいないような気がいたします。そういった隣近所のようなことを、町が指

導しなさいということは言いませんけれども、そういう町づくりをしてもらいたいな

というふうに思っております。 

  それから、もう一つ、このペンダント型の緊急通報システムは、やはり本人からの

申し出があって設置をするのでしょうか。これを１問目で伺うべきものだったのです

けれども。それともふれあい訪問員さんが出かけていって、設置をしなければいけな

いなというふうに判断をして設置をしてくださるのか、それを聞いて２問目を終わり

ます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私の家は山の中にありまして、私が大人になるまでは隣近所といっても何百

メートルも、さらには目の届くところに家などない、そういう山の中でありました。

隣近所が何をしているか全くわからないようなところでありましたけれども、昔はご

家庭の方々がいろんなところで行き帰り通りすがらに寄ってくださったりというよう

なことがありましたけれども、最近はそういうことがやっぱり少なくなってきている

のではないかな、ご家庭を訪問するということが少なくなってきているのではないか

なと、そのように思います。ただ、最近は隣人もできまして、車がないなとか、きょ

うは新聞がとられていないなとか、カーテンあいていないなと、やっぱり気になるも

のであります。先ほど言いましたように、行政だけでは無理であります。誰か１人の

ところに全てをお願いする。そうしますと、そこのところは行き詰まってしまって、

どうにもできなくなってしまう。みんなで少しずつできるところを役割分担する。そ

れもルールで決めてというよりは、みんなの気持ちを寄り集めて、そういう形という

ものがなっていくというのが理想ではないかなと思っております。ですので、冒頭１
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回目の御質問で申し上げましたとおり、行政もやるべきことはやりますし、いろんな

ところも今取り組んでくださっているということかと思っております。さらに、そう

いうところに隣近所の人間関係というものを構築できるような、そんな町づくりの気

持ちというものも伝えていきたいなというふうに思ってございます。 

  また、緊急通報システムについては、先ほども言ったかと思いますけれども、一義

的にはご本人の申し出があれば当然設置をするということでありますけれども、周り

から見て、ここのところは必要ではないかということについてご本人と相談をさせて

いただく。決してご本人に、確かに緊急のときの通報の電話代というようなものは、

もしものときにはかかる場合はありますけれども、基本的に設置について費用を求め

ているわけではございませんので、例えば保健師の訪問活動の中で今回見守りネット

事業などで言っている中で、また地域の民生委員さんなどからそういうようなお尋ね

がといいましょうか、相談があった折に、先日平成２４年度になりますでしょうか、

東藻琴地域の農村部の中で地域の方々からも、あそこの家にそういうものを設置する

のはどうだろうかというような地域からの御相談もあって、ご本人と相談をした経過

などもございました。そういういろいろな方法をもって設置を進めていくということ

になってございますし、これからはそういうところもふえてくるのではないかという

ふうに思っておりますので、そういう視点を持って事業に取り組んでいきたいなと、

そのように思います。 

 

◇議  長 ２番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 大変ありがとうございました。 

  最後に、ふれあい訪問員の数は、ことし初めてということを私は存じております。

ことし決めても、ことし入っても、また来年も入れてもいいではないか。人の命とい

うものは、やっぱり一番大事なことだと思うのです。ましてや大空町は８人天国へ行

って、赤ちゃん１人しか生まれないなんていうこともあったかにどなたかが言ってい

ましたけれども、亡くなる方のほうが多くて生まれる子供さんは少ないということで

すので、ぜひぜひことし増員したけれども、来年もやろうではないかというのを町長

のほうから出していただけることを望みまして、１問目は終わります。 

  次２番目、大空町のゆるキャラ、そらっきーについてであります。 

 

◇議  長 中堀君子議員、答弁は要らないのですか。 

 

◇中堀議員 答弁は結構です。町長、何か言いたいそうですけれども、結構です。言うこ

とはわかっておりますので。 

  町民の認知度は大変低く、そらっきーカードを知っているよということで、たまた

まこの通告をしたときにいらした担当職員は、それだけそらっきーは認知度があるの

ではないですかと胸を張って言われましたけれども、私はいろんなところに印刷物で

出したからそらっきーがあるのだということを言っているのではなく、やっぱり今ゆ

るキャラのブームなのです。そのブームに今乗らないで、いつ乗るのですか。今でし
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ょうというどこかのコマーシャルもありましたけれども、やっぱりせっかくある、確

かに協会がつくったゆるキャラではありますけれども、高校生、大人のところでも、

お年寄りのところへ来たらきっと喜ぶと思うのです。そういうところ、子供たちのと

ころへたびたび姿を出して、ああ、隣町の美幌町にはあるから、まだない小清水町あ

たりがいいな、大空町はそらっきー、さすが空港を抱えているから飛行機のゆるキャ

ラだよということが人の口の歯に上るようなぐらい宣伝をしてもらいたいと思って、

この通告をいたしました。 

  私は、今ここにピンバッジをつけておりますけれども、どなたも気づいてくれませ

ん。これは、大空町のピンバッジです。しかも、ここにそらっきーがちょこんと、三

角点の上にちょっとだけ乗っているのです。これが何店舗か歩いて、ようやく見つけ

たグッズであります。メルヘンの丘なんかも立派なものがあります。このたび質問す

るに当たって、私は散財を大変しました。これを五、六点買いました。これだけを買

って帰ってくるというわけにいきませんから、ほのかではお豆を買ったりジュースを

買ったりして、大変散財させていただきました。こういったものは、確かに町がつく

ったのではなくて、めまんべつ産業開発公社がつくったのだということは私もわかり

ます。しかし、これをゆるキャラのそらっきーの、あのかわいらしい飛行機の形をし

たものがあれば、これは空港のあるお店の方が言っていました。「全日空やＪＡＬは

あるけれども、大空町のそらっきーはないのよね、あればいいのにね。」という言葉

は空港の売店でも、それからほのかの売店のかわいらしいお姉様たちにも言われて帰

ってまいりました。また、ここにメルヘンの丘めまんべつほのかと、とてもきれいな

すてきなシールがあります。これは、シールというよりも、買った袋をとめるあれで

すけれども、こういったものの中にそらっきーを飛ばすだとか、いろんな手だてがあ

ると思うのです。そうすることによって、これは女満別と書いているから大空町では

ないからできないのだと言われたらそれまでですけれども、そういったことをしなが

ら大空町を宣伝する。そうすると、ああ、こんなすてきな町だったら行ってみようか

なという若者、若いご夫婦が来て、きっと定住してくれるかもしれない、いろんなと

ころにつながると私は思うのです。これがあるから定住しようなんていう、そんな浅

はかな人はいないでしょうけれども。でも、やっぱりこういったものをつくる限りに

は、そらっきーを出してあげるということで。また、お年寄りの集まりのところへそ

らっきーが来ることで、お年寄りもとても喜ぶ。先ほどの見守りネットともつながっ

てくるのではないだろうかなというふうに思います。 

  それとあとは、現在めまんべつ産業開発公社側では企画中だということで町長にお

答えをいただきましたので、この件に関して御答弁はよろしいと。よろしいというか、

必要といたしません。企画中だということで了として、私はこのゆるキャラに関して

はぜひぜひ、できれば私は東藻琴にも１体、女満別にも１体、教育委員会にも１体と

いうふうに、至るところにおいてやってもらいたいというふうに本当は思っていまし

たけれども、そう思っているということだけで答弁は必要といたしません。 

  ３番目の庁舎内外の表示について…… 

 

◇議  長 中堀君子議員、これはやっぱり質問ですから、答弁は必要なのです。 
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◇中堀議員 もらったって、言うことはわかっているのだけれどもね。 

 

◇議  長 いや、わかっていても、これは…… 

 

◇中堀議員 次の時間がないのです。まあ、いいです。では、２問目を終わります。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 イベントにいろいろとそらっきーは登場してはいるのですけれども、今のお

話を伺うと、町民の方々がいろんなイベントになかなか参加ができていないのだなと、

私はそっちのほうのことで今ちょっと心を痛めております。例えば交通安全大会など

にも出ておりますし、当然そこには何百人もの町民の方々がお集まりでありますので、

御存じであったのかなと思うのですけれども、今中堀議員のお話だと、認知度は皆無

に等しいような、そんなことでございますので、これからはもっともっといろんなイ

ベントのところに町民の方に来ていただき、そしてそらっきーも登場するというよう

なことにしたいと思います。今回、議会でのこういう一般質問もいただきましたし、

全国ネットのくまモンと、熊本県の営業部長とコラボレーションをさせていただいて、

いろんなマスコミの方に発表していただきましたので、認知度も少し高まったのでは

ないかと思っております。ただ、私からすれば、そらっきーの人格形成というのがま

だ十分にできておりません。単に男の子だということだけしかありませんので、そう

いうようなものも私ども周りの者としてしっかりとつくっていくということが、そら

っきーの認知度を高めていくことにもつながるのではないかと思っております。地上

ではのそのそとしか歩けないのですけれども、本当は飛行機ですから、空を飛んだら

もっと速いのだとか、食べ物は何が好きなのだとか、そういうことも魅力を高めてい

く一つ、関心を高めていく一つではないかと思いますし、今のそらっきーはちょっと

太りぎみで、私と同じように運動能力が少し劣っているものですから、もう少し運動

能力を向上させるような、そんな改造計画でありますとか、ファッションセンスも、

今はまだ真っ白なだけでございます。あれだと、古い方に言わせますと「オバケのＱ

太郎と間違うね。」というような言い方もされますので、そういうファッションセン

スも磨いていかなければならないのではないかと。また、子供たちに言わせますと

「こいつしゃべられないの、会話できないの。」、そんなことも言われます。余りし

ゃべることがいいかどうかはわかりませんけれども、そんな御要望もありますので、

そういう視点も大切にしながら、町民の中にしっかりと認められるような、そんなキ

ャラクターに育てていきたいと、そのように思ってございます。頑張りますので、こ

れからも御指導いただきますようにお願いをいたします。 

 

◇議  長 ２番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 町長に御答弁をいただいたら、私がまた何か言わなければいけないものです
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から。確かに真っ白のそらっきーでも、先ほども言ったように３体ぐらいつくって、

女の子のリボンをつけるだとか、そういうことをしていただきたいというふうにお願

いをしておきます。それでよろしいでしょうか。 

 

◇議  長 はい。 

 

◇中堀議員 それでは、最後の庁舎内外の表示案内でございます。 

  足湯にしましたら、これは担当説明員の方も言っていましたけれども、観光客は目

的とせず、町民だけだということであの中につくったというふうに伺いましたけれど

も、だんだん利用人数も減ってきております。それだけ飽きられたと言うとおかしい

ですけれども、毎日来てくださる方もいらっしゃるのです。ですから、少なくなって

くるのは仕方がないといいながらも、そこへ観光客というか、観光客ではなくとも近

隣の町村の住民の方が来てくださったことで、すばらしいですね、いいお湯ですねと

いうふうな言葉で、大空町が人の口に上るということは大事なことだと思うのです。

ですから、初期の目的から外れるかもしれませんけれども、できることなら町民だけ

ではなく、他町村の方にも利用していただきたいというふうに思っておりました。で

すので、ぜひ私はひまわり温泉という公社が下げた、かけた看板の下に足湯と、こう

矢印をつける、たったこれだけのことでいいのではないかというふうに言ったつもり

ですけれども、課長さん、説明員の方は非常に道路交通法が抵触するとか、いろいろ

難しいことがあるようです。ですから、できることなら足湯の宣伝は確かに女満別研

修会館の中にもありますし、お風呂の足湯の前にもありますから、ないとは言いませ

んけれども、できることならもう少し目につくところへ、日の当たる場所へ出してあ

げてはいかがでしょうかということを言いたかったのであります。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 道路交通法に云々という話は多分なかったのではないかと思いますので、も

しそこのところがあるのであれば、後ほど何か問題点について私どものほうからしっ

かりと説明をさせていただきたいと思います。 

今まで何回となく中堀議員の御質問をいただいた中で、数多くのものを実施して

まいりました。私は、よく職員に町民を代表する議員の方々から一般質問があったと

きに、それをあれができない、これができないということで否定することがいいこと

ではなくて、いかにしてできるかということを考えることだということを話しており

ます。ですけれども、当然そこには自分たちがこういう効果があるとか、いろんなこ

とを考えた中で、自分たちとしても納得をした中でそういうところに取り組んでいく

ということを旨としておかなければならない。単に言われたからやるという、そうい

う主体性のないことではいけないというふうに思っております。しかし、今回のお話、

私なりにはまだ十分そういうような気持ちになりません。といいますのは、現在そこ

のところに表示はございます。町外の方々、ひまわり温泉なども多く利用されている

ということもお聞きをしております。そういった中で、当然そこに足湯の看板があり
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ますので、その中で御利用いただける方は当然御利用いただけているものというふう

に思います。ですので、今御質問の中から直ちにその道道において足湯の看板をつけ

るという気にならないということをお伝えしておきたいなというふうに思います。 

 

◇議  長 ２番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 足湯に、こればかりにこだわっていると、あと５分しかなくなりました。 

  確かに建物の中にあるもので他町村の方たちが来たときに、例えばあそこの老人福

祉センターの大広間で何か行事というか何か会議をやっていたと。そういうところを

見られるのも嫌なのかなというふうに思いますけれども、でもせっかくある……せっ

かくあるというか、すばらしい設備があるにもかかわらず、ちんまりと町民だけで使

用するというのは私はいかがなものかなと思います。町長と私はこれ以上言い合って

もすれ違うばかりですけれども、ひまわり温泉に他町村の人が来て、そこに足湯があ

るからと看板を見て、今お風呂へ入ってきて、また足湯へ入るなんていうことは多分

なさらないでしょう。でも、ああ、そうか、あそこには足湯があるのか、今度は温泉

に来る前にそこへ入ろうという方もいらっしゃるかもしれません。ですけれども、で

きることなら、せっかくある施設ですから、皆さんに使っていただきたいというのが

私の願いであります。町長は、これ以上足湯に関しては答弁ないでしょうから。 

  あとエレベーターの壁面の利用とかトイレの壁などは早速職員の方が……本当に早

速。確かに今町長が言われたように、私のこの３年間の議員生活の中で私が質問した

ことは小さな小さなことだったのですけれども、確かに質問をすると即やっていただ

きました。それがどうなのさと言いたいぐらい、今回のエレベーターの中とかトイレ

の壁などは私が言う前に、このトイレの消費電力のことは何遍も何遍も言っていたは

ずです。ですけれども、今まで、質問をすると言うまで何にも動いてくださらない。

きょう聞いた話で、掃除の方から聞いたのですけれども「こんな何か紙を張ってくれ

たけれども、中堀さんかい。」と。だけれども、これをせっかく目につくところに張

ってくれたのだけれども「やっぱりまだふたをあけっ放しだよ。」と。「トイレット

ペーパーもだらだらと長くしているよ。」と。「それをやるかやらないかは、その方

のあれですから仕方がないとしながらも、でもその方にはきっと今に気づくでしょう

から長い目で見ましょうよ。」というふうに答えましたけれども、せっかく消費電力

ラリーなどという格好いいことだけはやっていても、こういうことには気づかなかっ

たということを指摘しながら一般質問を終わります。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 足湯の関係については、決してほかの町村の方を排除するつもりもありませ

んし、大勢の方に使っていただきたいと思いますけれども、先ほど言った道道に足湯

という看板を掲げてまでたくさんの方々に入っていただくかと。今の状況でも今のと

ころ十分ではないかと、そのように判断しているということでございます。 

  庁舎内の表示物などについては、私どもの町のところの表示物、例えば庁舎でいい
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ますと各階に上がりますとどこどこにどの課があるとかいうような表示もするように

なりました。また、現在庁舎内は全面禁煙でありますとか、そういうような表示もさ

せていただいております。ただ、やはりずっとそこにいると、そういうことが当たり

前になってしまっていて、今言われたような御指摘のことなど、頭を通り過ぎてしま

っているようなところもあろうかと思います。北海道庁などへ行きますと、クールビ

ズ、ウオームビズなどのこともかなり書かれておりますし、トイレの個室の中に入り

ますと、過去何カ年かの、また毎月の使用電力量の推移なるものなども表示してあっ

て、そういうようなものを見ながら、ちゃんと説得をするというようなことで御協力

をいただくような、そんな工夫もしてあります。そういうところから見れば、まだま

だ私どもの施設、工夫の余地があるなというような気はいたします。今後とも御指摘

の点などについて意を払ってまいりたいと思いますが、また御指導いただきますよう

にお願いを申し上げたいとも思います。よろしくお願いいたします。 

 

◇中堀議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて中堀君子議員の一般質問を終了します。 

   ここで１０分間休憩します。 

 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時０９分 

 

◇議  長 次に、１番、品田好博議員の一般質問を許します。 

 

◇品田議員 議会中継ライブが始まりまして、２回目の定例会となります。ユーストリー

ム接続は、６００戸を超えているとのことでございます。どのような方々が中継ライ

ブを見ていられるか探ることはできませんが、見えない傍聴者の皆様の期待に応えら

れるよう、しっかりと町長の考え方及び政治姿勢を正してまいりたいと思います。 

  平成２５年第２回定例会に当たり、通告に従いながら質問をいたします。 

  第１題でございます。ごみの資源化率の向上の取り組みについて。ごみの資源化、

有効利用については、平成１７年度の一般質問、循環型社会の経済性、有機系生ごみ

の有効利用について質問して以来、２度目の質問になろうかと思います。生ごみの有

効利用について、当時給食センターから出る食物残滓と町営牧場のふん尿による堆肥

化を試験的にトライをし、その成分を鑑定してもらえないかと提案をいたしたわけで

あります。たしか１５万円程度の予算を頂戴いたしました。翌平成１８年２月、議員

協議会にその結果が報告されました。大変良好な堆肥だという報告であったと記憶し

ております。その後、時が過ぎ、平成２２年度より津別町の協力におきまして堆肥化

が実施されるようになり、当町リサイクル率、資源化率３５％を達成することになっ

たわけであります。私が再度議員となった年でもあり、大変感慨深いものを感じた年

でもあります。でき上がった堆肥は、町民皆様に還元され、ごみ処理の有料化に合わ

せた提言ではありましたが、この結果を大変うれしく思っている次第でございます。
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まちのおしらせ５月号に「まちのごみ処理事情」というタイトルで大空町のごみ事情

がわかりやすく解説されておりました。大変よい記事だと思います。議会事務局から

異動した職員が企画したものと感じまして、早いうちに通告をして準備をするように

質問する旨を告げたわけであります。私の町では、燃やせないごみの収集量が１，２

６８トンございます。まず、この内訳がわかれば教えていただきたいと思います。こ

の中で木質系のごみが多く含まれていると考えますが、そのウエートがわかるでしょ

うか。大空町一般廃棄物処理基本計画が平成２４年２月に決定されました。その中に

循環型処理システムの検討の中に剪定枝、落ち葉等の資源化など、本町に適した循環

型処理システムの検討をうたっていますが、どのようなことを念頭に置いているのか

お聞かせをいただきたいと思います。 

  ２題目に入ります。大空町観光整備計画策定の必要性はないのかのお尋ねでござい

ます。まず、東日本大震災後回復基調にある観光入り込み数でありますが、大空町の

観光入り込み数の現状とその課題について、どのように考えているかお聞かせくださ

い。特に道の駅は、入り込み数に占めるウエートが高い観光施設となっております。

停車場観光としての道の駅は、幹線道路沿いに２４時間使える駐車場やトイレ、また

地域の情報センター機能を備える施設として国土交通省が１９９３年に登録を開始さ

れたものであります。全国に１，０００カ所近くある道の駅でありますが、今や進化

し続けており、旅の目的地にさえなっている現状であります。そこで、我が町のメル

ヘンの丘、道の駅観光の平成２４年度入り込み数の減少の推移と現状の課題について

同様にお聞かせ願えればと思います。 

観光資源には、一年を通して観光客を集客する通年観光と季節限定的に集客でき

る季節観光といった分類もあろうかと思います。差し当たって、大空町の景観をメー

ンとする女満別湖畔は通年観光でありましょうし、東藻琴芝桜公園は季節限定観光と

言えると考えます。着実に観光地として発展していくには、この通年観光地としての

景観をベースメントとしての位置づけを確固たるものに整備をしていかなければなら

ないのではないでしょうか。大空町における観光１０カ年整備計画の策定が必要かと

考えますが、いかがでしょうか、お考えをお聞かせください。 

  ３題目です。見守りネット事業と孤立死の問題についてお伺いいたします。内容は

違いますけれども、前段同僚議員が同じ見守りネット事業の質問をなされました。角

度を変えて、平成２１年度から始められたこの見守りネット事業の実質的効果をお伺

いしたい。また、そこに横たわる課題がどういうふうに認識をされているのか、あれ

ばお聞かせください。 

見守りネット事業協力に関する協定の調印が各地区、各事業所の事業者の協力に

より結ばれることとなりました。不幸にも役場庁舎の目と鼻の先で孤立死という痛ま

しい事案がございました。事業主の機転でいち早くご遺体を発見できたものと考えて

います。そこで、どのような手を尽くしても独居の方の命をみとることは、施設や病

院に入所、入院していなければ、いつお一人で亡くなられたのかつかめない難しさが

あると思います。しかし、いち早く一分でも早く発見してあげなければと考えるわけ

でありますが、住民や事業主から寄せられた異変に素早く対応できる体制になってい

るのでしょうか。福祉課、住民課、社会福祉協議会が定められたマニュアルでこの一
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報が入り次第、情報を共有し、対応する、措置に動くというふうな形にできるように

なっているのか。あればお示しをいただきたいと考えます。 

  以上、３項目にわたって質問をさせていただきました。御答弁をよろしくお願い申

し上げます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 品田議員の一般質問にお答えを申し上げたいと思います。 

まず、１点目、ごみの関係からでございます。燃やせないごみは、平成２４年度

１，２６８トンでございますが、その内訳というものについては、町としては十分把

握をしておりません。現在は車で搬入をされるということでありますので、全て混在

状態の中で重量をはかっているということで、数値的にはお答えできないことを御理

解を申し上げたいと思います。しかし、御指摘の木質系有機資源と言われている、現

在燃やせないごみとして分類しているものが多数あることは事実でございます。枯れ

葉などにつきましては、主に埋め立て処理を行っております。木、それから枝類、こ

れらは別の場所に一旦堆積をいたします。ある程度の量がたまれば、委託により破砕

処理をいたします。何年かためまして破砕するわけでありますけれども、平成２２年

度においては、たまった分約６５１立方メートルの処理を行ったところであります。

これらは、埋め立てごみの飛散防止のための覆土にまぜて現在は利用しているところ

でございます。こういった枯れ葉でありますとか木、枝類の破砕処理をしたもの、長

期間経過をいたしますと腐敗も進みます。容積的には若干減少していくのではないか、

そのように感じております。しかし、そればかりではなくて、現在は枯れ葉でありま

すとか露地花壇から出る花殻などをまぜて、さらに木くずを混入させて堆肥化の試験

も行っている状況にあります。そういう中で、できるだけ次の活用というものにつな

げてまいりたいと、そんなことを思ってございます。しかし、こういったごみの関係、

リサイクルという言葉もありますけれども、ごみを出さないというのがまず一番有効

な手段であろうと思っております。広報などにも書かさせていただきましたけれども、

３Ｒの進め、１つはリデュース、つまりごみを出さない、もう一つはリユース、繰り

返し使う、そしてリサイクル、分別して資源に再生をする、この３つを基本として取

り組んでおります。そんなことから、飲食店や事業者の皆様にも啓発用のチラシを掲

示していただいたり、生活カレンダーへも掲載をさせていただく。また、広報の特集

号などで町民の皆様に御協力をお願いしているところであります。これらは、当然ご

みが少なくなるということから施設の延命や町の経費の節減にもつながるものと思っ

ておりますので、こういったものを町民の皆様と形をしっかりと定着させていくとい

うことに努力をしてまいりたいと、そのように思ってございます。 

  次に、観光の関係でございます。観光の入り込み数、定期的に報告しているものが

ございますが、ここ数年は８０万人ぐらいで推移をしてございます。平成２３年度は

８３万３，０００人、平成２４年度は８０万９，０００人ということでございます。

これで比較をいたしますと、約３万人程度減少をしていることになります。この集計

の方法でありますけれども、空港の乗降客数に一定の計数を掛けたもの、また女満別
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湖畔でありますとか朝日ケ丘公園、東藻琴芝桜公園、道の駅などは、そこの施設のカ

ウンターなどで人員を把握、カウントしたもの、それから各種イベントなどにおいて

は主催者の報告数、さらに宿泊の施設をお持ちのところからの聞き取り状況など合算

をして、毎年度上半期、下半期に分けてオホーツク総合振興局のほうに報告をしてい

るものでございます。道の駅の関係でございますけれども、先ほどおよそ３万人減少

ということで言いましたけれども、道の駅の利用で２万人減少しているというような

数値になってございます。これは、特に２４時間トイレの利用が２万人減少という数

字になってございます。原因といたしましては、キャンピングカーであの場所で車中

泊をされる方々がおりますけれども、その数が減少しているのではないか。いろいろ

な道の駅ができてきて、そういった方々が分散をしてきているのではないか、そのよ

うに受けとめております。また、通年観光についてのお話もございました。一つ一過

性のイベントということだけではなくて、自然資源を使っていかに滞在時間を延ばす

か、そしていろんな季節に受け入れを可能にするかということであります。町といた

しましては、いろんな関係機関と連携をしながら、例えばサイクリング観光などとい

うことで滞在時間を延ばす試みができないだろうか、そんな取り組みでありますとか、

さらには女満別湖畔、藻琴山散策など、野山を歩くためのガイドつきツアーというよ

うなものも必要ではないか。さらに、近年高まっております体験圃場、さらに既存の

町内のファームインなどと連携をする取り組み、そんなことも考えていきたい。一つ

の取り組みといたしましては、道の駅の隣接地に体験圃場的なものを造成していると

ころでございます。さらに、国内の人口が減る中で外国人の旅行者の受け入れという

ことも必要でありますので、これは通年観光ということにつながるかどうかわかりま

せんけれども、そういった方々を受け入れしていくためのソフト的な表示物、そんな

ものをしっかりと備えていかなければならないだろう。ホームページの多言語化など

にも取り組ませていただいているところであります。私どもの町は、観光資源には恵

まれているほうだと思いますけれども、ただ資源があるだけでは旅行者の方々になか

なか十分な時間の対応をしてくれるわけではございません。いろんなポイントをどの

ように結びつけるか、そしてしっかりと満足をいただくかということで考えますと、

先ほど言った自然ガイド、自然ツアーなどを行うためのガイド、人材の育成というも

のが必要になるのではないか。そういった方々を自前で育てていくということもあり

ますけれども、アウトドアの事業者の方々というところもあります。そんな方々と連

携を深める中で、この地域の魅力をよりしっかりと大勢の皆さんに伝えていくことが

必要ではないかと、そのように考えております。  

  観光の１０カ年計画のことについてお尋ねがありました。現在、本町の観光事業と

いうのは、大空町の総合計画の中に位置づけられているだけであります。しかし、総

合計画の実施計画、具体的な計画の中では東藻琴芝桜公園の整備でありますとか藻琴

山登山道の整備、さらにはイベントに係る経費を計上しているだけにすぎないような

状況になってございます。戦略的な計画というところまでは至っておりません。これ

は、福祉や建設、教育などにおいては国の関与の中で、施策の中でさまざまな計画を

末端までつくるように浸透させてきておりますけれども、観光については地域の独自

性に任されていると、そんなことからなかなか市町村段階で全ての市町村がつくって



‐88 -

いるということになっていないのではないかと思ってございます。今年度から第２次

に当たります大空町の総合計画の策定を始めるということとしてございます。どのよ

うな形というところまでは決めておりませんけれども、この中で観光についても総合

計画と年次を合わせた形でのしっかりとした指針になるものを考えてまいりたい、そ

のように思っているところでございます。 

  見守りネット事業の効果でございますけれども、地域にいらっしゃるいろんな方々

の困り事の相談を受けたり、また生活実態を行政側として把握することができるとい

うことが一つ利点としてあります。また、どのようなサービスを必要としているか、

そういう方々に対して各種の福祉サービスを紹介し、提供することができるかと思っ

ております。しかし、現状のところでいいますと、先ほど中堀議員の御質問にもお答

えしましたように、全ての世帯を訪問できていない現状にもあります。基本台帳の整

備がまだということで十分ではない。そういったものをまずしっかりとさせながら、

そしてさらには地域別、もしくは年齢別などのニーズというものも把握していく必要

があるのではないかと思っております。 

私は、見守りネット事業というものの目的というものは、地域や社会の中から孤

立状態をなくすこと。そのために話し相手になったり各種サービスの紹介、提供を行

うというようなものが主たる目的であると思っておりますが、一方で緊急事態が発生

した場合にいろんな方々、家族等との連絡をとるというようなことができる可能性も

ある事業だというふうにも思っております。緊急通報システムの導入とあわせながら、

こういったものを活用していく必要もあるのではないかと思っております。もし異変

などを感じることができた場合、またそういう通報があった場合などにおいては、基

本的な考え方といたしまして、プライバシーに配慮しながら早期に現状の状態を早急

に把握するということが第一であります。そうしまして、生命の危険があるような場

合については、例えば蘇生措置、救急通報、さらには火災などの場合であれば消防通

報などをしっかりとしかるべき措置をとるということが基本であります。ただ、残念

ながらその現場においてお亡くなりになっているような場合もあろうかと思います。

そんな中では、現場を保存する関係機関や関係者の方へ連絡をする、そういう基本的

な考え方のもとに対処していかなければならないものと思っております。ただ、状態

によって担当者が正直言って慌てることもあろうかと思います。また、人事異動など

で人もかわっていくところもありますので、そういった対応のための手引書というも

のを関係課や団体とともに備えつけていくことも必要であろう、そのように思ってお

りますので、それらについて早急に取り組んでまいりたいと、そのように思います。 

  以上、御答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 御答弁をいただきましたけれども、何か平成１７年度に質問したときと同じ

ような段取りから町長答弁がなされたことに少しがっかりしているところでございま

すけれども、出さなければ一番いいのは当然でありますけれども、出さなければなら

ない事情もこれはあるのも今日的なことでございます。理想的なことばかり言ってい
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ても、現実的にはごみが出てくる状況は誰もとめることはできないわけです。ここに

も書いてあるのです。生活していく上でごみの排出はゼロにはできません。だから、

分別をして小さくなってきているというのが今の現実だと思います。実際、分別は厳

しいけれども、それを踏まえてやっていく中で減量化になってきていると。そういう

中で、そういう有料で集めたものを資源化にしていく、そういう目標も北海道は立て

られておりまして、それが３０％となっておりましたけれども、当時私が質問したと

きはリサイクル率という概念さえなかったかに私は会議録を見て認識をいたしており

ます。生ごみを資源化したことによって一気に上がったという事実は紛れもないこと

でございます。 

  それで、私の質問でありますけれども、町長は木質系の、燃やせないごみの内容は

わからないという答弁でありましたけれども、それであるならば分析ができていない

ものをどのように処理をしてリサイクル率を向上していくというふうな一文を処理計

画の中に入れたのかと、こういう問いをしているわけでございますから、その辺間違

わないように御答弁を賜りたいと思います。リサイクル率向上対策をどう検討してい

るかという問いが私はこの中で大きいわけでありますから、町長の答弁の中にはそれ

はなかったやに感じます。 

  それと、落ち葉を埋めていると、これは私は関係職員から聞いておりません。これ

は、有料で集めているものでありまして、埋め立てをするために集めているものでは

ないのです。出している方々もそういうつもりでは出していないのです。それは、ち

ょっと問題あるかに思います。あとは、木材を破砕処理をして埋め立ての覆土に利用

をしている。あそこは埋め立て場ですけれども、そういう資源類を埋め立てて、それ

は事情はあるでしょう。それを使ってどんどん、どんどんあの中に入れていくという

ことは寿命が短くなってくるということですから、それよりもその資源化をやること

のほうがベストだろうと、こういうことでございますから、生ごみと同じようにこれ

も資源化の第１番目のものです。そして、逆に生ごみよりかは安易にできる。落ち葉

の場合は腐葉土、これは本当に簡単にできるはずです。そういうものをあれだけのス

ペースの中でやるぐらいのことは、そんなに費用はかからないわけであります。木材

を破砕してその中に入れるのもいいでしょう。そういうことを私は聞きたかったなと。

今回の補正予算には入っていませんでしたけれども、東藻琴では野菜を粉砕機で堆肥

化にするのだということで北海道の助成がありまして、それを入れるらしいですけれ

ども、私は破砕機を買って……今借りてやっているらしいですけれども、買ってでも

堆肥化をやるべきであろうと、私はこのように思っているわけです。それがどのぐら

いのウエートかわからない。それは、はからなくても大型の粗大ごみとガラスや陶器

やそういうものと、目視で大体わからなければ、正直言って話にならないのではない

かなと。私は、推定で２００トンは軽くあるのだろうなと。でも、生ごみは３００ト

ンと私は言った記憶がありますけれども、自分で計算をしてやったものです。ですか

ら、２００トンはあるだろうと。２００トンを資源化した場合、堆肥化にした場合は

どのぐらいあるのか、そういうことが検討というので、ベースメントの数字を握って

いないで、文章だけ一流のものをつくり上げるということは避けていただきたい。重

要な計画のものでも、そういうランダムさでは、ちょっと問題かなというふうな考え
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方をしているわけでございます。それについて、どのようにお考えか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 町が策定いたしました大空町一般廃棄物処理基本計画、この中にリサイクル

率を向上するというような一文があるというふうにおっしゃっておりますけれども、

どこのページにあるのか私にはわかりませんでしたので、そのことについて確認をさ

せていただければと思います。私どもの中では、この中では平成２６年度を目標とし

てリサイクル率を３０％以上維持すると、そういうような表現になっているかという

ふうに思いますので、向上させると、そういう一文があるということでしたので、ぜ

ひそこのところをまず御指摘をいただいて、御答弁をさせていただきたいと、そのよ

うに思います。 

（何事か言う声あり） 

 

◇議  長 今、品田議員に申し上げます。 

  ただいまの質問に対して、町長のほうから論点を明確にするため確認がありました

ので、どこに載っているかという、どの書類に載っているかということを…… 

 

◇品田議員 だから、それは反問に対するものは質問時間とならないから、私の質問から

とめてくださいということを言っているのです。時間が動きますから。わかっていま

すでしょう。 

 

◇議  長 わかっています。 

 

◇品田議員 向上対策を、したらしないということに、私がその一文をこれに探せと言っ

ていますけれども、この全体の流れはそういう流れになっているわけです。リサイク

ル率３０％を保持して、それでいいということにならないし、そのページの検討シス

テム、２９ページ……３９ページですか、循環型処理システムの検討、これは向上す

るための検討ではないのですか。循環型社会をより形成していく、そういう道筋でし

ょう。それは向上対策にならないのですか。そういう言葉尻をつかまえて反問されて

も私は困ります。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 リサイクル率の向上だけが私は全てではないと思っております。当然リサイ

クル率も向上させなければならないと思っております。ただ、一番いいのはごみその

ものを、これはゼロにはできませんけれども、出さないように工夫していくというこ

とも大切ではないかと。例えば食べ残しのものは生ごみになってしまいますけれども、

何とかみんなでそういうものを出さないように持ち帰ってご家庭で例えば食べていた

だく、そういう運動をする。さらには、いろんな包装物などもありますけれども、そ
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ういうようなものもできるだけ簡素化して、そういうごみとして出さないようにする

というようなこともやりながら、一方ではリサイクルに出るものはゼロにはできませ

んので、そういったものもできるだけリサイクルに回していく。その計画の中では、

３０％を維持するということにしておりますけれども、当然そういったものが高くな

っていくと。現状で平成２４年度では３４．５％ありますので、さらにそういったも

のを高めていくということは必要なことだというふうに思っております。ですから、

今その木質系のものなどについても堆肥試験などをやって、さらに単に今の埋め立て

ではなくて、リサイクルのほうに持っていこうという努力をさせていただいていると

いうことでございます。 

  また、葉っぱに料金がかかっていると思っていないということでありますけれども、

今の時点では過去の経緯などから燃えないごみとして収集をさせていただいていると

いうようなことがありまして、当然袋で出していただくときには燃えないごみで出し

ていただく。当然、その前段で料金をお支払いいただいているということは皆様方存

じ上げて、承知の上で出していただいている部分ではないかというふうに思います。

これも従来は同じ料金がかかるものでありますけれども、過去には燃やしていた経過

もございます。これは、平成１７年当時でありますけれども、当時東藻琴村、女満別

町、常呂町で広域でごみ問題に取り組んだときに、東藻琴の焼却施設において焼却を

させていただくということになりましたけれども、実際には草等に付着している土な

どが原因で焼却炉に負担がかかるということから、焼却施設での受け入れというもの

を中止していこうというような３町の合意がなされたことによって、燃えないごみと

いうような区分になったわけであります。しかし、さらにそういったものをただ単に

そのままにしておくということではなくて、いかに資源化していくかということで堆

肥化の試験も行っておりますし、今生ごみなどで津別町さんに搬入をしている部分も

あります。そんな中にどこまで木質系のものを入れることが可能なのか、そういう協

議も進めていきたいというふうに思ってございます。そういった中で、リサイクルと

しての資源化というものにも取り組んでいきたいと、そのように考えているところで

ございます。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 ちょっと寄り道をして時間をロスしているようですので、軽く済ませていき

たいと思います。 

  町長、今答弁をいたしましたけれども、試験化をしているなんていうことは我々総

務文教厚生常任委員は一回も聞いたことがありません。担当に聞いても、そういうこ

とははっきり聞いていませんから、そういう事業を推進しているのであれば次回にひ

とつ御報告をいただきたいなと、そのように思います。それで、１番目はわかりまし

た。長くなりますから。 

  あと観光についてでございますが……。 

 

◇議  長 品田好博議員、ちょっと待って。 
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◇品田議員 時間がないからいいよ。 

 

◇議  長 いやいや、ないということにならない、これは。 

  山下町長。 

 

◇町  長 燃えないごみなどを含めた木質系の堆肥化などの試験について十分承知して

いなかったということで、私どものほうで十分そういう情報を提供していなかった部

分かと思います。こういったものについても、また現場も含めてごらんいただけるよ

うに機会を設定していきたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 ２番目の観光計画の策定は必要ないかということですけれども、町長の答弁

はよくわかるのですけれども、補助金のつかない正確性のないものについては、なか

なかつくりづらいのだろうというふうな考え方をしておりますけれども、そうではな

くて、やはり観光がこれから担うべき地域の中での役割は大きいと。口をあければそ

ういうお話をされるわけでありますから、そういうものに対してはしっかりとした計

画を立てていくべきでないかということの趣旨でしたわけでございますけれども、今

入り込み数についてでございますけれども、東日本大震災後リカバリーしてオホーツ

クも上期においては３．２％増しているということでありますけれども、うちが若干

取りおくれているのか、どこら辺に問題があるのかという認識を聞きたかったのであ

りますけれども、微小な二、三万人の減少だからたまたまだろうということもあるの

であるから、大きな心配ではないかと思いますけれども。私も質問の中でも言いまし

たけれども、各地区ではやっぱり一生懸命、もっともっと一生懸命取り組んで道の駅

の変わりようといいますか、それも北海道の道の駅のベストテンも出ておりましたけ

れども、オホーツク管内では留辺蘂、美幌、網走という形で続々進化を遂げているわ

けであります。その中の女満別の位置づけを考えてみると、今のお客さんは目的のと

ころでなければ行かないと。それでなくとも道の駅というのは停車場観光です。トイ

レタイム観光なのです。それを観光施設と呼んでいいかどうか、この辺は大いに問題

があるのですけれども、たまたま国道３９号線でつくっておりますから、かなりの入

り込みがあるように思いますけれども、それ自体観光というふうに思っていいのかど

うかという問題があるわけですし、あれは公共施設でありますから、役場でも使う、

町長さんの後援会でも使う、いろんなことでも使ってやっているわけで、カウントが

ちょっと観光客かわからないところがありますけれども、とりあえず女満別にとって

は、いわゆる２０万人というものですから、一番大きいウエートになっているわけで

ございまして、空港に準じる、上を行くというものでございまして、ほかのポイント

テンでは夏まつりを除いては１万人を超えるものというのは、そうざらにないのであ

ります。あとは売店です。停車場売店でございますから、その辺が全て観光というこ

とで捉えるかどうかということも問題がありますけれども、ほかの施設と違って目的
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的なものがないなという感じ方をしているわけです。だから、私は通年観光というも

のを出したということは、フルシーズンですから、春夏秋冬の景観のすばらしさ、こ

んなものが女満別の財産であろうと。大したものはないけれども、美しいと言ってく

れた黒澤先生もおられますし、某新聞では２年ごとに女満別地区の朝日ケ丘、ゴッホ

と黒澤の関係というものを常に特集を組んでいるという某新聞もございます。ところ

が、うちではそういったものの観光資源をどのように捉えるかということになってく

ると、甚だ積極性がないのではないのかなと。例えば、平成２４年度、この女満別地

区の入り込みの中で目を見張るのは、朝日ケ丘が１３７．７％の伸びをしているので

す。その次は女満別湖畔です。女満別湖畔はめまんべつ観光夏まつり、キャンプ、ワ

カサギを抜いて、シジミ、夕涼みといいますか、休んでもらうという女満別湖畔、そ

れだけで３万４，５８０人。何もないのです、シジミだけなのです。めまんべつ観光

夏まつりは入っていません。それが１１２．３％です。宿泊が若干ですけれども、伸

びて１０３．８％と。これは、何を意味しているのか。言い方が悪いですけれども、

そんなに金を突っ込んでいないけれども、伸びている。そうしたら、朝日ケ丘公園、

それだけ充実しているのかといったら、そうではない。何を求めていらっしゃるのか、

私はあそこに２４時間いたことがありませんからわかりません。それならば、普通で

あれば、よし、あそこにニーズがあるなと思ったら、あそこで何があったのかという

歴史的なものを調べたときに、ロケがあったものの写真とかスチールとか、いろんな

部材が残されているか私はわかりませんけれども、図書館にあるというふうな話を聞

いています。あの写真や、それだけでもネガはあるでしょうから、黒澤ルーム、記念

ルーム、館とは私は申し上げません。ルームでいいです。掘っ立て小屋でも結構です。

プレハブでも結構です。そういうものをトライして見せて、どのぐらいの反響を呼ぶ

のかお試しを願いたいなと、そんな考え方を持っています。女満別湖畔でも、もっと

もっと磨けば輝くものはあると思います。力点が若干違うのかなという感じをこの数

字を見て思うわけでございます。必ず長い間やってくると施設は飽きられます。でも、

自然や景観というものはそんなに飽きられるものではないわけで、そういう観点を持

つ。これは、北海道ならではです。それも世界的に有名な先生がどこにもなかったと、

この大地にあったと、激賛していただいた土地を我々住んでいる者がわからないとい

うことは悲劇であります。たまたま今財布の中にこれが入っておりました。町１００

周年の記念のテレホンカードです。ゴッホと麦畑のあれです。私は、これが大好きで

いつも持って歩いています。東京の知人と会うときは必ずこれを見せます。そういう、

やっぱり自分のいいところ、住んでいればわからなくなりますけれども、やっぱりそ

れを探ろうとする、自分の観光資源を探る。何を喜ばれるのか、それが僕はこういう

ものの分析だと思うのです。でも、これは観光協会も渡っていません。新聞にも、我

々は女満別新聞はないですから、私は美幌新聞で入手している限りで、そんなに出な

いデータなのです。でも、観光に関係している人方が見ていないということも事実だ

と。データはいっぱいとっているけれども、ほとんど町民はわからない。これは、無

理して職員にとってもらいました。まだ１年間の分は公表になっていないはずです。

そういうことをやっぱり自分らでやっていることから分析をしようという、そういう

気持ちが、同僚議員ではないですけれども、大事なのだという気持ちであります。御
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答弁をお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 １点目について、何か勘違いをされているのではないかと思いますが、福祉

や建設や教育などについては国の施策を末端まで浸透させる意味で市町村もこんな計

画をつくりなさいと、そういう指摘がありますけれども、観光は今まで地域の独自性

に任されてつくってこなかったと。ただ、私が先ほど御答弁を申し上げましたのは、

今年度から総合計画の策定が始まるわけであります。その中で、しっかりと地域の観

光というものの位置づけを担っていけるような、そんな指針、計画というようなもの

もあわせてつくっていきたい、つくるということを申し上げたつもりでございますの

で、その点については御理解をいただきたいと思います。 

また、いろんな地域での入り込み客数など、その中から魅力をきちっと分析をし

て、力の入れるところについては積極的にということでの御指摘であったかと、その

ように思います。私どもの分析が十分でなく、力の入れ方というものがなかなかわか

りづらい。逆に言うと、十分捉え切れていないというような御指摘だったかというふ

うに思いますので、もう一度そういった人の流れというものの数字なども十分勘案を

して、どういう取り組みにつなげていくことがより効果的なのか、しっかりともう一

度分析をしていくように努力をしたいと思います。 

  １点確認でございますけれども、フルシーズンという中に、そんなすばらしい館で

なくともと、ルームでもいいということでのお話もありましたけれども、そういった

ハード的な施設も必要ではないかというような御質問であったのかどうか、もう一度

確認をさせていただければと思います。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 ハードなものというふうな考え方のお願いだけではないわけです。例えばの

話をしたらよろしいかと思いますけれども、網走市について言いますと、網走市は自

然的に厳寒の地でありまして、オホーツクの厳寒の地で流氷のある町です。それを見

ていただければ、それは季節観光でいいわけです。それでも網走市はなお流氷の通年

化概念を高めようとしてオホーツク流氷館をつくった。こういうことを言っているの

です。ワンシーズンのものを通年化で客を呼び寄せるという。それは、入れない刑務

所を刑務所監獄館という形でつくる、そういう手法を言っているわけです。私どもは、

そういう面ではないということは事実だと思うのです。誘導がない。例えば博物館一

つとっても、いろんな遺跡はありますけれども、決して博物館ではない。人が来ると

ころはない。他人が来ても連れていく場所がない。そういったものの欠如はあると。

つくれとは言いませんけれども、積極的に出そうとするのはみすぼらしくても、そう

いうプロセスがあっていいのではないだろうかということを言っているのです。５億

円も６億円もかけてやれと、私は決して言っているわけでないのです。いろんなトラ

イの仕方があるだろうと言っているわけです。でも、うちの町で欠けていることは、
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これは間違いないです。それでも教育と文化の町とうちの町は言われ続けてきている

ことも事実であります。そういうことです。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 壮大だということではないにしても、いろんな資源を、例えばシバザクラを

別な時期に来ても見られるような、女満別湖畔のいろんな自然が観察できるような、

またいろんな地域の四季折々のところを見られるような、多分そういうようなことな

ども想定されているのではないかなと、そのように受けとめました。そういうことを、

どこに力を注ぎながらということで、年間を通じていろんな滞在が長期間になるよう

な可能性を探っていくべきというような御指摘であろうかというふうに思います。先

ほど言いました、どういうような人の流れに今なっているか、その分析とあわせて、

そういうフルシーズン、滞在を長期化させていくような視点をさらに加えながら考え

てみたいと思っております。今、私なども担当といろいろ話をしている中では、先ほ

ど言った自然のことについては女満別湖畔の入り口に、もしくは藻琴山登山の入り口

にそういうネーチャーセンター的なものがあって、四季折々の自然を紹介できるよう

な、そういうものがあってもいいのではないか。さらには今、品田議員が言われた農

村景観などもしかりかというふうに思います。そういうような発想も持ちながら努力

をすることをお約束申し上げたいと思います。また、計画策定に当たっては、さまざ

まな視点から、また立場から御指導いただきますようにお願いを申し上げたいと思い

ます。 

 

◇議  長 ここで昼食のため休憩いたします。 

   再開は午後１時。 

 
休憩 午後 ０時０２分 
再開 午後 １時００分 

 
◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
   日程第２、一般質問を続けます。 
  １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 引き続いて質問になりますけれども、先ほど網走市の話を例に出しましたよ

うに、留辺蘂の山の水族館、一夜にしてなし得たことではないことは皆さん御存じだ

と思います。大変な御苦労の中であれだけの評価を得ている水族館、全国にも驚くべ

き実績となったわけであります。その前段では、旭山動物園、これまた全国の動物園

に多大なる動態的展示という形を訴えた革命的動物園であります。それが北海道でな

し得た、大変意義深く感じているわけであります。そういう意味で、女満別でもなし

得ることはある、そういう観点での質問であったと私は考えておるわけです。いろい

ろお話をさせていただきましたけれども、やはり景観しかない、それも滝をつくるわ
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けにもいかない、谷をつくるわけにもいかない。景観にないものねだりはできないの

であります。知恵を出し、ストーリーをつくり、整備をしていく、それを計画してい

く。女満別、東藻琴の要所、ポイントを見て回って道の駅、また道の駅で得た情報で

そのスポットを回る、このストーリー性は私はずっと町長と論議をしてきたところで

あります。そのストーリー性は、今なし得ているのか。投資したものが無残に横たわ

っていないか。また、始めた企画がなぜ外れているか、そういう分析を厳しく問うて

いかなければならないのではないだろうか。失敗はつきものだよと。攻撃すれば失敗

もあるのだ、そういう自分よがりな結論で締めくくれば発展はありません。そんなこ

とで、観光について私はそういう提言をしたということでございますので、御理解を

賜りたいと思いますけれども、全般を通じて町長の考え方をもう一度聞きたいと思い

ます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今の総合計画の中には、東藻琴芝桜公園の整備でありますとか藻琴山の登山

道の整備、また今までやってきておりますイベントの経費計上ということだけで、戦

略的なものはございません。当然いろいろなポイントを一つのくくりの中で関連づけ

て滞留を促す、滞在時間を延ばしていくというような形にはなっておりません。そん

なことから、観光における計画を策定して、そういうストーリー性のある戦略的な観

光に取り組んでいくという必要があろうかと、そのように思います。現在、総合計画

の策定にかかろうという段取りをしております。その中で、観光という分野において

は特筆すべき計画というような位置づけにしていきたいというふうに思ってございま

す。それをもとに戦略的に進める観光というようなものに取り組んでまいりたいと思

いますので、今後とも御指導、また御指摘、アドバイスをいただきますようにお願い

を申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 １番、品田好博議員。 

 

◇品田議員 残すところわずかでございますけれども、３番目の問題でございます。 

  見守りネット事業の効果、これは見守りをなさっていただける３人のお方の、いわ

ゆる行動です。何軒回って何をなし得たか。福祉サービスのニーズに応える、その人

のニーズに応えることはあったのか、ワンポイント。これからの計画についてのお知

らせがあったのか、ツーポイント。緊急通報システムを利用してもらえたか、スリー

ポイント。そういったことをきちっと対応記録に残しているのか。そういったことが

大事だろうと私は思うのです。その中で、緊急通報システムで実績があったのか、助

けられたか、そういう通報はあったか、投資をして、それだけ戻ったかというか、お

金をもうけるわけではないですけれども、その実績があったのかどうか。そういった

ことの効果という意味でございますので、その辺の考え方を聞きたい。 

  もう時間がございませんから、異変通報に移りますけれども、同時にお答え願いた

いと思います。これは、孤立死の問題を直接お伺いするものでございますけれども、
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例えば異変があった、第一報があったと。それが関係各課にすぐさま共有できる。そ

して、町長の言ったとおりに把握に努める。それも短時間ですね。それを町営住宅で

起きた事案なのか、戸建てで起きた事案なのか。町営住宅であれば入居保証人、いろ

いろな身内の確認、これは安全安心カードの確認ですね、それをもってこれはと思う

場合は同時的に短時間で当該入居者の情報確認に入る。消防関係、警察…… 

 

◇議  長 品田議員に申し上げますけれども、発言時間が超えておりますので、まとめ

てください。 

 

◇品田議員 若干の時間を御容赦願えればと思いますので、ここで切って何も意味がなさ

れないですけれども、よろしいですか。 

 

◇議  長 ですから、早くまとめてくださいと言っているのです。 

 

◇品田議員 今やっている最中ですので、１秒、２秒、３秒ぐらいいただけるものだと、

寛容力のある議長さんの御判断をいただきたいと思います。 

  民間住宅または戸建ての場合のあり方、これは近所、隣人、自治会長に連絡、親戚

等身内の確認、また借り間であれば家主様の了解、そういったマニュアルがあって初

めて施錠を開錠することができるし、いち早く万が一の場合は発見できる。今まで私

が記憶にありますのは、五、六件がそういうことがありましたけれども、そんなに早

いことではありませんでしたけれども、そういう対応がいまだかつてマニュアル化さ

れていないのかどうかというお尋ねでございますので、しっかりしたものがあるのか

どうか、それを御確認したいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 見守りネットの効果ということでございます。先ほど言いました基本台帳と

いうものをまずつけております。その方の日常生活がどうであるか、病院にかかって

いるのかいないのか、どのような福祉サービスを受けているのか。また、もしものと

きの連絡先はどういったところがあるのか、そういう基本情報をまずお聞きをして台

帳として整備をし、そのほか日常的に困っているようなことがないのか、そんな相談

に乗りながら、また介護のサービスなどを使うような場合については紹介をする、つ

ないでいく、そういうようなことをさせていただいております。そういう訪問記録と

いうものを作成して、それの積み重ねによって社会の中から、地域の中からの孤立を

防いでいこうという形で取り組ませていただいてございます。それが今まではなかっ

たということを考えますと、大きな成果ではないかと、効果ではないかと思います。

また、このことの事業をやるようになりまして、さらには東日本大震災のような大き

な災害に日本がぶつかるというようなこともあって、高齢者の方々だけでお住まいの

方、独居の方々、そういう方々の情報を地域として、また行政としてしっかりと把握

しておかなければならない、そういう機運が高まり、行政も取り組み、また地域の自
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治会なども取り組んでくださっているものと、そのように思います。そういうことの

発端をつくったという意味からも、見守りネット事業の意義というものは大きいので

はないかと、そのように考えてございます。今後こういった事業の充実を図ってまい

りたいと、そのように思ってございます。 

  また、孤立死という言葉が出てまいりました。私は、孤立死という定義について、

今社会で問題になっている大きなところは、単にお亡くなりになるとき、なったとき、

そばにどなたもいらっしゃることができなかったということ以前に、社会としてのつ

ながりを、また地域としてのつながりを絶ってしまって、その関係がなくなった中で

孤独に、また孤立状態で最期を迎えられるというようなことではないか、そのように

感じております。ですので、見守りネット事業のその本来の目的というのは、単に安

否を確認するというところを一番にではなくて、いろんな方々とのつながりをつくる、

その発端をつくるのだというところをまず第一の目的としてやっていかなければなら

ないものと、そのように思ってございます。ただ、先ほど言いました状況においても、

どなたもそばにいない中で旅立たれるということは大変寂しく悲しいことでもあろう

かと思いますし、そのことが時間を経過しなければ周りの方々に伝わらなかったとい

うことも大変寂しいことだというふうに思います。そういった状況をできるだけなく

していく、そういうためにはいち早い発見、気づきというものが必要になろうかと思

います。そんな中で、お住まいの状況、環境下も違うかと思いますけれども、また親

戚の多い少ない、近くにいらっしゃる、いらっしゃらない、いろんなことがあろうか

と思いますけれども、そういうような情報をしっかりとまとめながら対応する、そう

いう手引書というようなものも必要だというふうに思っております。今現在は、基本

的な考え方はあるものの、手引書という形でしっかりとまとめ上げたものはありませ

んので、そういうものを関係機関の皆さんと一緒に早期につくるように努力をしてい

きたいというふうに思ってございます。そして、お互いの関係機関が持つことによっ

て、その気づきを早める。何かあったときの対応を迅速にとり行うことができるよう

にするという状況をつくってまいりたいと、そのように思いますので、これからも御

指摘いただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇品田議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて品田好博議員の一般質問を終了します。 

次に、５番、齋藤宏司議員の一般質問を許します。 

 

◇齋藤議員 平成２５年第２回定例会に当たり、通告書に基づき、一般質問をさせていた

だきます。大項目として１点について質問をさせていただきます。 

  宅配、便利サービス事業についてです。先般、美幌町では、商工会議所が中心とな

って町内にお住まいの高齢者や障がい者の方、病気や子供が小さくて出かけにくい方

など、日常の買い物に不自由な方々を対象に商店街宅配事業を昨年１１月から実施し

て、利用者から大変喜ばれているということです。宅配便利サービスの利用者がふえ

ることによって商店街の活性化にもつながり、ひとり暮らしの高齢者や定期的なサー
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ビスの提供ができれば、見守り訪問の役割を兼ねることもできると思います。昨年１

２月の第４回定例会にて地域の暮らしに安心を届け隊。これは、あくまでも私案なの

ですけれども、について質問をしましたが、その後の検討状況と今後の課題について

伺いたいと思います。 

  以上、町長に答弁をお願いし、１回目の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 齋藤議員の一般質問にお答えをしたいと思います。 

  宅配、便利サービス事業ということで昨年の１２月に一般質問をいただきました。

こういったものが充実されることによって見守りというような視点も生まれてくるの

ではないか、そこの充実につながるのではないかという御質問かと思います。現在の

見守りネット事業、前段の御質問にもありましたけれども、もう一度お話を申し上げ

たいと思います。高齢者の方々、また障がいを持つ方々の情報を把握して、地域や社

会の中からの孤立を防ぐということで行政や関係機関の皆さんが連携をして適切に支

援を行うということを目的としてございます。また、昨年度は２名体制でありました

けれども、十分に回り切ることができなかったことから、ことしは１名増員をしてい

るところであります。話し相手となったり、必要なサービスを紹介、提供していく発

端の役割を担っているものと思ってございます。今、平成２１年度からスタートした

事業ということで、サービスにつなぐということの状況をやらせていただいている状

況で、今時点ではそれ以上のサービスの提供ということになってはおりません。こと

し増員をして、やっと全家庭をしっかりと回る基礎をつくろうということで取り組ん

でおりますので、そのところの入る中で今年度については進めさせていただければと

思っているところでございます。 

  また、宅配サービスということで、美幌町などでは地域の商店街、商工会議所なの

でしょうか、そういうところと連携をして、お宅にいろんなものを配達する、また依

頼を受けて配達を行うというようなことを行っているようでございます。私どもの地

域においても、買い物弱者というような呼ばれ方をする方々が出てきているのではな

いかと思っております。これは、高齢者を中心に一般的には増加をしてきているとい

うふうに言われておりますし、私どものような地域においては商店が減少傾向にござ

います。そんなことから、高齢化とそういった商工業機能が縮小する中で支援が必要

な方々というところが多くなってきているというふうに思います。これは、見方から

すれば対応していく施策は福祉施策であるという言い方もできますし、一方では地域

の経済の活性化対策を担う有効的な手段ではないかというような二面性を持っている

のではないかというふうに思います。消費者の皆さん側から見たニーズと、それから

商店側のサービススタイルをどのように合わせていくか、マッチングさせていくかと

いうことが鍵になるというふうに考えてございます。現在いろいろな町内の組織の方

々がこの対策について検討してくださっております。町といたしましても、単に様子

を見るということではなくて、そこに一緒になって個別に検討している内容などにつ

いて結びつけていけるような、そんなコーディネート役をしていかなければならない
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ということで担当課ともども動きを開始していきたいというふうに思っております。

まだ各団体における進捗状況でありますとか取り組みの目的などについての温度差な

どもございます。そんな中で、十分な進展は見られておりませんけれども、しっかり

とコーディネートを町としてしながら、こういったものの実現に向けて努力をしてま

いりたいと、そのように考えているところでございます。今後とも御指導いただきま

すようにお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 町長からの答弁ありがとうございます。 

  去年１２月に定例会でこの件は質問をさせていただきましたけれども、去年言った

のは、こちらから車に商品を積んで移動購買という形はどうなのだろうという質問だ

ったと思うのですけれども、今回の美幌町の件は、逆に皆さんから注文をとって、そ

れで対応している。宅配サービスをしたらどうだ、そういう形で事業が進んでいます

ということなのですけれども、その中で美幌町で一番注目したかったのは、宅配と便

利サービス、２つに分けて考えているのですけれども、宅配では食料品とか日用品、

衣料品などの買い物がメーンなのですけれども、便利サービスのほうでは香典を届け

たり、またゆうパックとか、あとお歳暮とかお祝いの届け物、それは１回１００円、

そういう決まりで進んでいるのですけれども、それもそれぞれ一般からの登録制度に

よって行っているということなのですけれども、大空町もそらっきーカードが大分浸

透してきましたけれども、美幌町もびほろスマッピーカードだったかな、そういうの

が入ってもおります。その中で、商工会議所とタイアップしてこういう事業を始めた

ということなのですけれども、大空町も今聞いた中では確かに福祉関係がメーン、買

い物弱者というのはメーンなのですけれども、その中で商店街の活性化ということに

注目した場合、その辺についてなかなか、シャッター街がふえているのですけれども、

そういう形での業者の働きかけというのはどのようなものなのか、その辺をちょっと

お聞かせ願いたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 買い物するための移動手段、また買ったものを運ぶ手段などが大変だという

ようなことで、こちらから荷物を積んでいって、現場へ行って売ってくる。そこで買

ってもらうというような考え方、移動購買もありましょうし、例えば今の時代ですの

で、チラシ、もしくはインターネットなどで商品を紹介しておいて、そして依頼のあ

ったものを宅配するというような考え方もあろうかと思います。美幌町の例などを聞

きますと、そういうような食料品、日用品の宅配というものは、それなりに品物を提

供する側の層がしっかりと拡充されていて、厚くなっていて、初めて効果が出てくる

というふうにも思います。そんな中では、まだ担当者レベルで確認をさせていただい

た中では、もう一歩そちらのほうは課題があるかなというようなことであります。一

方で、いろんな便利サービスを提供するということについては、非常に引き合いが多
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いというようなことでありました。私どもの町で、先ほど各機関などについていろい

ろ検討をいただいているということでありますけれども、福祉的な面からいいますと、

社会福祉協議会などでそういった便利サービスも含めて、そういう対応がどうだろう

かというようなお話もあります。また、商工会でありますとか、さらには個店、個別

の店舗、さらには、Ａコープさんなども一部配達作業をしているというようなところ

もあります。商工会との兼ね合いもありますので、そういうすみ分けが必要になる部

分の課題などもあろうかと思いますけれども、そういうところが今検討に至っている

かというふうに思います。先ほど言いましたように、目的などが少しずつ違っていた

り、温度差もあるということで、そこをいかにしっかりと結びつけて、共通のテーブ

ルで議論をしていくかということではないかと。その役割を町として担いながら形を

１つずつ詰めていきたいと、そのように考えているところでございます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 今町長の答弁、おっしゃるとおりだと思うのですけれども、実際大空町の高

齢者というのは恐らく、全国で２１％の高齢者と言っておりますけれども、大空町は

たしか２４％でなかったかなと思っております。その中で、実際に買い物弱者、高齢

者、障がい者、いろんな子育ての人、その中で実際に買い物に不便を感じている人た

ち、その人たちがどのぐらいいるのか、そういうアンケートをとってもおもしろいの

かなと思っております。その中で、実際にアンケートをとって、やっぱりこういう点

が必要なのかと思うと、さっき温度差があるとおっしゃったのですけれども、もう少

し拍車がかかるのかなと思っております。その辺、もう一度お願いいたします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 アンケートなどについては、例えば地域の高齢者の方々の交通手段を確保す

ること、また農村部にお住まいの方々などのインターネット環境がどうであるか、そ

んなこともいろいろ町民の方々に聞いてみたいところはたくさんございます。総合計

画の策定段階に入ってまいりましたので、そういうような町民アンケートという中で

さまざまな項目がありますけれども、そういうような中で町民意向というものを把握

する手法もとれればというふうに思っております。具体的にどの程度、どういった地

域の方々が、どういった年齢の方々が買い物にご不便を感じているかということで、

具体的に今把握したものはございませんけれども、さきの移動交通の乗り合いタクシ

ーの試験などから考えますと、農村地域にお住まいの方々というのは、とりあえず今

自分で運転をされるとかご家族の方が運転をされるということで、移動手段も逆にそ

ういう地域の方々のほうが持っていらっしゃるというような側面もあるようでござい

ます。一方で、市街地の、特に商店のところから遠い周辺地域にお住まいの方々など

が交通手段もなく、また買い物をしたときに重たい荷物を持つというようなことで、

大変だというふうに負担を感じている部分もあるのではないかと。そんなことから、

交通手段、乗り合いタクシーの試験のときもそういう周辺のところからの要望という
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ものが少なからずあったということではないかと、そんなふうに感じているところも

ございます。ですので、そういうところの地域を中心に、まずいろいろな形の中で意

見をお聞きするというような機会もつくりながら、その要望、ニーズというものの把

握をしていって、この検討の中に取り込んでいきたいと、そのように考えるところで

ございます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 前段の町長の答弁の中で見守りネットの絡みもお話ししていただきましたけ

れども、自分も高齢者、特に見守りの対象者が先ほどの前段の議員の説明では７００

人、また緊急通報システムを使っての１０６世帯、そういう形で特にそういう弱者が

かなりいるのだなというのがよくわかりましたけれども、その中で一番思うのは、割

と担当者だけがわかっている、民生委員もわかっていると思うのですけれども、地域

的には余りわかっていないのかなと思っております。これは、福井県福井市の例なの

ですけれども、地域自治会で地域支え合いマップというものをつくっているそうです。

これは、地域ごとにいろんな、こういう方が自分の地区にはいますよとか、地域の中

で話し合ってそういうマップをつくって、どこに誰が、どういう人がいるのかとすぐ

わかるようなマップをつくっているということだそうですけれども、さっき３人体制

でやっておりますと。まだまだ人は足りないと思うのですけれども、見守りネットで

すけれども、その中でいろんな相談事はされていると思うのですけれども、その中で

恐らく買い物についても相談をされているのではないかなと思います。その中で、や

っぱりなかなか人を増員してというのも限りがあると思うのですけれども、それを民

生委員の方とか、特に自治会の方とか、そういう方たちも絡みながら、絡ませながら

進めて、地域にどういう方が住んでいらっしゃるのか、そういうマップも必要でない

のかなと思います。 

もう一つ、室蘭市なのですけれども、高齢者をたすけ隊、また高齢者を見守り隊、

そういう形でいろんな形で、これもやっぱり自治会と絡めてそういう高齢者対策をし

ておるところです。そういう形で、これから単純に宅配便利サービスと言ったのです

けれども、これからどんどん高齢化が進んで、自分もその部類に入ると思うのですけ

れども、その中でやっぱり将来自分の言い分というか、どういうふうに言ったらいい

のか、誰に相談したらいいのか。子供たち、家族がいるうちはいいのですけれども、

その人方がいなくなった場合、本当にひとりぼっちになった場合、どういう形で対応

していただけるのかな。そのためにも、早目に自治会ぐるみで、またそういう民生と

かそういう形でどうなのかな。マップとか、そういう組織をつくったらどうなのでし

ょうか、お願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 今のその地域マップ、その中にどういった方々がどのような状況でサービス

を必要とされているか、そういうものが地域の方々もわかればということかと思いま
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す。現在も自治会連合会で安全安心カードの普及を進めていてくださったりしており

ます。そういう中では、地域の中にお一人でお住まいのような方々がどのような状況

か、ご本人の了解をいただきながら、そういった情報を開示して地域の中で共有して

いくというようなことにもつながっていっているのではないかと。それを一元化して

まとめたものが、今議員が言われるマップと言われるようなものにつながっていくの

ではないかなと思っております。ただ、全ての自治会でひとしく今取り組めていると

いうような状況でもないようでございます。先ほど言いましたように、見守りネット

事業がスタートし、さらには東日本大震災などの大きな事象があったことを受けて、

こういうようなものが必要だと。さらには、福祉分野においてもそういう孤立死と言

われるようなことがふえてくる中で必要だと。社会全体がそういうようなものを今欲

しているのだというふうに思います。いろんな方々の御尽力をいただきながら、そう

いう完成品ができるように努力をしていかなければならないなと思ってございます。

そんな中で、見守りネット事業の基本台帳などの果たす役割というものも大きくなっ

てくるのではないかなと思います。ぜひそういう形がとれるように今後とも努力して

いきたいと思いますので、御指導いただきますようにお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 ５番、齋藤宏司議員。 

 

◇齋藤議員 これで質問を最後にしますけれども、今町長の答弁で、もうそれに尽きるの

ですけれども、これからどんどん高齢化が進み、本当に日本は特に少子化も進んでお

ります。その中で、一体自分を誰が見てくれるのだろうと、そういう心配ばかりして

おりますけれども、その中でやっぱり基本になるのは隣というか自治会なのかなと思

っております。その中で、やっぱり行政と自治会、そして我々町民が一緒になって、

その中でどう将来、大空町を生かしていくのか、その辺について検討して進んでいけ

ればいいのかなと思っております。これで最後にします。 

  以上です。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私なども最近そんなことを考えるようになりました。山奥の中に住んでおり

まして、子供たちが出てしまって夫婦２人であればまだいいのですけれども、どちら

かが欠けて本当に１人になっていくと、あの山の中で本当に過ごせるのかなと。その

とき社会がどんなふうになっているのかというようなことで不安を抱くところも正直

ございます。自分の身に置きかえていくということが一番身近に感じられて、いろん

な行動に移しやすいものだというふうにも思いますので、自分自身であればどんなこ

とを考えるのかというような視点も抱きながら、これからそういう体制づくり、仕組

みづくりというものに努力をしていきたいと、そのように思いますので、今後ともど

うぞ御指導賜りますようにお願いを申し上げます。ありがとうございました。 

 

◇齋藤議員 終わります。 
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◇議  長 これにて齋藤宏司議員の一般質問を終了します。 

  ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時３４分 

再開 午後 １時４４分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

   日程第２、一般質問を続けます。 

  次に、１０番、小島一弘議員の一般質問を許します。 

 

◇小島議員 一般質問、再開して２回目でございます。午前中から同僚議員と町長のやり

とりを聞いて、非常に真剣勝負で活気ある議会を実現できているなと、このように感

じているところでございますが、お互い町のために発言をしているわけでありますか

ら、余り気色ばったことでない形で、私も気が小さいほうですから、萎縮をいたしま

すので、よろしく御答弁のほうをお願いいたしたいと、このように思っている次第で

ございます。 

  通告に従って一般質問を開始する前に、６月１３日に先住民の少女の人骨に対する

慰霊碑の除幕式が行われております。長年の課題が解決されて、正直言ってほっとし

ているということでございますが、これにつきましては大空町郷土・歴史文化保勝会

のほうで事業を進めたということについて、いろんな見方があるかと思います。町長

並びに教育長も同席をしていただきました。感じるところがあったはずだと思ってお

ります。 

  さて、通告に従いまして、質問を開始いたしたいと思います。安倍内閣の骨太方針

素案、６月７日付で北海道新聞で報道されたのを目にいたしました。このことにつき

まして、一部の報道機関の論評によれば骨がないとかという話もありますが、私など

は心がハートがないという印象を実は持っている次第でございます。このことにつき

まして、どのように分析評価し、対応するのかをまず伺いたいと思います。それが大

きなテーマ、地方交付税についての第１の質問であります。 

  小さい項目の２番目といたしまして、地方六団体との連携をどう図って対応するの

かということなども伺いたいと、このように思っています。町長、よろしく御答弁く

ださい。 

  それから、大きなテーマの２番目でございますが、郷土資料館についてお聞きして

おります。①といたしまして、現在の資料室及びその入り口、受付機能を有するとい

うふうに私は解釈をしておりますが、教育委員会女満別事務所の状態をどのように把

握しておられるのかお伺いをしたいと、このように思っている次第でございます。 

  ２番目としまして、歴史、文化の資料の保存と継承についての基本的な考え方につ

いてお伺いをさせていただきます。 

   ３点目といたしまして、郷土資料館構想について、私が３月議会で少し触れて以来、

その後の展開、どのように検討されているのか、こういうことをお伺いをさせていた

だきたいと思います。これにつきましては、町長並びに教育長から御答弁をいただき
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ます。 

  １回目の質問を終えたいと思います。よろしく御答弁のほどをお願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 小島議員からは、地方交付税についてということで大変重要な一般質問をい

ただきました。この６月６日に経済財政諮問会議が開かれました。そして、経済財政

の運営の指針、いわゆる骨太の方針の素案が示され、１４日には閣議決定をされたと

ころであります。骨太方針は、国の経済財政運営の方針を定めたものであります。そ

の方針に沿って予算編成が行われるという内容のものです。今回のものは、デフレか

らの早期脱却を強調しておりまして、経済を再生するということと財政を再建する、

この両方を目指すということが柱になっているように思います。財政の再建という中

では、中長期の財政健全化に向けて義務的経費を含めて踏み込んだ見直しを言及して

おります。地方財政については、１つとして国の取り組みと歩調を合わせて抑制を図

るとしております。もう一つは、一方では安定的な財政運営に必要な一般財源の総額

を確保するという言い方もあります。さらに、地方交付税においては頑張る地方を支

援するための算定の仕組みを取り入れるというような言い方もございます。過去に骨

太の方針はございました。平成１３年に成立いたしました小泉内閣において骨太方針

というものが示され、三位一体改革というものが提唱されました。国庫補助金、地方

交付税、税源移譲のあり方が検討され、結果的に地方交付税が大きく抑制された時代

であります。それが市町村の合併の要因にもつながったものと思います。当時、地方

交付税は約２１兆円でありました。これが平成２５年度では１７兆円という状況であ

ります。私どもの町に置きかえますと、平成１３年当時の女満別町、東藻琴村の地方

交付税の総額は約５１億円、平成２５年度、ことしの当初予算の計上額は約３９億円

ということでございます。各種事業の償還などの経費も地方交付税の中に入っていた

とはいいながら、大幅な減額となっている状況にあります。アベノミクスという言葉

が出てまいりました。それが示されて依頼、株価や為替の動きに大きな変動がござい

ます。地域経済においても好転をしていくことを期待するところではありますけれど

も、具体的な好転材料が何かあるというわけではなくて、必ずしも安心できるもので

はない、そんな印象を持ってございます。今回の骨太の方針は、方向性が示されたと

いう段階でございます。今後、予算編成などに向けて具体的な内容が明らかになって

くると思いますが、いろいろな可能性を想定しながら、特に地方交付税については削

減がされていくのではないかという論調に立って今後の財政運営を考えていかなけれ

ばならないものと、そのように認識をしているところでございます。 

  こういう話をしていきますと、平成１３年度から平成１４年度、平成１５年度、平

成１６年度、平成１７年度と非常に財政の厳しかった時代のことがいろいろ思い出さ

れてまいります。正直言いまして、だんだん憂鬱な気持ちにもなりますし、その当時

の腹立たしさも何か思い出してくるような、そんな気持ちになるところでございます。

そういうことにならないために、私どもは町村会というところに身を置いておりまし

て、それが地方六団体の一つとなってございます。この地方六団体、都道府県段階、
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市、また町村段階という中で各市長や、さらには議会議員の方々が構成する団体であ

りますけれども、国とこの地方六団体の協議の場を設けて今回の骨太の方針について

細部を詰めていくということにしております。 

地方交付税については、本来財政調整機能というものと財源補償機能というもの

があって、これが適切に発揮されるべきものだというふうに思っております。国のい

ろいろなところに住まわれている方々にひとしくサービスを提供していくための地方

交付税というふうに認識をしておりますので、総額をしっかりと確保していくという

ことをこの団体を通じて強く働きかけていきたいと思います。一方では、地方交付税

の陰に隠れておりますけれども、臨時財政対策債という借金を負わされている現状に

あります。この全面的な見直しもあわせて求めていくことにしなければならないもの

と思っております。総額を確保するためには、地方交付税そのものの法定率の引き上

げを含めた抜本的な見直しも必要ではないか。いろいろな機会を捉えて現状をしっか

りと伝えて新しい制度につなげていきたいと思ってございます。今言いました町村会

としての地方六団体はもとよりでありますが、この地域で構成をいたしておりますオ

ホーツク圏活性化期成会でありますとか、さらには北海道の中には北海道合併市町連

携会議というものがございます。私どものようなこの平成の合併を行った市町村で構

成をする組織であります。そういった中で、合併をした市町村が抱えるいろいろな課

題に対応する財源確保ということもあわせて国に対して、また国会議員などに対して

要望していかなければならないものと思ってございます。 

現在、国の中には地方制度調査会というものもございます。この答申案の中では、

合併市町村においては行財政の効率化等の成果があらわれつつあるが、あわせて行政

区域の広域化に伴う課題なども顕在化しており、合併の効果を最大限に発揮できるよ

う適切な支援を行っていくことが必要であるとされております。これは、合併した市

町村などが支所などを抱えているということなどによって、その経費をしっかりと補

填していくべきだという意味にもとれます。しかし、他のさまざまな方針との関連も

ありますので、予断を許さないのではないかと思っております。こういう団体を通じ

ても要望活動を行いながら財源確保に当たってまいりたいと、そのように思うところ

でございます。 

  ２点目につきましては、私及び教育長からということで御答弁をさせていただきま

すが、私から概略についてまず申し上げて、詳細についてはまた教育長から答弁を申

し上げたいと思います。 

  女満別研修会館は、昭和４７年に鉄筋コンクリートの２階建て施設として建設をさ

れました。一部２階建てでございます。昭和５９年に役場庁舎の仮庁舎ということで

したときに、２階部分の増改築なども実施をしているところがございます。そんなこ

とから、大分老朽化施設となりまして、従来から雨漏りなども指摘されているところ

がありました。この冬に至って、特にそういった状況が顕著になるという状況でござ

います。技術担当職員などに全面改修の見積もりといいましょうか、そういうものを

積算をさせたところ、２，０００万円程度かかるのではないかと、そういう試算もご

ざいます。ただ、現在の施設の耐震性でありますとか老朽度合いなどを考えますと、

全面改修をするべきかどうかというところで私自身大変悩んでいるところもございま
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す。しかし、今のままほっておくわけにもいきませんので、とりあえずは応急処置を

しながらその方向性について考えていきたいと、そのように思います。 

  ２点目に歴史と文化資料の保存と継承についての基本的な考え方、詳細については

教育長のほうから申し上げますが、私の少し発言してきている内容などについて御説

明を申し上げ、私の考え方も述べさせていただきたいと思います。 

  平成２７年は、大空町にとって１０年という節目を迎えます。この年は、女満別の

開拓が始まって１２５年、東藻琴の開拓からは１１０年と、そういう大きな節目の年

となります。そんな中で、それを一つの契機として歴史や伝統や文化をしっかりと後

世に記していく活動というものも必要ではないか。そんなことから、ことしから町史

などの編さんについても手がけ始めたところでありますけれども、単に町史というこ

とに限らず、町の歴史などをしっかりと残していく、記していく、そんな活動をして

いくべきではないかと、そのように考えてございます。 

  現在町の郷土資料室と言われておりますのは、女満別研修会館の２階などでござい

ますけれども、私が役場に入りました昭和５３年、当時郷土資料室というのは旧青年

研修所を直したものでありました。その後、昭和６０年にこの庁舎ができたときにそ

ういったものを仮庁舎として使っていた女満別研修会館の２階などにおさめたという

ふうに思っております。東藻琴の現況のふるさと資料館などについても、青年研修所

的な施設に現在しまっているというような状況にあろうかと思います。郷土資料室と

いうような言い方にはしてございますけれども、現実的には私は収蔵庫といいましょ

うか、保管庫的な発想で陳列をしてあるという域を抜けていないというふうに認識を

してございます。そんなことから、本来多くの皆さんに見ていただけるようなものと

して展示するという発想といいましょうか、そういう見方を持ってこの問題には対処

する必要があるのではないかなと。まだ財政的な分野から、なかなか十分ではありま

せんけれども、そういう考え方を持ちながら今後のこの問題の解決に当たっていくよ

うに努力をしてまいりたいと、そのように考えております。 

  私からの御答弁は以上とさせていただきます。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 小島議員からの一般質問に対し、教育委員会の立場からお答えを申し上げた

いと思います。 

  １点目の資料室等の現状についてでございますが、女満別研修会館は昭和４７年に

鉄骨鉄筋コンクリート２階建ての施設として建設をされ、昭和５９年には２階部分の

一部増改築工事も実施をしてございます。建築から４１年が経過し、老朽化が進んで

いるところでありますが、これまで必要な屋根や床タイルの改修、あるいは電気設備

や給配施設の修繕を適時実施しながら現在に至っております。ことしに入りまして、

残雪や雨の影響を受け、２階部分の一部で雨漏りが発生いたしましたが、雨漏り箇所

も特定されておりますので、展示資料を影響のない場所へ一部移動するなど必要な対

応をとったところでございます。今後も郷土資料室の収蔵物に影響を及ぼさないよう

しっかりと管理するとともに、早急に修繕すべく準備を現在進めているところでござ
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います。また、女満別研修会館や郷土資料室の今後のあり方につきましては、現状の

建物の老朽化を踏まえ、引き続きさまざまな道を探ってまいりたいと考えております

ので、御理解をいただきたいと、そのように思います。 

  ２点目の歴史と文化資料の保存と継承についての基本的な考え方についてでありま

すが、大空町には貴重な文化財や歴史的遺産が数多く存在をしております。それらを

後世に伝えていくためには、しっかりとした保存活動や資料管理が重要であると考え、

これまで郷土資料の保存や開拓資料の台帳整理などに努めてきたところでございます。

今後は、過去の保存資料や文献などに基づき、地域にあります開拓碑や記念碑、また

文化的、歴史的遺産などの現況を調査、把握し、必要に応じ保全に向けた対策を講じ

るとともに、新たな郷土資料や写真集、あるいは画像記録の作成といったものにも力

を入れてまいりたいと考えているところでございます。また、そのためには専門的知

識や郷土の史実にも詳しい方々による助言や指導といったものが不可欠でありまして、

近隣市町の学芸員でありますとか大空町郷土・歴史文化保勝会など関係団体の協力を

いただきながら、さまざまな資料の収集や保全に向けた取り組みに努めてまいりたい

と、そのように思っております。また、歴史、文化の伝承という点では、郷土資料の

移動展示や学校の授業教材として活用いただくための郷土資料づくり、さらには展示

方法などにつきましても、今後工夫改善をしてまいりたいと考えております。 

  次に、３点目の御質問でありますが、小島議員からは本年３月の第１回定例町議会

の一般質問において資料価値の高い豊里遺跡などを保管する郷土資料館として豊住小

学校を活用してはという御提言をいただいたところでございます。御承知のように、

豊住小学校跡地の利用につきましては、現在も町のプロジェクトチームにより引き続

き検討が進められておりますことから、郷土資料保存に係る今後の方向につきまして

は、まだ具体なものとはなっておりません。郷土資料を配置しております女満別研修

会館そのものの老朽化の現状というものに鑑みまして、今後場所を含め郷土資料の保

全のあり方につきましては、先ほどの答弁と重複いたしますけれども、専門家や地元

保勝会などの意見をお聞きしながら引き続き検討してまいりたい、そのように考えて

おりますので、御理解をいただきたいと思います。 

  以上、小島議員への１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 答弁をいただきました。恐らく共通の認識だなというふうに町長からの答弁

を聞いて思いました。北海道新聞の見出しを中心に、あえてもう一回確認をして言い

ますけれども、地方を査定し、地方交付税を配分、特例枠の見直しも検討、社会保障

を聖域とせず、地方交付税の総額の減少と、こういう見出しが躍っております。以前、

昨年の決算審査特別委員会の席で申し上げました。３月のときにも申し上げました。

言うならば、先ほど町長が答弁されたように、何かいつか来た、いつか見た姿があら

われてきたと。言ってしまえば、三位一体の小泉構造改革の再来、それがアベノミク

ス、地方を切り捨てた小泉構造改革の再来と、こういう印象を強く持った次第であり

ます。地域主権とか地方分権と逆方向の中央集権化の提案といいますか、骨太案のあ
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らわれでありまして、私などは国民不在のアベノリスクであると、このようにアベノ

ミクスに対してそういう表現を使っております。なお、ＴＰＰ推進に見られる公約な

どについても、ＴＰＰ反対をうたっておきながらデトリックを使ってアベノトリック

でだます、こういうことを行っています。さらに、来年には消費税増税を強行すると、

こういう話も安倍総理の口からは何度も出ております。こういうことをすれば、アベ

ノミクスどころか景気は一気に冷えて、地方の零細な商店や産業は倒産し、地域経済

は崩壊すると、私はこのように思っている次第でございます。したがって、そこから

生まれる地方財政の脆弱化、弱体化、これがどんどん進行すると、こういうことで、

これに対する積極的な反対の方向性を、先ほどの答弁のように町長には頑張っていた

だかなければいけないと。地方交付税の本来の姿に戻すよう意見をどんどん申し上げ

ていただきたいと、このように思っている次第でございますので、一応①の確認とし

てもう一度簡単に一言いただいて、２問目に移りたいと思っていますので、よろしく

お願いします。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 先ほど申し上げました小泉構造改革、骨太の方針、三位一体の改革というも

のが進められてきておりましたけれども、一転平成２０年にリーマンショックという

世界的な経済不況というものが訪れたわけであります。この地域経済や雇用安定のた

めに地方交付税に国が言いますところの別枠加算という財政措置がされたわけであり

ます。平成２４年度は、国全体で１兆５００億円、大空町には約６億円の算入がされ

ている状況にあります。しかし、財務大臣の諮問機関であります財政制度等審議会で

は、この別枠加算の解消を称しているわけであります。骨太の方針では、地方交付税

の算定の仕組みを変えるということとしております。この別枠加算というところの見

直しが行われるのではないかということは、私どもの地方に配分される額が減少する

というようなストーリーが見えてきているところでございます。しかし、私どもはそ

の別枠加算ということでは本来なくて、今まで削減してきて、一方的に削減をしてき

たものをもとの水準に戻してほしいのだと、そういうことを従来から主張してきたつ

もりでございますし、今後もその方針をしっかりと持って要求をしていくというふう

に考えているところでございます。また、地域経済の活性化に資する算定については、

行政改革による努力と地域経済活性化の成果の２つの観点から行うというような言い

方もあります。表現は少しラフな形になりますけれども、頑張る地方を支援するため

の仕組みを取り入れていきたいというふうに言っております。このことが新聞などで

は、国の方が使ったのか、マスコミの方がお使いになられたのか、査定という言葉に

なっているかと思いますけれども、国の方が使われたとすれば大変な問題だと。地方

交付税というのは、先ほど言ったように日本全国津々浦々にいらっしゃる方々の生活

水準をしっかりと守るために税を再配分してサービスを提供するためのものであって、

それを査定するなどというべきものではないと私は思っております。当然、頑張って

いる地方に対して応援をしてほしいという考え方はありますが、それは交付税とはま

た別な形でいろいろ行政改革をとり行っている、地域活性化に取り組んでいる、地域
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経済の活力増進に取り組んでいるところを別な形で応援をしたがってほしいものだと

いうふうに思っておりまして、今回、職員に理解をいただいた中でお認めをいただき

ましたけれども、ラスパイレスなどというところで地方の交付税を削る、絞るなどと

いうやり方は言語道断なやり方ではないかというふうにも思っております。そういう

視点から、地方交付税の総額をしっかりと確保してもらうということとあわせて、頑

張っている地方には別建ての支援措置というものをしっかりとつくっていってもらう

ということを強く訴えていきたいと思います。特に私どものような合併をした市町村

においては、公共施設の維持管理費、さらには従来市町村単位の地域の活性化、また

支所機能を保有していかなければならない中での住民サービスの維持向上というよう

な課題もありますし、行政改革という視点から捉えますと、職員数なども大幅に減ら

してきている状況にございます。また、さまざまな債務残高の縮小や基金の積み立て

など、いろいろな面でここ数年間努力をしてまいりました。このことをしっかりと受

けとめてもらう中で地方への支援措置というものを確立してもらうように、いろいろ

な機会を通じて訴えていきたい、要請していきたいと思っておりますので、またその

応援団としてお力添えをいただきますようにお願いを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 丁寧な答弁ありがとうございます。認識が共有されているという思いを強く

いたしました。今後とも頑張っていただきたいと思いますが、それに関連する地方六

団体との連携を図りというくだりについて、一番目新しいところでは北海道合併市町

連携会議をよりどころとして要望していくという戦術的なスタイル、これは僕はいい

と思っています。ただ、そういうことなのですが、ちなみにもう既に目を通されてお

ると思いますけれども、仮に参議院議員選挙が自由民主党の圧勝に終わるようなこと

になれば、６月１８日の北海道新聞報道に出ているように、市町村業務、都道府県が

代行と、こういう見出しで報道がされております。このことは、過疎町村の崩壊の道

が用意されていると、私はそういうふうに思わざるを得ないです。ここに強く危機感

を感じて、町長におきましては危機感を感じていただいて、強いリーダーシップで臨

んでいただきたいということを申し上げたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 市町村業務の水平補完でありますとか垂直補完というものは、過去の地方制

度調査会の中でもありました。本来こういったものというものは、国が提唱するとい

うよりは、各地域においてその実情に応じて対応すべきものと。出どころが違うので

はないかというふうに思っております。ですので、どういうこと、形式を考えている

のかということについて、まだ十分わかりませんけれども、そういったところは十分

注視しながら取り組んでいきたいと、そのように思います。また、合併市町村の連携

会議、北海道の中では少数派でございます。ほかの府県などでいいますと、県単位が

こういうような運動、活動を行っているというところであります。そういう中にあっ
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ては、北海道の特有の事情ということも踏まえながら活動をしていく、そういう仕方

もあるのではないかと思ってございます。いずれにしても、国に対して唯々諾々とい

うことではなくて、主張すべきところをしっかりと主張をするということを旨としな

がら、これからも町政の運営に取り組んでいきたいと思いますので、御指導賜ります

ようにお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ありがとうございます。認識は全く一致したなと改めて思っていますが、念

押しのためにもう一度申し上げます。特別枠はリーマンショックによって対策された

ものでありますけれども、２００９年の政権交代時に地域主権を実現するためにいろ

いろと議論がありました。地方交付税についても、これまでの補助金行政から一括交

付へと、そういう方向性の中で、いわば維持されてきたものでありまして、言うなら

ば民主党政権の地方重視のあらわれだったと、このように私は理解をしております。

基本的には認識は一致してございますので、町長におかれましては町政を預かるリー

ダーとして全力を傾注して、このことに当たっていただきたいということを申し上げ

て、１問目の質問を終えたいと、このように思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 大変勇気の出るお言葉かと思います。地方が元気にならなければ、日本全体

は元気になりません。そんな意味から、地域の元気を支えるためにもこういった財政

問題、避けては通れませんので、しっかりとした運営ができるようにこれからも努力

をしていきたいと思います。これからも御指導賜りますようにお願いを申し上げたい

と思います。ありがとうございました。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ２問目の郷土資料館についてでございます。町長並びに教育長からそれぞれ

答弁をいただきました。 

   教育長にお尋ねしたいのでありますけれども、雨漏りによる問題点、数カ所あると。

一部あると言ったのかな、そういう表現もございましたけれども、私の知り得る限り

４カ所、資料室３カ所で１メーター手法ぐらいの雨漏りの状態が３カ所ぐらいあって、

私が言う入り口の教育委員会事務所の受付の場所というふうにあえて表現させてもら

っていますが、その角のほうにやはり同様な雨漏りが発生している。それぞれ職員の

方が慌てているのです、いつも聞いてみると。僕は２度ほど行きました。雨漏りの状

態のことを町民からも言われたものですから、行きました。そうすると、もう一生懸

命担当者がバケツを持っていったり、いろんなことをやっているのです。気の毒です。

だって、それは職員の責任ではないですもの。そもそもそういうことで４カ所の問題

についてどうするかということについて、やっぱりきちっと教育長が把握をして対策
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を講じなければいけない。修繕については触れていただきましたけれども、そういう

ことが何度も続いているのです。それで影響はないというような趣旨のお答えをいた

だきましたけれども、実際には郷土資料と言っていいのかなという疑問符もあります

けれども、剥製その他にやっぱり雨漏りが当たったりしているのです。先ほど私が論

及したように、人骨もあるところなのです。どなたか言いましたけれども、収蔵機能

が中心だと言っても、収蔵機能すら適切に管理されていない。大規模改修でないと雨

漏りを防げないのかどうか、この辺の判断を踏まえた上で、私がわざわざこうやって

一般質問でこんな小さなことを持ち出さなくても解決しておかなければいけない課題

ではないですか。私は、それが残念なのです。職員の皆さんは慌てています、私など

が行くと。ですから、もう一度そういう考え方、あれもできる、これもできるみたい

な話を先ほど申し上げましたけれども、資料台帳の作成、これはきちっと行われたと

思います。それは、おやめになった職員が一生懸命やっておりましたから。私は個人

的にも「あなたは一生懸命だな。」と褒めたこともあります。だけれども、それ以外

のことについては、あれもやりたい、これもやりたいと言ったって現実には予算措置

がないとできないのです。教育委員会は、いつも財政権がないからできないと、こう

いった話をするのですけれども、やはり教育委員会行政を預かる立場として、もう少

ししっかりとした気持ちで町長部局、財政当局にも申し上げて、実現するのだという

覇気を見せてください。私は、それを感じられないから残念だと言っているのです。

お願いします。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 女満別研修会館の雨漏りに関連いたしまして、今御質問があったわけであり

ますけれども、その都度職員のほうからは私にも報告はいただいております。町の大

事な財産であります収蔵物を適正な環境の中でそれを守っていくというのは、私ども

のまさしく責務でありますので、それに支障があるようなことがあってはならないと、

そういう思いで私を含め職員一丸となって対応していただいているところであります。

しかしながら、多少雨漏りといったものも起きるようになったというようなことは聞

いておりましたけれども、昨年暮れぐらいから、またことしにかけて今までにないそ

のような、今まで以上のそういう雨漏りの量であったり、箇所がふえるような事態に

なったと。そのようなことでありましたものですから、予算にすぐそれを反映すると

いうことができずに今に至った部分はあります。そこは反省として感じているところ

でありますけれども、特にことしは積雪も多く、屋上の雪がなかなか解けることなく、

どういった部分での原因であるのかと。技師の力もかりながら、その辺の現状を把握

するのには例年よりは時間がかかったかなと、そのように思っております。実際は、

屋上ドレンの縁周りの損傷であったり、また防水シートの損傷といったものが以前よ

りも傷みが激しくなったということでこのようなことになりました。それらの対応を

しっかり修繕を図ることで不安のないような形にはできるのかなと。ただ、これは町

長からの答弁にありましたように、建物全体が老朽化しているという部分があります

ので、またどこでひび等から雨水が入り込むかといったことも想定されます。そうい
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ったことで、先ほどの答弁で申し上げましたように、今後の資料の保管場所あるいは

保全環境のあり方などについて、また専門家の意見などもお聞きしながら、あるべき

形にしていかなければならないということでございます。決して担当している職員の

責任だというようなことを全く思っておりません。私が責任者として町長部局とも十

分議論しながら正しい方向に一つ一つ課題を整理しながら向かってまいりたいと、そ

のように考えておりますので、御理解をいただきたいと思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 答弁をいただきました。 

  一般の町民の方々の中からも、自分たちが寄贈した資料もあるのです。開拓資料の

関係なんか、多くはそういうものが含まれているわけです。自分が寄贈したものが大

事に扱われていないなんていうことは、怒るより、もうあきれています。これを肝に

銘じていただいて、お金が無尽蔵にあるわけではないですから、大規模な修繕が不可

能であるとしても、適切な機動的な修繕を、お金が足りなければ補正予算を提案して

でもやるぐらい気力を持ってください。どうですか。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 それらについても、今建築技師等に現状を見ていただく中で、どの程度の補

修が必要なのかというようなことを調査しているところでございますので、それらを

踏まえた上での判断をさせていただきたいなと。 

  それと、先ほど申し上げましたように、寄贈であれ、どういう形であれ、町が収集

したのであれ、また大空町郷土・歴史文化保勝会が集めたものであれ、貴重な大空町

としての宝であることには変わりはないと思っております。ですから、このような雨

漏りと、また一部剥製等に雨が当たった部分については深く反省をしながら万全な体

制に向けて努めてまいりたいというように考えてございますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 一部まだ、きちっとした答えをいただいていない。補正予算云々は余りにも

具体的で、財政権を持たない教育長は答弁ができなかったかとは思いますけれども、

でき得る限り機動的に対応していただきたいということを申し上げておきたいと思い

ます。 

  それで、歴史、文化の資料の保存と継承についての基本的な考え方、③の郷土資料

館構想についても関係をするのでありますけれども、行政の中には文化財保護条例に

基づいた文化財保護審議会などもありますよね。ここにやっぱり諮問をして、どうい

うあり方が望ましいのかということを議論することも活用していただかないとうまく

ないのでないかと、私などはこう思っているのです。聞けば、年に１回程度は開かれ
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ているようでありますが、もうちょっと腰を据えて諮問をお願いするという考え方は

どうですか。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 ただいま文化財保護審議会についての御質問でございました。大空町文化財

保護条例に基づく審議会というものを教育委員会の諮問機関として設置をしてござい

ます。設置後、主に文化財と言われるものを中心に現状でありますとか今後の対応に

ついて審議をいただいてきておるわけでありますけれども、郷土資料の保全等につい

てのまた御意見といったものも諮問的にはできるものであると、そのように考えてお

りますので、また文化財保護審議会委員の意見を伺うことも考えてみたいなと、その

ように思っております。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ありがとうございます。 

  郷土資料館の構想について移りたいと思うのですが、このことについてもう少し具

体的にどういう対応になっていくのか、再度確認のためにお聞かせください。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 いわゆる豊住の小学校の跡地利用の関連ということでよろしいでしょうか。 

（「それにこだわらない」の声あり） 

◇教 育 長 ３月の質問のときに私が答弁の中で申し上げましたのは、あくまでも豊住小

学校の跡地利用についてはプロジェクトチームのほうで住民の皆さんの意見を聞きな

がら方向性をまとめるということでございます。私としては、その方向の推移を見守

りながら、その中で豊住小学校が持っているそういう財産的なものが少しでも新たな

構想といいますか、計画の中で少しでもそういった資料を保管、展示できるようなス

ペースが確保できるのであれば、そういう中に盛り込めないかという意味で３月に答

弁をさせていただいたところでございますけれども、豊住小学校のほうでのそういう

計画の中でスペース的に確保が難しいということになれば、今後町内の公共施設の配

置計画の中で、あるいは町内に存在する民間が所有しているような空き施設でありま

すとか、さまざまな方向から保存にふさわしい場所が確保できないのかといったこと

も幅広く考えながら進めていきたいなと、そのように考えてございます。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ありがとうございます。豊住小学校の跡地利用に関して言っていることは、

私の個人的な提言でございます。そういうことも検討してもらいたいという気持ちは

もちろんありますが、今の答弁にあったように、もし教育委員会側でそこではなくて
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ほかが望ましいと。ほかの公共施設の再利用、あるいは民間施設ということで言及し

ましたから、私は個人的にどうかなと首をかしげてはいるのですが、ある町民の方が

私のところに来て「昔の東京電波、あの跡地はどうなっているのだ。」と。「あのま

ま目の前に見えるところに放置しておくのか。」と。「ああいうところを郷土資料館

にしたらどうか。」と、こういうことを言った町民がいるということも、ちょっと御

報告しておきたいと思うのです。だから、問題意識として絞り込んで、適当な収蔵機

能を持つばかりでなくて、展示機能を持たないと意味がありませんので、そこまで民

間のことを考えているということであれば、今のことはどういうふうに思われますか。

買う気があるのですか。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 私からでもよろしゅうございますでしょうか。 

  先ほど予算の関係にちょっと触れた部分でございます。大規模な数千万円の改修と

いうところについては直ちにということには、ちょっとならないかと思っております

けれども、既存の予算の中で足りなければ、また議会の皆さんにお諮りをするなり所

定の手続をとって大至急現状の改善についてはとり行っていきたいと、そのように思

います。 

  また、民間の施設、教育長とも話をしておりますが、教育長の頭の中にも今議員御

指摘の施設なども念頭にはあるようでございます。そのほかにも二、三候補と目され

るようなところもあろうかと思いますけれども、いずれにしてもそんなに新しい施設

が現存として使われないで残っているということではないものですから、例えば買い

受けるとか譲り受けるとかそういうような、あとどの程度そこに投資が必要かという

ことと、その利用勝手がどうかということの両方を検討していかなければならないも

のかなと。最近は、新しく物をつくるというよりは、今あるところのやつをどうやっ

て整理をしていくかとか有効に活用していくかということが非常に多うございまして、

そういう視点からは正直言って職員も内部の状況などを十分に把握していないところ

もございます。今回のいろんな答弁をつくっていく中で、また将来計画をつくる中で、

網走刑務所住吉作業所の探索会ではありませんけれども、町内にあるそういう使われ

ていない施設の探索会を職員ともども行って、少しみんなで議論するべきでないかと、

そんな話も出ております。そんな中で、今言われましたことについても可能なのかど

うなのか、どんないい面があって、どんな課題もあるのかというところを少し整理を

して、機会がありましたらまた御説明をさせていただきたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ありがとうございます。前向きに大規模修繕になるかならないかは別として、

機動的な対応をしていただけるというお答えをいただきましたので、そのように進め

ていただきたいと思っています。 

  なお、私の言い方は多少厳しい言い方をしておりますが、教育委員会には期待をし
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ているのです。あえて今回は教育委員長さんの名前を答弁の相手先に書きませんでし

た。教育長にひとつ奮起してもらいたいという思いでいっぱいであります。 

  ともすれば、財政当局がという言葉が逃げ口上にならないように、胸を張って執行

方針も出して、したがって私はこういうことをやりたいと胸を張って言えるような教

育委員会になっていただきたいということでございます。そういう思いで質問をして

いるということでございます。答弁ありがとうございます。答弁は要りません。 

  ただ、それに関連して引き続き申し上げますが、町長さんのほうがいいだろうなと

思うのですが、こういう問題というのはいつも教育委員会単体の問題だけでないので

す。財政の問題を言っているのではなくて、連係プレーでやらなければならないこと

がいっぱいあるのです。例えば、教育委員会と産業課が連係をしてやれることもある

はずです。例えばそのことを参考事例として、既に行政のほうでは承知のことだと思

いますけれども、６月６日の伝書鳩報道によりますと、オホーツク観光連盟の総会で

網走市のモヨロ貝塚の資料館が新しくなったと。こういうことで、９月、１０月には

オホーツク管内の遺跡、歴史遺産観光をＰＲするスタンプラリーを行うと記事の発表

がありました。こんな取り組みができないものなのかなと。当然、この対象からはう

ちは漏れているはずです。漏れていないのだとすれば「いや、やるよ。」と、こう言

っていただければいいのですが、そういうことだと。特に直近の網走市においては、

もう既に御存じだと思いますけれども、セブンミュージアムというふうに表現して、

７カ所の美術館、博物館、資料館、その他全部を含めて、そういうスタンプラリーも

やると。網走市の観光協会が主催するというような記事も見た記憶がございます。こ

のことを申し上げておきたいと思います。 

  いろいろと申し上げましたけれども、特にミュージアムについては町長には以前別

な機会で質疑の中でミュージアム構想を言ったような記憶があるのですが、もっと前

の一般質問だったかもしれません。こんなことで、いろいろと私が今言っている関係、

教育委員会行政は文化財保護、産業課は観光なんていう切断した考えではなくて、連

係できるものは連係したほうがいいと、このように私などは思っておりますので、そ

のことについて何かお考えがあればお聞かせ願いたいと思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 おっしゃるとおりだというふうに思います。そのコーディネートといいまし

ょうか、それは私なり副町長なり、さらには教育長なり、そういう横断的に動ける、

指示を出せる者が担わなければならないものだと、そのように思っております。過去

にも教育委員会が主体のいろんな事業、それが実際には交流人口につながる、今でい

うと企画の分野に及ぶようなことでありますとか、さらには観光というようなことで

地域の経済を動かすようなこともあったかと思います。そういう視点も大切にしなけ

ればならないというふうに考えてございます。例えば、女満別湖畔の女満別湿性植物

群落などについても、文化財、国の天然記念物、所管はどこだと言われれば、国でい

うと文部科学省が所管でありますけれども、現実女満別湖畔のそういった湿性植物群

落に私どもの町で一番多くかかわっているのは産業課、観光部門であったりするわけ
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であります。そういう課題が出てきたときに、一課を呼んで指示をするということで

はなくて、数課連係の中でおのおの役割分担を決めながら取り組んでいく、その指示

を私なり副町長なり教育長が担うということをしっかりとやっていきたいと、そのよ

うに思います。これからもまた、そういう場面などございましたら情報をいただいた

中で、私どものほうで手分けをして各課を集めるというような考え方で取り組んでい

きたいと思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 そろそろ終わりにしたいと思います。 

  大変前向きな答弁をいただきました。質問した甲斐があったなと、このように思っ

ている次第でございます。よろしくお進めをいただきたいと思いますが、一番最後に

触れられなかった２つの問題だけちょっと触れて、終わりたいと思っております。 

  それは、部分的には町長の腹が１２５周年で、もうあと何年か後にはそういう記念

事業ができるということで考えておられると思いますが、流氷観測の記念碑、このこ

とについても十分なる御検討をいただきたいということを申し上げておきたいと思い

ます。 

  もう一つは、松浦武四郎がこの町に立ち寄った場所、これは以前に大空町郷土・歴

史文化保勝会で木碑をつくっていたのです。ところが、探索してみますと、もう腐っ

て、辛うじて形が残っているのが１カ所ありましたけれども、もう一カ所は完全にど

こに行ったのかわからない状態になっていました。これは、やっぱり石碑、小さいも

のでもいいです。大きなお金をかける必要はありません。そこにあるということが大

事です。そのことなども最後に申し上げて、よければ御答弁をいただいて終わりたい

と思います。 

 

◇議  長 山下町長。 

 

◇町  長 そういう御指摘もいただいております。古くの女満別町の事例しか私はちょ

っと存じ上げておりませんので、そのことで御披露申し上げたいと思いますが、私が

役場に入りました２年後に開基９０年という年がありました。そのときに映像として

記録もつくりましたし、女満別研修会館のところに記念碑も建て、現在の開陽中央線

の脇にも建てたかと思います。さらには、開拓記念碑というものが開基、これは７０

年だったでしょうか、昭和３５年に今の女満別神社のところに建っているというよう

なこともあります。平成２年の開基１００年のときには松浦武四郎の足跡を集う集ま

りなどというのもありました。そんな中で、松浦武四郎さんが歩いた、そういうとこ

ろを解説をいただきながら、みんなでハイキングをする、そういう催しも行われたか

と思っております。そんな中で、リヤウシ・コタンに記念碑を建てたり、オタパの地

に木碑を建てたりというようなこともやってきているかと思います。女満別空港の始

まりは昭和１０年でございますので、ことしで７８年ということになりますでしょう

か。２年後ということになりますと、平成２７年は８０年ということになるのでしょ
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うか。そういうようなことも含めて、私は後世に記していく必要があるのではないか

と先ほど言ったつもりでございます。単に町史ということだけではなくて、そういう

ようなもろもろの記念事業としてどういうものがふさわしいか、そういう御議論をい

ただきながら、その土地を後世に伝えていく一つの節目にしたいと、そのように考え

ているところでございます。そんな議論をこれから大空町郷土・歴史文化保勝会の皆

さん、また今後お願いをしていくであろう町史編さん委員会の皆さんでありますとか、

そういう方々によって議論を深めていっていただければというふうに考えております

ので、そんな中でまた御指摘、御指導をいただきますようにお願いを申し上げたいと

思います。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 町長、ありがとうございます。そのように進めていただきたいと思います。 

  最後になりますけれども、教育長、ちょっとだけ。人骨があるでしょう。今回、除

幕式に行った少女の人骨、これの頭部を含めたほんのわずかは資料室にありますよね。

ところが、足の部分がなくなっているのです。その経緯はどう調べてもわからないこ

とになっているのですけれども、担当の方にはもしかしたらあそこにあるのではない

かということなどもお願いしているのですけれども、そういうことについてもきちっ

と調査をしていただきたいということを申し上げて、別に答弁は要りません。考えて

おいてください。よろしくお願いします。 

 

◇議  長 渡邊教育長。 

 

◇教 育 長 今、人骨の御質問でありましたけれども、頭部については女満別研修会館資

料室のほうで保管をしているということは承知しておりましたけれども、発掘時にど

の程度のものが、全体があったのか、最初から頭部だったのかも含めまして、担当の

ほうには大空町郷土・歴史文化保勝会のほうからそのような照会をいただいていると

いうことも聞きましたので、わかる範囲で調査をしてまいりたいというように思って

おります。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて小島一弘議員の一般質問を終了します。 

   これで一般質問を終わります。 

   ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時４６分 

再開 午後 ２時５６分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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    ◎日程第３ 議案第６７号 

◇議  長 日程第３、議案第６７号 工事請負契約の締結についてを議題とします。 

  本件について、提案理由の説明を求めます。 

  佐々木生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 追加議案書１ページでございます。「議案第６７号 工事請負契約の締

結について 

  次のとおり、工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５号の規

定により議会の議決を求める。 

  平成２５年６月２０日提出 大空町長 山下英二 

  記、１、契約の目的、東藻琴中学校大規模改修工事、２、契約の方法、指名競争入

札、３、契約の金額、１億１，２２４万５，０００円、４、契約の相手方、河西・藤

井経常建設共同企業体、代表者 大空町女満別西３条１丁目３番４号 株式会社 河

西組 代表取締役 河西悟」 

  工事の概要につきまして御説明申し上げますので、追加議案資料１ページをお開き

願います。東藻琴中学校大規模改修工事は、平成２４年度、平成２５年度の２カ年事

業であります。本案件に係る大規模改修につきましては、契約内容を記載しておりま

すので、御参照いただきたいと思います。 

  請負に係る入札は、平成２５年６月４日に指名競争入札により実施したところであ

りますが、落札者から入札日と同日の６月４日に契約自体の届け出があり、当該落札

者とは契約を結ばないこととし、改めて同工事の入札を行うこととしたものでありま

す。 

  請負に係る再入札は、平成２５年６月１７日に指名競争入札により実施し、６月１

８日に仮契約を締結しております。また、工期は契約の日より平成２６年２月１０日

までの予定としております。 

  東藻琴中学校の校舎につきましては昭和４６年、屋内体育館につきましては昭和４

７年に建設され、平成２４年に大規模改修工事として校舎の外壁、屋根、窓、暖房等

の改修を行っております。 

   本案件に係る工事につきましては、校舎棟及び屋内体育館棟の改修を行います。校

舎棟全般の改修内容といたしましては、内装改修として天井の一部張りかえ、壁、天

井の塗装、床の張りかえ等を行います。トイレ改修としてブースの更新等を行います。

また、内部建具、流し台、照明器具、黒板の更新等を行います。校舎棟個別として、

１階でございますが、アルファベットのＡで表示しております理科教室の実験台の更

新、Ｂで表示しております階段部分の階段昇降機を設置いたします。また、２階でご

ざいますが、Ｃで表示しております調理教室の調理台の更新、Ｄで表示をしておりま

す教室を特別支援教室とし、多目的トイレ、シャワーユニットの新設をいたします。

屋内体育館棟全般の改修内容といたしましては、内装改修として壁の塗装、床の研磨、

塗装を行うとともに、屋根、外壁の塗装、サッシの更新、照明器具の更新等を行いま

す。屋内体育館棟の個別として、１階でございますが、アルファベットＥで表示して
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おります箇所の中央防球ネットを更新いたします。また、２階でございますが、Ｆで

表示しております箇所のギャラリー防球ネットの更新を行います。 

  工事請負に当たっての指名競争入札の指名業者につきましては、河西・藤井経常建

設共同企業体、斉藤・船橋西川経常建設共同企業体、株式会社早水組、株式会社ダイ

イチ美幌支店、株式会社丸田組、株式会社道和建設の６社で入札を執行いたしました。

入札の結果、河西・藤井経常建設共同企業体が落札したところであります。 

  契約の金額１億１，２２４万５，０００円、うち消費税及び地方消費税の合計額は

５３４万５，０００円となっております。 

なお、当工事請負につきましては、議決のあった後、本契約を締結する予定とな

っております。 

  以上で説明を終わらせていただきますので、御審議賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

  １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ちょっと聞き取れなかったから確認をさせてください。 

  １回目の入札、今回の入札以前に入札の状況について辞退があったというふうに受

けとめてよろしいのですか、１回目の落札業者。そうすると、追加議案にのるという

ことは、それが理由だということはわかりました。辞退理由は何ですか。 

 

◇議  長 佐々木生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 入札の辞退の届け出に際しまして、落札業者のほうからは今回の入札に

関しましては、会社の意図とする金額でない金額を入札してしまったことから、契約

を辞退したい旨の届け出があったところであります。 

 

◇議  長 １０番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 それで了解しましたけれども、ペナルティーは科せられますよね。それにつ

いては、どうなっていますか。 

 

◇議  長 伊藤建設課長。 

 

◇建設課長 今回の契約辞退に関する処分につきましては、私のほうから説明をさせてい

ただきます。 

  今回の契約辞退ということに関しまして、６月７日の日に工事請負入札参加者指名

委員会を開催させていただきまして、その中で協議をいたしております。工事請負等

に係る指名停止等の基準及び同基準の運用というものがございまして、その規定に基

づきまして落札したにもかかわらず、契約をしないという著しい信頼関係を損なう不
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誠実な行為であるということで、規定に基づきまして６月１０日から９月９日までの

３カ月の指名停止処分とするということで決定をいたしております。その決定内容に

つきましては、落札業者のほうに直接指名停止の通知を交付しているところでござい

ます。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほかありますか。 

  ２番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 工期なのですけれども、夏休み、冬休みを重点に行うということはわかるの

ですけれども、生徒が当然出入りする期間もあると思うのです。ですから、できるだ

け生徒に迷惑と言うとおかしいですけれども、音とかでかからないように。それから、

トイレの改修もありますけれども、当然生徒が使わない期間を利用するのかどうか伺

いたいと思います。 

 

◇議  長 佐々木生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 今回の大規模改修につきましては、内装部分が多く改修されるところで

あります。工期につきましても長期休業日、冬休み、夏休み等の休業日もありますの

で、その辺を中心といたしまして、また工期期間中につきましては生徒の授業、行事

等に支障がないように伝えて、適切な工事のほうを進めていただくように考えており

ます。 

 

◇議  長 ２番、中堀君子議員。 

 

◇中堀議員 ぜひ、そのようにしていただきたいというふうにお願いを申し上げまして、

終わります。 

 

◇議  長 そのほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第６７号 工事請負契約の締結についてを採決します。 

  お諮りします。本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。 

   したがって、議案第６７号 工事請負契約の締結については、原案のとおり可決さ

れました。 

 

    ◎日程第４ 報告第４号 

◇議  長 日程第４、報告第４号 平成２４年度繰越明許費繰越計算書の報告について

を議題とします。 

  山下町長から、お手元に配付しているとおり平成２４年度繰越明許費繰越計算書の

提出がありましたので、本件について、提案理由の説明を求めます。 

  竹内総務課長。 

 

◇総務課長 議会提出議案書１ページでございます。報告第４号 平成２４年度繰越明許

費繰越計算書の報告についてでございます。 

   地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、報告するものでございます。 

  次に、３ページでございます。町長から議長への通知文ですが、６月３日付で送付

させていただいております。 

  ５ページをお開き願います。平成２４年度大空町一般会計繰越明許費繰越計算書で

ございます。いずれも平成２４年度に事業が完了しないため、それぞれ繰越明許費と

して議決をいただいたものでございます。 

  ２款 ３項 戸籍住民基本台帳管理事業の５４６万円につきましては、外国人住民

に係る住民基本台帳システム改修委託料につきまして、システム改修に必要な国の仕

様書が年度内に示されなかったために繰り越したものでございます。 

  ６款 １項 農業費につきましては、いずれも国の緊急経済対策によるもので、年

度内に事業ができないため繰り越したものでございます。古梅地区基幹水利施設管理

事業の５，２００万円につきましては、古梅ダムの老朽化している受電設備、架空電

線等の整備について繰り越したものであります。国営斜網地域畑地かんがい施設維持

管理事業の４７万円は、網走市ほか４町で管理している緑ダムが国の緊急経済対策に

より整備されますが、大空町の負担分について繰り越しております。農業体質強化基

盤整備促進事業１億５，７５０万円につきましては、暗渠排水事業として１０５ヘク

タールについて繰り越しております。 

  ８款 土木費につきましても全て国の緊急経済対策によるもので、年度内に事業が

できないので、繰り越しております。２項の道路橋りょう費の除雪機械整備事業４，

３９０万円は、東藻琴地区の平成７年車除雪トラックを更新するものであります。 

３丁目線道路整備事業１，７００万円と５丁目線道路整備事業３，５００万円は、歩

道整備について繰り越しております。舗装道路整備事業２，２００万円は、道路の路

面性状調査について繰り越しております。本郷西２号線道路整備事業２，２００万円

から千草１０１号線道路整備事業２，２００万円までは、道路の路面補修について繰

り越しております。６項 住宅費の中央さくら団地建設事業４，８１３万円は、１棟

２戸の建設について繰り越しております。 

  １０款の教育費についても国の緊急経済対策によるものです。２項 小学校費の女



‐123 -

満別小学校改築事業１，２８７万２，０００円は、女満別小学校のグラウンド整備に

ついて繰り越しております。３項 中学校費の東藻琴中学校大規模改修事業１億１，

７６０万円は、屋体の窓枠や屋根防水などの大規模改修について繰り越しております。 

  以上、１５事業、５億９，９９３万２，０００円の予算額に対し、繰越明許費額も

同額の５億９，９９３万２，０００円を翌年度へ繰り越したところでございます。 

  財源の内訳としましても、国、道支出金３億６，５２９万円、町債１億８，８００

万円、一般財源４，６６４万２，０００円となっております。 

  以上で一般会計の平成２４年度から平成２５年度へ繰り越した内容について御報告

とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで平成２４年度繰越明許費繰越計算書の報告については終わります。 

 

    ◎日程第５ 報告第５号 

◇議  長 日程第５、報告第５号 平成２４年度一般財団法人大空町青少年育成協会の

経営状況についてを議題とします。 

  山下町長から、お手元に配付しているとおり法人の経営状況を説明する書類の提出

がありましたので、本件について、提案理由の説明を求めます。 

  丹治生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 議会提出議案書７ページでございます。報告第５号でございます。 

  平成２４年度一般財団法人大空町青少年育成協会の経営状況につきまして、地方自

治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、御報告申し上げます。 

  まず、事業報告でございますが、資料はお手元の経営状況を説明する書類の７ペー

ジから２２ページでございます。青少年の健全育成のための学習講座の開設事業につ

きましては「近藤良平ダンスワークショップ」、「青少年バンドクリニック」、「大

楽アカデミーアンサンブルクリニック」を開催し、体を動かして表現することの楽し

さを伝えるとともに、町内の金管クラブや吹奏楽部の小中学生の技術向上を図ってお

ります。 

  芸術文化事業の企画と芸術文化を普及、奨励する事業につきましては、主催事業と

しまして「ヘルパーズ～あなたがいる風景～大空町公演」、「米村でんじろう おも

しろサイエンスショー」、「みのや雅彦ライブ 北海道特別巡業」、後援、共催事業

としまして、「第１８回管内歌謡王座決定戦 決勝大会」、「町民舞台東藻琴２０１

２公演「続・薄荷物語」」などの８事業を開催し、町内や近隣市町村から延べ２，４

３０人の方の入場を得ております。 

  団体育成事業につきましては、町内の青少年団体及び育成団体と連携し、求めに応

じて援助を行い、また教育文化会館の運営に協力をいただくボランティアの育成に努

めております。 

  受託施設管理事業につきましては、大空町から委託を受けました女満別武道館の社

会教育施設の清掃業務を行っております。 

   指定管理事業につきましては、女満別研修会館、女満別ゲートボールセンター、図
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書館、Ｂ＆Ｇ海洋センターの社会教育施設の管理運営業務を行っております。 

  社会教育関係団体との連携事業につきましては、関係団体と連携、協力をして実施

しました「北原ミレイビッグショー」、「大空町町民芸能祭」、「赤い羽根共同募金 

第４回チャリティー歌謡ショー」などの４事業を実施し、延べ１，３６０人の方の入

場を得ております。 

  次に、収支の状況でございます。経営状況を説明する書類の２５ページから４０ペ

ージに記載されております貸借対照表、正味財産増減計算書、収支計算書にて報告さ

れております。 

  ３５ページから４０ページの収支計算書におきましては、一般会計と事業特別会計

のそれぞれの収支差額と前期繰越収支差額と合わせた１，０３０万６，０４９円が次

期繰越収支差額となっております。 

  監査につきましては、経営状況を説明する書類の５１ページに記載のとおり監査を

受けており、特に指摘を受けたとの御報告はございません。 

  次に、平成２５年度の事業計画書及び収支計算書につきまして、青少年の健全育成

のための学習講座の開催事業、芸術文化事業の企画と芸術文化を普及、奨励する事業

のほか、受託施設等の管理業務を実施いたします。また、指定管理事業につきまして

は、女満別研修会館、女満別ゲートボールセンター、図書館、Ｂ＆Ｇ海洋センターの

社会教育施設の管理運営を行うとともに、事業特別会計を設けて引き続き対応するこ

ととなっております。詳細につきましては、経営状況を説明する書類の６３ページか

ら９０ページに記載しておりますので、ごらんいただきたいと存じます。 

  以上で一般財団法人大空町青少年育成協会の経営状況及び事業計画につきまして御

報告させていただきますので、よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

 

◇議  長 これで平成２４年度一般財団法人大空町青少年育成協会の経営状況について

は終わります。 

 

    ◎日程第６ 報告第６号 

◇議  長 日程第６、報告第６号 平成２４年度一般財団法人めまんべつ産業開発公社

の経営状況についてを議題とします。 

  山下町長から、お手元に配付しているとおり法人の経営状況を説明する書類の提出

がありましたので、本件について、提案理由の説明を求めます。 

  福田産業課長。 

 

◇産業課長 議案書９ページの報告第６号でございます。 

  平成２４年度一般財団法人めまんべつ産業開発公社の経営状況につきまして、地方

自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、御報告申し上げます。 

   資料につきましては、お手元の経営状況を説明する書類をごらんください。初めに、

１ページをごらんください。めまんべつ産業開発公社の目的を達成するための主な事

業、１から４までを記載しております。また、公益法人制度改革に対応いたしまして、

本年度４月１日に一般財団法人めまんべつ産業開発公社として設立登記をしておりま
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す。 

  事業といたしましては、一般会計事業、環境整備事業、特産品収益事業、指定管理

事業Ⅰ、Ⅱの５事業であります。まず、一般会計事業の状況でございますが、３ペー

ジから４ページをごらんください。事業といたしまして、地場産品の試作、研究、販

路拡大、イメージ商品の開発などの事業を実施しております。また、一般財団法人の

移行認可について経過を記載しております。 

  次に、５ページから６ページをごらんください。環境整備事業特別会計の状況でご

ざいます。事業につきましては、主に公共施設の管理受託をしております公共施設等

管理事業、女満別空港消防業務の空港環境整備事業、女満別空港駐車場管理業務、自

動車テストコース整備の産業環境整備事業の４事業を実施しております。東日本大震

災以来、低迷しておりました空港駐車場の利用は回復の兆しを見せて、料金収入は前

年度対比５．９％の増になっております。 

  次に、７ページをごらんください。特産品収益事業特別会計の状況でございます。

農産加工商品の製造販売や地場産品販売の収益事業でございます。アンテナショップ

ほのか、メルヘン観光交流センターメルヘンぴっと内のキッチンほのかとも来店数及

び売り上げ金額とも前年度を若干上回っております。 

  次に、８ページは指定管理運営事業Ⅰの状況でございます。事業につきましては、

町より受託しておりますメルヘン公園の指定管理事業でございます。施設管理にあっ

ては、燃料高騰が続く中、光熱水費などの節約に努めるとともに、体験圃場では緑肥

作物の栽培試験などを行っております。 

  次に、９ページは指定管理運営事業Ⅱの状況でございます。事業につきましては、

町より受託しておりますひがしもこと乳酪館の指定管理事業でございます。チーズ関

連の新商品の開発や販路拡大に努めております。 

  １１ページから２１ページには一般会計、各特別会計の５会計の決算関係の総括表

等を掲載しております。平成２４年度めまんべつ産業開発公社全体の収支につきまし

ては、１４ページ、正味財産増減計算書をごらんください。Ⅰ、一般正味財産増減の

部、１、経常増減の部、（２）、経常費用の当期計上増減額、表の中ほどになります。

これにつきましては２６６万７，２３９円で、プラスの決算となってございます。し

かし、２、経常外増減の部、（２）、経常外費用、固定資産減損損失は７２４万２，

８６２円であります。これにつきましては、めまんべつ産業公社が昭和地区に所有し

ております土地の帳簿価格は取得価格で計上しておりましたが、このたびの財団の移

行に際し、北海道公益認定等審議会の指摘を受け固定資産評価額に変更したため、マ

イナス処理計上となったものであります。よって、表の下段の３、正味財産期末残高

は前年度対比４６４万３，１５５円マイナスの１億９５６万３，５７３円であります。 

  次に、２３ページから３５ページにかけましては、平成２５年度の各事業計画書、

収支予算書を記載しておりますので、ごらんいただきたいと思います。 

  以上、御説明申し上げ、めまんべつ産業開発公社の経営状況の報告といたします。 

 

◇議  長 これで平成２４年度一般財団法人めまんべつ産業開発公社の経営状況につい

ては終わります。 
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    ◎日程第７ 報告第７号 

◇議  長 日程第７、報告第７号 平成２４年度大空町土地開発公社の経営状況につい

てを議題とします。 

  山下町長から、お手元に配付しているとおり法人の経営状況を説明する書類の提出

がありましたので、本件について、提案理由の説明を求めます。 

  山本総務課参事。 

 

◇総務課参事 議案書の１１ページ目でございます。報告第７号 平成２４年度大空町土

地開発公社の経営状況について。 

  地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、報告をさせていただきます。 

  先立ちまして、先日は土地開発公社の解散につきまして議決をいただいたことにつ

きまして、心よりお礼を申し上げます。 

  お手元に配付をさせていただいております経営状況を説明する書類をごらん願いた

いと思います。書類のまず１ページ目でございます。こちらにつきましては、決算状

況の報告をさせていただいております。１ページ目、２ページ目、３ページ目、４ペ

ージ目でございます。 

  また、５ページ目をお開き願いたいと思います。こちらは事業報告書になってござ

います。第６ページ目でございます。こちらにつきましては、平成２４年度の大空町

土地開発公社の事業報告でございます。こちらの主な事業としましては、１番目に記

載しております夕陽台第２団地の管理処分事業、平成２４年度につきましてはこの団

地から１区画の売却をしております。２番目、栄町（定住促進モデル）団地につきま

しては、平成２４年度については一区画も売却に至っておりません。３番目でござい

ます。東陽公園団地管理処分事業につきましては、平成２４年度につきましては１区

画の売却をしております。 

  続いて、７ページ目でございます。理事会の開催状況でございます。平成２４年５

月１７日に第１回目の理事会を開催しております。こちらにつきましては、平成２３

年度の事業報告等につきまして御説明、協議をしていただいております。第２回目に

つきましては、平成２５年３月２９日に開催しております。このときには、理事長の

選任、理事の順序につきまして決定をさせていただいております。また、このときに

解散に向けましたスケジュール等の説明をさせていただいております。 

  続きまして、９ページ目につきましては、財務諸表になってございます。１０ペー

ジ目でございます。平成２４年度の大空町土地開発公社損益計算書でございます。こ

ちらにつきましては、先ほどの事業計画でもお話をしました夕陽台第２団地の１区画、

東陽公園団地の各１区画の販売金額としまして１，３０１万５，４０８円を計算して

おります。 

  １１ページ目につきましては、貸借対照表になってございます。１２ページ目も引

き続きです。 

  なお、１３ページ目につきましては、平成２４年度のキャッシュ・フロー計算書を

掲載してございます。 
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  １５ページ目、以降につきましては、附属の明細書で各現金及び、それから土地等

につきましての明細を掲載させていただいております。 

  続きまして、２３ページ目でございます。監査報告になってございます。２５ペー

ジ目に記載しておりますが、平成２４年度の土地開発公社の監査の意見書でございま

す。平成２５年５月２８日に監査を受けております。各監査からは異議がないという

ことで報告をいただいております。 

  ２７ページ目以降につきましては、平成２５年度の土地開発公社の事業計画でござ

いますが、平成２５年度につきましては昨日も説明をさせていただきました土地開発

公社の解散に向けたスケジュール等が主な事業になってございますので、御了承願い

たいと思います。 

   以降につきましては、平成２５年度の事業等につきまして掲載をしておりますので、

後ほどごらんを願いたいと思います。 

  以上をもちまして平成２４年度土地開発公社の経営状況を説明する書類の報告にさ

せていただきます。 

 

◇議  長 これで平成２４年度大空町土地開発公社の経営状況については終わります。 

 

    ◎日程第８ 報告第８号 

◇議  長 日程第８、報告第８号 平成２４年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経

営状況についてを議題とします。 

  山下町長から、お手元に配付しているとおり法人の経営状況を説明する書類の提出

がありましたので、本件について、提案理由の説明を求めます。 

  田中産業建設課長。 

 

◇産業建設課長 議案書の１３ページでございます。報告第８号 平成２４年度株式会社

東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況につきまして、地方自治法第２４３条の３第２項

の規定に基づき、御報告申し上げます。 

  資料につきましては、お配りしております経営状況を説明する書類の１ページから

１２ページでございます。初めに、１ページから２ページの事業報告でございますが、

シバザクラ開花期の入園者の状況、キャンプ場、釣り堀、ゴーカート、遊覧車の利用

状況につきまして報告されております。平成２４年度の入園者につきましては８万７

５７人で、前年度比で１１０．６％とオホーツク圏道東観光の集客が落ち込んでいる

中にあって１０．６％増加をしてございます。入園者数の増加要因といたしましては、

東日本大震災による国内外からの旅行の自粛が回復基調となり、団体客が前年度比１

４６．２％と回復したことが要因であると考えております。しかしながら、開花宣言

後の降雪など、土日を中心に天候不順に見舞われましたことから、個人客は前年度比

９１．３％と低迷し、また前々年度の平成２２年度との比較では個人客で７９．５％、

団体客で９４．８％と期待したほどの集客増にはならない状況でございます。 

  次に、３ページから８ページの収支決算の状況でございますが、収入の５０％以上

を占めております入園料につきましては、前年度より８．６％増収となりましたが、
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温室イチゴの全量廃棄による再定植に要した経費の増加など、単年度収支では６ペー

ジに記載のとおり７万２，２５７円の純損失となり、平成２３年度の繰越利益と合わ

せますと、平成２４年度末の繰越利益剰余金は７ページに記載のとおり９７５万２１

５円となってございます。当期末利益剰余金につきましては、次期に繰り越すことと

なっております。 

  次に、１０ページから１１ページの平成２５年度事業計画でございますが、芝桜公

園、遊覧車、ゴーカート、売店、食堂、温室、キャンプ場を中心としまして営業する

こととなっております。昨年整備いたしました温浴施設、足湯施設により芝桜まつり

期間やキャンプシーズンにおける入園者の増加を図るとともに、シバザクラライトア

ップの継続実施や子供遊具の設置など公園施設を充実し、魅力ある東藻琴芝桜公園と

して運営していくこととしております。また、昨年から実施しておりますシバザクラ

の老朽化等の対応策として、引き続き苗の植えかえや浸食防止対策を継続するととも

に、スギナなど雑草の除去に全力を挙げていくこととしております。 

  平成２５年度の収支計画につきましては、１２ページに記載されておりますので、

ごらんいただきたいと思います。 

  以上で平成２４年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況についての報告と

させていただきます。 

 

◇議  長 これで平成２４年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況については

終わります。 

 

    ◎日程第９ 報告第９号 

◇議  長 日程第９、報告第９号 大空町国民保護計画の変更についてを議題とします。 

  山下町長から、大空町国民保護計画の変更について報告書の提出がありましたので、

報告を求めます。 

  竹内総務課長。 

 

◇総務課長 議案書の１５ページであります。報告第９号 大空町国民保護計画の変更に

ついてであります。 

  国民保護計画の変更は、昨年１１月２２日に議会合同常任委員会において軽微な計

画の変更として説明をさせていただき、ことしの２月２０日に国民保護協議会を開催

して了承を得ておりましたが、その後北海道との協議が必要であり、３月２８日にそ

の協議が調ったので、４月５日に報告をさせていただきました。その通知文が１７ペ

ージでございます。 

  その内容について、簡単に説明をさせていただきます。武力攻撃事態等における国

民の保護のための措置に関する法律に基づき、平成１８年度に計画を作成しておりま

すが、国の基本指針の変更、災害時等における北海道及び市町村相互の応援に関する

協定締結、安否情報システムの運用開始、機構改革に伴う組織、名称等の変更などに

伴い計画を変更したものであります。 

  第２編の平素からの備えや予防では、機構改革による組織、名称等の変更をしてお



‐129 -

ります。第２の関係機関との連携体制の整備の項目では、災害時における北海道及び

市町村相互の応援に関する協定をしたことに伴い、文章を変更しております。 

  第３編の武力攻撃事態等への対処では、国の基本指針が変更され、合同対策協議会

が新たに盛り込まれたことに伴い、武力攻撃事態等合同対策協議会との連携について

追加しております。また、国の指針に安否情報システムの運用が新たに盛り込まれて

おり、安否情報システムの利用についても追加しております。 

  以上、国民保護計画の変更の報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで大空町国民保護計画の変更については終わります。 

 

    ◎日程第１０ 報告第１０号 

◇議  長 日程第１０、報告第１０号 例月出納検査報告についてを議題とします。 

  監査委員から、例月出納検査報告書の提出がありましたので、監査委員の報告を求

めます。 

  近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第１０号 例月出納検査結果の報告につ

きまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により、報告を申し上げます。 

   検査の対象となった月は、平成２５年２月分から平成２５年４月分までであります。 

  検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。例月出納検

査を実施いたしました時期は、２月分につきましては３月１９日、３月分につきまし

ては４月２６日、４月分につきましては５月１６日、松岡監査委員とともに実施した

ところであります。 

  検査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり相違ありませ

ん。 

  また、現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事項はございません。 

  以上、適正であることを認め、監査結果の報告といたします。 

 

◇議  長 これで例月出納検査報告については終わります。 

 

    ◎閉会の宣告 

◇議  長 これで本日の日程は全部終了しました。 

  会議を閉じます。 

  山下町長から、発言があれば許します。 

  山下町長。 

 

◇町  長 平成２５年第２回の大空町議会定例会の終了に当たりまして、一言お礼を申

し上げたいと思います。 

  今回は、私、副町長、教育長などの給与の削減というような、そういう条例の提案

ともなったところであります。職員ともどもその重さを受けとめながら、しっかりと
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これからの業務に当たる中で信頼回復ができるように努めてまいりたいと、そのよう

に思ってございます。 

  ことしの春は、４月２７日から朝降り始めました雨がみぞれに変わり、さらに雪に

ということで、あたり一面が真っ白になるような、そしてその雪がしばらく解けない

というようなゴールデンウイークになりました。農業者の方々はもちろん、外作業の

方々は５月いっぱい近くまで作業に入れないという大変な状況でございました。私ど

も畑作を中心とする農業地帯の中にあっては、ビート、タマネギ、またバレイショの

移植などが大幅におくれるという状況にありました。そんな中で、職員からの発案で

７８名の職員が延べ９０日、援農という形で農業者のご家庭に赴いて作業のお手伝い、

ちょっと邪魔になった部分もあろうかと思いますけれども、お手伝いをさせていただ

いたところであります。私は、昭和５３年に役場に採用となりましたけれども、それ

から３５年間、いろいろなところを見てまいりましたけれども、私の経験の中からも

役場の職員が援農作業というものを行った記憶はございませんでした。それだけ異常

な天候であったのだろうというふうに思います。しかし、今回の経験を経て、職員か

らは農業者の方々の大変さ、作物のこれからの生育状況に寄せる関心度合いなどとい

うものも言葉として聞かれることとなりました。 

  また、今回は不本意な部分もありましたけれども、国の給与削減に合わせるような

形で私どもの町で３，０００万円以上の財源が不足するということになる中で、職員

組合などに理解をいただいて削減をすることとなりました。そういった面、またさら

に職員組合からはそういった財源をただ単に積むということではなくて、地域の経済

のために使うというようなことにも配慮してほしいというような注文もついてござい

ました。そんなことから、補正予算などの編成の財源とも結果的にはなったような形

となってございます。そういった事例から考えましても、職員のおのおのの対応とい

いますのは、決して自分たちのことばかりではなくて、町民の目線から物事を考えよ

うというような視点も生まれているのではないかと思ってございます。 

大変今回の事務処理などについては、町民の皆さんに申しわけない思いでいっぱ

いでありますけれども、そういった面ばかりではなくて、一方ではそんな機運なども

職員側から芽生えてきているというようなことをお知らせしながら、職員ともども信

頼回復にこれからも当たっていきたいと思ってございます。決してお見捨てになるこ

となく、これからも御指導賜りますようにお願いを申し上げ、定例会に当たってのお

礼の御挨拶にかえさせていただきたいと思います。本当にどうもありがとうございま

した。 

 

◇議  長 平成２５年第２回大空町議会定例会を閉会します。 

  大変お疲れさまでした。 

閉会 午後 ３時４９分 

 

 

 


